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　１月14日㈯・15日㈰、青葉スケートリンクで初心者スケート
教室（文化・スポーツ振興財団主催）が開催され、小学１・２
年生約30人が参加しました。
　子どもたちは、慣れないスケートに戸惑いながらも、講師の
指導のもと、氷の上を楽しく滑りました。※関連記事15ページ。
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集歩み続けるまち
平成28年度に市内で行われた主な事業

平成2
8年度の主な事業

　市は、わたしたちのまち『のぼりべつ』が、
市民の皆さんに愛され、将来にわたり安心して
住み続けることのできるまちとなるよう、さま
ざまな事業を進めています。
　今号では、平成28年度に行っている主な事業
を紹介します。

❶ふるさとまちづくり応援寄附金
▶平成28年度事業費　4,901万5,000円
▶問い合わせ　総務グループ（☎�１１３０）

　ふるさと納税制度は『生まれ育ったふるさとに
貢献できる制度』、『自分の意志で応援したい自
治体を選ぶことができる制度』として、多くのま
ちで導入されています。
　登別市は、平成28年度に行ったクレジットカー
ド決済の導入や返礼品の品目追加などにより寄附
が増加し、返礼品を通じた地域の活性化や本市の
魅力を発信する絶好の機会となっていることから、
市内企業の皆さんと協力し、さらに魅力ある返礼
品や新たなサービスの追加を進めていきます。
▶�平成28年度寄附金額実績（平成28年12月末現在）
　約１億5,700万円

①ふるさとまちづくり応援寄附金
②登別市への移住・定住の促進
③日本工学院北海道専門学校連携事業
④高台避難誘導看板の設置
⑤あいサポーター養成事業
⑥手話推進支援員養成等事業
⑦高齢者などに対する緊急通報機器の貸与
⑧観光案内看板等整備事業
⑨登別産一次産品普及促進事業
⑩創業支援事業
⑪クリンクルセンター中間改修事業
⑫要緊急安全確認大規模建築物の耐震化促進事業
⑬消防車両の更新
⑭鷲別児童館の移転改築事業
⑮2020東京オリパラで夢を育むスポーツ推進事業
⑯鷲別小学校建て替え事業▲�魅力ある返礼品が数多く掲載されているふるさと納税パン

フレット
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日本工学院
北海道専門学校

★

太平洋
至室蘭

至白老
岡志別の森
運動公園

登別太陽光発電所

市民プール
『らくあ』

国道 36号

道央自動車道

アーニス
登別市役所

JR幌別駅

❸日本工学院北海道専門学校連携事業

❹高台避難誘導看板の設置

❷登別市への移住・定住の促進

▶平成28年度事業費　275万円
▶問い合わせ　総務グループ（☎�１１３０）

▶平成28年度事業費　199万1,000円
▶問い合わせ　総務グループ（☎�１１３０）

▶平成28年度事業費　198万4,000円
▶問い合わせ　企画調整グループ
� （☎�１１２２）

　平成27年９月に締結した日本工学院北海道専門
学校との包括連携協定に基づき、未来を担う人材
の育成や市民の教育・文化活動などに資するため、
同校が行う学生の確保に関する取り組みなどに対
し支援を行っています。
　平成28年度は、同校の学生や市民などが安全・
快適に同校の体育施設を利用できるよう内壁の修
理に係る費用の補助や学生確保のＰＲを図るため、
同校の学生がデザインしたポスターの制作や設置
学科ごとの授業内容・アピールポイントを紹介す
る動画の制作に対し補助します。
　また、学生のスキルアップを市でも後押しする
ため、市バスのデザインを依頼しました。

　平時の津波防災の啓発を図るほか、大津波警報
などの発表時に、市民や観光客などが速やかに高
台避難場所に避難できるよう、高台避難場所まで
の誘導看板を平成28年度から平成30年度にかけて
設置します。
▶�平成28年度設置予定箇所　幌別鉄南地区、鷲別
地区

　人口減少社会に対応し、登別市への移住などを
促進するため、登別市への移住を検討している方
に役立つ情報提供やさまざまなサポートを行う
『移住相談ワンストップ窓口』を設置しています。
　登別市での生活を体験していただく『ちょっと
暮らし』では、移住体験住宅の手配や滞在中の生
活アドバイス、実際にまちを案内するなど、移住
後の暮らしを想像できるようさまざまな取り組み
を行っています。
　また、移住ポータルサイトの制作や全国情報紙
にＰＲ記事を掲載するなど、登別の住みやすさを
全国に発信するとともに、北海道への移住希望者
が参加するイベント『北海道暮らしフェア』に出
展。平成28年度はこれまで参加していた大阪会場
に加え、新たに東京会場にも出展し、移住相談を
行っています。

▲�日本工学院北海道専門学校の学生がデザインした市バス
▲�避難経路などに設置する高台
避難場所への誘導看板の一例

▲�移住体験住宅などの紹介
をしているパンフレット

▲�北海道暮らしフェアで行っ
ている面談方式の移住相談
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❼高齢者などに対する緊急通報機器の貸与

❻手話推進支援員養成等事業 ❺あいサポーター養成事業

▶平成28年度事業費　1,546万9,000円
▶問い合わせ　高齢・介護グループ
� （☎�５７２０）

▶平成28年度事業費　24万円
▶問い合わせ　障がい福祉グループ
� （☎�３７３２）

▶平成28年度事業費　44万1,000円
▶問い合わせ　障がい福祉グループ
� （☎�３７３２）

　一人暮らしの高齢者などが安心して日常生活を送ることができ
るよう、慢性疾患などにより常時注意が必要な高齢者などに緊急
通報機器を貸与しています。
　手助けが必要な場合などに緊急通報機器を利用して通報するこ
とにより、民生委員児童委員などの協力員への駆けつけ要請や救
急車の出動要請ができるほか、月に１度の安否確認の連絡や健康
に関する相談も行っています。
▶緊急通報機器の種類　
　固定型と携帯型の２種類あり、固定型は通報ボタンが大きく操
作が簡単です。付属品として煙感知器やガス警報器などがついて
くるため、火災などの未然防止に役立ちます。
　携帯型は外出先でも利用が可能で、ＧＰＳ機能により位置情報
を検索することができるため、正確な場所を消防に伝えることが
できます。
▶�平成28年度設置見込台数　固定型242台、携帯型117台

　手話への理解の促進と手話の普及、手話による
交流の促進を図ることにより、手話を使用する市
民が安心して暮らすことのできる地域社会を実現
するため、地域での手話の普及を推進する『手話
推進支援員』の養成を進めています。
　平成28年度は、１月から３月にかけて、国の手
話奉仕員養成カリキュラムに基づき、聴覚に障が
いのある方とのコミュニケーション方法や基本的
な手話などを学ぶ『手話推進支援員養成講座』を
実施しています。

　『あいサポート運動』は、多様な障がいの特性
や障がいのある方が困っていることなどを理解し
て、ちょっとした手助けや配慮を実践することに
より、誰もが暮らしやすい地域社会をつくってい
く運動です。
　平成28年11月27日には、あいサポート運動を全
国で最初に開始した鳥取県の平

ひら

井
い

伸
しん

治
じ

知事を招き、
北海道の市町村では初めて、鳥取県と『あいサ
ポート運動』の協定を締結しました。
　協定締結を受け、登別市は研修会を開催し、
『あいサポート運動』を実践する『あいサポー
ター』の養成に取り組んでいます。

▲�固定型の緊急通報機器（右は室内で持ち歩
きできるペンダント型）

▲�携帯型の緊急通報機器

▲�あいさつや自己紹介など、基本的な手話を学ぶ『手話推進
支援員養成講座』

▲�平井知事（右）を招き、北海道の市町村として初めて『あ
いサポート運動』の協定を締結
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太平洋

登別
地獄谷

倶
多
楽
湖

く
っ
た
ら

のぼりべつ
クマ牧場

登別伊達時代村

登別東
インター

道道洞爺湖
登別線

JR登別駅

登別漁港

登
別
川

登別マリン
パークニクス

登別温泉

道央自動車道

❽観光案内看板等整備事業

❾登別産一次産品普及促進事業

❿創業支援事業

▶平成28年度事業費　125万円
▶問い合わせ　観光振興グループ
� （☎�５３０１）

▶平成28年度事業費　70万4,000円
▶問い合わせ　農林水産グループ
� （☎�２３２１）

▶平成28年度事業費　876万1,000円
▶問い合わせ　商工労政グループ
� （☎�２１７１）

　登別温泉からＪＲ登別駅にか
けて、多数の観光案内看板や市
内地図などが設置されています
が、多言語表記の不足や老朽化
などが進んでいることから、観
光客の利便性向上を図るため、
観光案内看板の外国語表記の統
一のほか、老朽化が進行した箇
所の修繕・整備を行います。

　市内で生産される牛乳や乳製品、登別牛、のぼ
りべつ豚、水産物などの一次産品の地域内での流
通や消費の促進を図り、地域の食材としての認知
度を高めるとともに、一次産品の価値も高めるた
め、市内で開催されるイベントなどで、登別産一
次産品を用いた料理の振る舞いを実施しているほ
か、市内の宿泊施設や飲食店での登別産一次産品
の利用促進を図るためのＰＲを実施しています。
　また、登別産一次産品
を活用した新たなメ
ニュー作りに取り組む飲
食店などを募集し、メ
ニューの試作に必要な食
材の提供をするなどの支
援を行っています。

　市内の空き店舗を利用して新たに事業を行う方
へ、空き店舗の賃借料の一部を補助する『空き店
舗活用事業補助金』、市内で新たな事業所を開設
して事業を行う方へ、開設に必要な建物の整備や
建物と一体となって機能する設備を設置するため
に必要な経費の一部を補助する『事業所開設費補
助金』を交付したほか、創業を目指す方へ向けた
『起業応援セミナー』の開催により、市内での創
業を促進しています。
▶平成28年度実績（平成28年12月末現在）
◦�空き店舗活用事業補助金の交付…12件
◦�事業所開設費補助金の交付…５件
◦�起業応援セミナーの実施（詳しくは23ページを
ご覧ください）

▲�観光客の利便性向上を図るため修繕・整備
を予定している観光案内看板の一例

▲�事業所開設費補助金を利用して開業した店舗

▲�市内で生産される一次産
品の一つである『のぼり
べつ豚』
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登
別
川

登別地獄谷

倶多楽湖
くったら

のぼりべつ
クマ牧場

登別伊達時代村
道道洞爺湖登別線

登別温泉

クリンクルセンター
★

市民プール『らくあ』

岡志別の森
運動公園

国道 36号

太平洋

至白老至室蘭

⓬要緊急安全確認大規模建築物の耐震化促進事業

⓭消防車両の更新

⓫クリンクルセンター中間改修事業

▶�平成28年度事業費　7,751万5,000円
　（平成27年度からの繰越明許費6,442万3,000円を含む）
▶問い合わせ　建築住宅グループ
� （☎�４３９９）

▶平成28年度事業費　１億530万2,000円
▶問い合わせ　消防本部総務グループ
� （☎�９６１１）

▶平成28年度事業費　２億4,432万9,000円
▶問い合わせ　環境対策グループ
� （クリンクルセンター内・☎�２９５８）

　建築物の耐震化への規制が強化されたことに伴
い、耐震診断結果の報告が義務付けられた要緊急
安全確認大規模建築物（市民や観光客、避難時に
配慮の必要な高齢者などが利用する大規模建築物）
について、市民や観光客などが安全に安心して施
設を利用できるよう、補強設計と耐震改修に要す
る費用の一部を助成し、耐震化の促進を図ります。

　多目的支援車は、災害発生時の人員・資器材の
搬送や水難救助などに幅広く使用されている車両
です。
　多種多様な災害現場へ迅速かつ的確に消防力を
投入し、安全確実な消防活動を行うため消防署の
１台を更新します。
▶更新予定時期　３月末

　消火用水を積載している水槽付消防ポンプ自動
車は、一般の火災消火で使用する消防車です。
　老朽化により消防ポンプ機能の低下や車両整備
に係る部品などの調達が困難であるため登別温泉
支署と鷲別支署の各１台の更新を図り、火災など
に対し迅速かつ的確に消火活動を行える体制を図
ります。
▶更新予定時期　２月末

　平成12年４月から稼働しているクリンクルセン
ターの延命化のため、平成22年度以降、毎年度計
画的な改修工事を行っています。
　平成28年度は焼却処理施設の焼却炉や給気ファ
ン、破砕・資源化処理施設の搬送設備の改修工事
を行いました。

▲�市民や観光客が安心して宿泊できる安全な観光地として、
ホテルの耐震化を進めている登別温泉地区

▲�焼却炉を設置している炉室内に空気を送り込む給気ファン

〈修繕前〉 〈修繕後〉

▲�２月末に配備される水槽付消防ポンプ自動車の同型車
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室蘭信用金庫
鷲別支店

鷲別中学校

鷲
別
保
育
所

鷲
別
支
所

鷲
別
支
署

NTT東日本北海道支店
鷲別電話交換所

鷲別児童館の
移転予定地

★
鷲
別
小
学
校

太平洋

至室蘭

国道 36号

至
白
老

室蘭信用金庫
鷲別支店

至室蘭

国道 36号
太平洋

至
白
老

鷲別中学校

鷲
別
保
育
所

鷲
別
支
所

鷲
別
支
署

NTT東日本北海道支店
鷲別電話交換所

鷲
別
小
学
校

★

⓰鷲別小学校建て替え事業

⓯ 2020東京オリパラで夢を育むスポーツ推進事業

⓮鷲別児童館の移転改築事業
▶平成28年度事業費　18億8,568万2,000円
▶問い合わせ　教育委員会総務グループ
� （☎�１１００）

▶平成28年度事業費　125万円
▶問い合わせ　社会教育グループ
� （☎�１１２９）

▶平成28年度事業費　1,982万4,000円
▶問い合わせ　子育てグループ（☎�５６３４）

　鷲別小学校校舎は、耐震工事による耐震化の対
応が難しく、平成24年度から建て替えを進めてい
ました。
　平成28年12月には新校舎が完成し、現在は、備
品などの整備を行っており、平成29年４月１日か
ら利用を開始する予定です。
○鷲別小学校改築の基本的な考え方
▶学校施設としての機能の充実
　使いやすい機能や少人数学習など、時代の変化
に対応した学習活動機能を有する多目的教室など
の設置
▶地域の防災機能を備えた施設
　高台まで避難が間に合わない場合、緊急的に避
難する津波避難ビル機能を備えるための屋外非常
階段や備蓄庫の設置
▶地域コミュニティを高める施設
　学校教育の場としてだけではなく、地域住民の
文化・スポーツ活動、世代間交流の場など、地域
との活動の場となるような特別活動室・多目的
ホールの設置
▶再生可能エネルギーの活用
　校舎屋上への太陽光パネルの設置による、再生
可能エネルギーの活用や児童の環境学習での利用

　2020年に開催される東京オリンピック・パラリ
ンピックに向けて、市民のスポーツに対する興味
や関心を高めるため、今年度から新たに実施して
います。
　平成28年度は『走ること』をテーマに、元オリ
ンピック選手の千

ち

葉
ば

真
まさ

子
こ

さんを招き、スポーツ講
演会の講師を務めていただいたほか、登別こいの
ぼりマラソンのゲストランナーとして出場いただ
きました。

　鷲別児童館を鷲別小学校の隣接地へ移転改築す
るとともに、放課後児童クラブや子育て支援セン
ターを併設し、小学校周辺に子育て関連施設を集
中させて総合的な運営を図ります。
　また、児童にとって安全安心な放課後を過ごす
場として整備をすすめるほか、就学児童と未就学
児童の交流、保護者同士の交流の促進を図ります。
　平成30年１月の移設を目指し、平成28年度は建
設予定地にあった教員住宅の解体や地質調査、測
量を行ったほか、実施設計、外構設計を行ってい
ます。

▲�光が差しこむ解放的な
１階ホール

▲�建て替えを終えた鷲別小学校の
校舎外観

▲�木のぬくもりを感じる
教室

▲�スポーツをより身近に感じ
ていただくため開催した千
葉真子さんのスポーツ講演
会

▲�親子ランナーが千葉真子さ
んと笑顔でゴール

7 特集　平成28年度に市内で行われた主な事業　歩み続けるまち

特 

集歩み続けるまち







対�

象
　
35
～
63
歳
で
、
パ
ソ
コ
ン
操

作
（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
）
が
可

能
な
方

勤
務
地
　
市
役
所

主�

な
業
務
内
容
　
市
長
・
副
市
長
の

秘
書
業
務
全
般
の
補
助
、
経
理
事

務
勤�

務
時
間
　
８
時
30
分
～
15
時
15
分

（
金
曜
日
の
み
８
時
30
分
～
14
時

15
分
）

休
日
　
土
・
日
曜
日
、
祝
日
な
ど

給
料
月
額
　
13
万
600
円

対�

象
　
35
～
63
歳
で
、
パ
ソ
コ
ン
操

作
（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
）
が
可

能
な
方

勤
務
地
　
市
内
各
支
所

主�

な
業
務
内
容
　
各
種
証
明
書
の
交

付
、
貸
館
受
付
な
ど
の
窓
口
業
務

勤�

務
時
間
　
①
９
時
～
15
時
30
分

対
象
　
35
～
63
歳

勤
務
地
　
市
役
所

主
な
業
務
内
容
　
宿
日
直
業
務

勤�

務
時
間
　
17
時
～
９
時
（
仮
眠
時

間
あ
り
）
、
２
週
間
に
１
回
程
度

９
時
～
17
時

休
日
　
勤
務
割
表
に
よ
る

給
料
月
額
　
13
万
600
円

対�

象
　
30
～
63
歳
で
、
社
会
福
祉
主

事
任
用
資
格
を
満
た
し
て
い
る
方

で
、
普
通
運
転
免
許
を
有
し
、
２

年
以
上
運
転
経
験
の
あ
る
方

勤
務
地
　
市
役
所

主�

な
業
務
内
容
　
被
保
護
者
に
対
す

る
日
常
生
活
の
自
立
支
援
と
生
活

自
立
へ
の
支
援
業
務

対�

象
　
35
～
63
歳
で
、
就
労
や
福
祉

に
関
す
る
相
談
業
務
が
可
能
で
、

普
通
運
転
免
許
を
有
し
、
２
年
以

上
運
転
経
験
の
あ
る
方

勤
務
地
　
市
役
所

主�

な
業
務
内
容
　
生
活
困
窮
者
に
対

し
、
日
常
生
活
へ
の
自
立
支
援
と

生
活
自
立
へ
の
支
援
業
務

勤�

務
時
間
　
９
時
～
15
時
45
分
（
金

曜
日
の
み
９
時
～
14
時
45
分
）

休
日
　
土
・
日
曜
日
、
祝
日
な
ど

給
料
月
額
　
13
万
600
円

（
月
曜
日
の
み
９
時
～
15
時
45

分
）
、
②
11
時
～
17
時
30
分
（
月

曜
日
の
み
10
時
45
分
～
17
時
30
分
）

※
①
と
②
を
１
週
間
ご
と
に
交
代
。

休
日
　
土
・
日
曜
日
、
祝
日
な
ど

給
料
月
額
　
13
万
600
円

対�

象
　
30
～
63
歳
で
、
保
育
士
な
ど

の
資
格
ま
た
は
教
員
免
許
を
有
す

る
方

勤
務
地
　
市
内
児
童
館
な
ど

主�

な
業
務
内
容
　
遊
具
や
図
書
な
ど

を
通
し
て
、
児
童
に
健
全
な
遊
び

を
指
導
す
る
業
務

勤�
務
時
間
　
【
３
～
10
月
】
12
時
～

17
時
、
【
11
～
２
月
】
12
時
～
16

時
30
分

対�

象
　
30
～
63
歳
で
、
調
理
師
免
許

を
有
し
て
い
る
ま
た
は
調
理
経
験

の
あ
る
方

勤
務
地
　
市
内
保
育
所

主�

な
業
務
内
容
　
給
食
の
調
理
や
食

器
の
洗
浄
業
務

勤�

務
時
間
　
①
８
時
45
分
～
14
時
40

分
（
土
曜
日
の
み
９
時
～
12
時
）
、

②
10
時
～
15
時
55
分
（
土
曜
日
の

み
９
時
30
分
～
12
時
30
分
）

休
日
　
日
曜
日
、
祝
日
な
ど

給
料
月
額
　
12
万
９
千
900
円

勤�

務
時
間
　
9
時
～
15
時
30
分
（
木

曜
日
の
み
10
時
～
16
時
45
分
）

休
日
　
土
・
日
曜
日
、
祝
日
な
ど

給
料
月
額
　
13
万
600
円

対�

象
　
30
～
63
歳
で
、
保
育
士
な
ど

の
資
格
ま
た
は
教
員
免
許
を
有
す

る
方

勤
務
地
　
常
盤
児
童
館
（
ク
ラ
ブ
）

主�

な
業
務
内
容
　
遊
具
や
図
書
な
ど

を
通
し
て
、
児
童
に
健
全
な
遊
び

を
指
導
す
る
業
務

勤�

務
時
間
　
８
時
～
18
時
30
分
の
う

ち
週
29
時
間
勤
務
（
一
日
４
時
間

30
分
～
５
時
間
勤
務
）

休
日
　
日
曜
日
、
祝
日
な
ど

給
料
月
額
　
13
万
５
千
500
円

対�

象
　
30
～
63
歳
で
、
保
育
士
な
ど

の
資
格
ま
た
は
教
員
免
許
を
有
す

る
方

勤
務
地
　
市
内
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

主�

な
業
務
内
容
　
遊
具
や
図
書
な
ど

を
通
し
て
、
児
童
に
健
全
な
遊
び

を
指
導
す
る
業
務

勤�

務
時
間
　
13
時
30
分
～
18
時
30
分

（
土
曜
日
の
み
14
時
～
18
時
）

休
日
　
日
曜
日
、
祝
日
な
ど

給
料
月
額
　
13
万
５
千
500
円

休
日
　
日
曜
日
、
祝
日
な
ど

給
料
月
額
　
13
万
５
千
500
円

登
別
市
嘱
託
員
を
募
集
し
ま
す

夜
警
員
　
１
人

業
務
員
　
１
人

業
務
員
　
１
人

支
援
員
　
１
人

調
理
員
　
４
人

放
課
後
児
童
支
援
員
　
２
人

児
童
厚
生
員
兼

放
課
後
児
童
支
援
員
　
１
人

児
童
厚
生
員
　
３
人

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
　
１
人

▼
任
用
期
間
　
４
月
１
日
～
平
成
30
年
３
月
31
日

▼
試
験
月
日
・
場
所
（
予
定
）
　
２
月
25
日
㈯
・
市
役
所

※
詳
し
い
場
所
や
時
間
は
、
後
日
ご
連
絡
し
ま
す
。

▼
試
験
方
法
　
面
接
試
験

▼�

申
込
方
法
　
２
月
16
日
㈭
ま
で
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

に
人
事
・
行
政
管
理
グ
ル
ー
プ
や
各
支
所
に
備
え
付
け
ま

た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
申
込
書
に
、
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
人
事
・
行
政
管
理
グ
ル
ー
プ
へ
持
参

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
人
事
・
行
政
管
理
グ
ル
ー
プ

�
（
☎
�
１
１
３
２
）
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対�

象
　
35
～
63
歳
で
、
普
通
運
転
免

許
を
有
し
、
２
年
以
上
運
転
経
験

の
あ
る
方

勤
務
地
　
市
役
所

主�

な
業
務
内
容
　
国
民
健
康
保
険
税

な
ど
の
徴
収
業
務

勤�

務
時
間
　
①
９
時
～
16
時
、
②
11

時
～
17
時
、
③
10
時
45
分
～
17
時

30
分

※�

１
週
で
①
が
２
回
、
②
が
２
回
、

対�

象
　
35
～
63
歳
で
、
軽
微
な
修
繕

が
で
き
る
方

勤
務
地
　
市
内
小
・
中
学
校

主�

な
業
務
内
容
　
学
校
の
維
持
管
理

業
務

勤�
務
時
間
　
①
７
時
30
分
～
13
時
、

②
10
時
30
分
～
16
時

※
①
と
②
を
１
週
間
ご
と
に
交
代
。

休
日
　
土
・
日
曜
日
、
祝
日
な
ど

給
料
月
額
　
12
万
３
千
900
円

対�

象
　
35
～
63
歳
で
、
自
家
用
車
な

ど
で
通
勤
可
能
な
方

※�

対
人
１
億
円
・
対
物
200
万
円
以
上

の
任
意
保
険
加
入
が
必
要
で
す
。

勤
務
地
　
市
内
浄
水
場

主�

な
業
務
内
容
　
浄
水
場
の
運
転
操

作
、
維
持
管
理
業
務

勤�

務
時
間
　
①
17
時
30
分
～
８
時
30

分
ま
た
は
18
時
～
９
時
（
仮
眠
時

間
あ
り
）
、
②
９
時
～
17
時
30
分

※�

５
週
で
①
が
14
回
、
②
が
２
回
程

度
。

休
日
　
勤
務
割
表
に
よ
る

給
料
月
額
　
13
万
600
円

③
が
１
回
。

休
日
　
土
・
日
曜
日
、
祝
日
な
ど

給
料
月
額
　
13
万
600
円

対�

象
　
30
～
63
歳
で
、
司
書
資
格
ま

た
は
司
書
教
諭
資
格
を
有
す
る
方

勤
務
地
　
市
内
小
学
校

主�

な
業
務
内
容
　
学
校
図
書
室
の
司

書
業
務
、
学
校
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
指
導
育
成
な
ど

勤�

務
時
間
　
８
時
45
分
～
15
時
15
分

（
月
曜
日
の
み
８
時
45
分
～
15
時

30
分
）

※�

勤
務
す
る
小
学
校
に
よ
っ
て
、
始

業
時
刻
に
多
少
の
変
更
が
生
じ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

休
日
　
土
・
日
曜
日
、
祝
日
な
ど

給
料
月
額
　
13
万
５
千
500
円

※�

学
校
長
期
休
業
中
は
、
教
育
部
長

が
定
め
る
勤
務
日
数
に
応
じ
た
額
。

対�

象
　
35
～
63
歳
で
、
普
通
運
転
免

許
を
有
し
、
２
年
以
上
運
転
経
験

の
あ
る
方

勤
務
地
　
市
役
所
第
２
庁
舎

主�

な
業
務
内
容
　
水
道
料
金
・
下
水

道
使
用
料
の
徴
収
業
務

勤�

務
時
間
　
①
９
時
～
16
時
、
②
11

時
～
17
時
、
③
10
時
45
分
～
17
時

30
分

※�

１
週
で
①
が
２
回
、
②
が
２
回
、

③
が
１
回
。

休
日
　
土
・
日
曜
日
、
祝
日
な
ど

給
料
月
額
　
13
万
600
円

対�
象
　
35
～
63
歳
で
、
パ
ソ
コ
ン
操

作
（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
）
が
可

能
な
方

勤
務
地
　
市
役
所

主�

な
業
務
内
容
　
議
会
中
継
関
連
事

務
（
映
像
チ
ェ
ッ
ク
・
シ
ス
テ
ム

操
作
な
ど
）
、
会
議
録
の
編
集
な

ど
勤�

務
時
間
　
①
９
時
～
15
時
45
分

（
金
曜
日
の
み
９
時
～
14
時
45

分
）
、
②
10
時
45
分
～
17
時
30
分

（
金
曜
日
の
み
11
時
45
分
～
17
時

30
分
）

※
①
と
②
を
１
カ
月
ご
と
に
交
代
。

休
日
　
土
・
日
曜
日
、
祝
日
な
ど

給
料
月
額
　
13
万
600
円

対�

象
　
30
～
63
歳
で
、
司
書
資
格
を

有
す
る
方

勤
務
地
　
市
立
図
書
館

主�

な
業
務
内
容
　
図
書
の
収
集
・
貸

出
業
務

勤�

務
時
間
　
①
９
時
45
分
～
15
時
15

分
（
木
曜
日
の
み
９
時
45
分
～
15

時
45
分
）
、
②
12
時
45
分
～
18
時

15
分
（
木
曜
日
の
み
13
時
45
分
～

19
時
45
分
）

※
①
と
②
を
１
週
間
ご
と
に
交
代
。

休
日
　
月
曜
日
、
祝
日
な
ど

給
料
月
額
　
13
万
５
千
500
円

※�

学
校
長
期
休
業
中
に
勤
務
時
間
の

調
整
が
あ
り
ま
す
。

給
料
月
額
　
12
万
１
千
600
円

対�
象
　
35
～
58
歳
で
、
重
量
物
の
取

り
扱
い
が
多
い
た
め
、
体
力
の
あ

る
方

勤
務
地
　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

主�

な
業
務
内
容
　
学
校
給
食
の
調
理

や
食
器
な
ど
の
洗
浄
、
簡
単
な
機

械
操
作
業
務

勤�

務
時
間
　
①
８
時
30
分
～
15
時
30

分
、
②
９
時
～
16
時

※�

４
週
で
、
①
が
１
週
、
②
が
３
週

程
度
。

休
日
　
土
・
日
曜
日
、
祝
日
な
ど

公
務
補
　
13
人

徴
収
員
　
２
人

管
理
人
　
２
人

徴
収
員
　
１
人

学
校
司
書
　
１
人

業
務
員
　
１
人

司
書
　
１
人

調
理
員
　
２
人

※�給料月額は２月１日現在のものです。

※�資格・年齢の基準日は４月１日現在の
ものです。

※�給料月額のほかに、通勤手当や時間外
手当、勤勉手当などの諸手当がありま
す。

※�社会保険などについては、給料月額か
ら控除します。

※�厚生年金などを受給されている方は、
給与収入があることにより年金額の一
部が減額されます。

※�勤務条件などについては、多少の変更
が生じる場合があります。

注意事項

11 登別市嘱託員を募集します



登別市臨時職員を募集します
申し込み・問い合わせ　人事・行政管理グループ（☎�１１３２）

▶任用期間　４月１日㈯～９月30日㈯（６カ月間）
▶選考　面接と書類選考
▶�申込方法　２月１日㈬～16日㈭（土・日曜日、祝日を除く）に事前に電話で申し込みをし、指定された日
時に市販の履歴書（写真貼付）に必要事項を記入の上、本人が人事・行政管理グループに持参
※資格の必要な職種を申し込まれる方は、資格を確認できるもの（資格証の写しなど）も持参してください。

職　種 募集人数 勤務地 業務内容 賃��金 勤務時間など 休日など 資格など

事務
補助

９人程度 市役所、教育
委員会など

事務一般

日額6,200円 ９時～17時30分

土・日曜日、祝日な
ど

パソコン操作
（ワード・エ
クセル）が可
能な方１人 学校給食セン

ター 時給800円
８時～12時
※�上記の時間で、週20時
間未満の勤務となりま
す。

調理員 １人 学校給食セン
ター

調理業務（職
員欠員対応）

日額4,920円
または
時給820円

９時～16時
※�午前勤務、午後勤務の
みの場合もあります。

職員が指定休などに
より不在となる場合
に、代替要員として
従事（月５日～10日
程度）

調理師免許を
有しているま
たは調理経験
がある方

公務補 １人 学校給食セン
ター 公務補用務 時給800円 ７時30分～11時30分 土・日曜日、祝日、

夏季休業日など

技術
補助

１人
市内小・中学
校

学校生活・学
習支援業務 時給800円

８時30分～12時30分
※�上記の時間で、週18時
間以内の勤務となりま
す。

土・日曜日、祝日、
夏季休業日など

４人程度 特別支援学級
介助業務 日額6,200円 ７時45分～16時15分

スクール
ソーシャル
ワーカー

１人 市内小・中学
校

児童や保護者
などの相談業
務など

時給1,040円
９時～17時30分
※�上記の時間で、一日５
時間・週３日の勤務と
なります。

土・日曜日、祝日な
ど

教諭免許を有
しているまた
は児童福祉・
精神福祉業務
の経験がある
方

保育士

７人程度

市内保育所

保育業務

日額8,060円
または
時給1,040円

月～金曜日
７時15分～18時の時間内
で一日７時間45分の勤務
土曜日
７時15分～12時30分の時
間内で一日３時間の勤務
休日保育勤務日
７時45分～18時15分の時
間内で一日７時間45分の
勤務

日曜日、祝日など
（４週７休）
※�年に３回程度、休
日の勤務がありま
す。

保育士免許を
有する方

４人程度 保育業務（代
替保育）

月～土曜日
７時15分～19時15分の時
間内で一日７時間45分の
勤務

日曜日、祝日など
職員が指定休などに
より不在となる場合
に、代替要員として
従事（月１日～14日
程度）

１人程度 保育業務（延
長保育） 時給1,040円

月～金曜日
15時15分～19時15分
土曜日�
11時30分～19時15分
※�上記の時間で、月14日
以内・週20時間未満の
勤務となります。

日曜日、祝日など

看護師 ３人 市内保育所 看護・保育業
務 日額8,060円 ８時30分～17時 土・日曜日、祝日な

ど
看護師資格を
有する方

放課後
児童支
援員

1人 市内放課後児
童クラブ

放課後児童支
援員業務 時給1,040円

月～金曜日
８時～15時15分または10
時45分～18時
土曜日�
８時～15時または11時～
18時

日曜日、祝日など
保育士免許を
有しているま
たは教諭免許
を有する方

※資格の基準日は４月１日現在とし、性別は問いません。
※募集内容は、計画案に基づくものであり、多少の変更が生じる場合があります。

12� 登別市臨時職員を募集します



町名 丁目・番地 月　　日
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

登別本町

１丁目 15・16 30 １・３ 17・18 29・30

２丁目 １～24番地 17 ４ 19・21
25番地～　 18 ５ 22
３丁目 １・３ 19・20 ６・７ 23・24

登別東町

１丁目 ４ 22 ８・10 25
２丁目 ５ 23 11 26・28
３丁目 ６・７ 24 12 29

４丁目 １～29番地 14・15 31 １ 20・21 ５・６
30番地～　 12・13 29・30 18・19 ２・４

５丁目 １～30番地 18・19 ５・６ 24・25 ８・９
31番地～　 17 ２・３ 22 ７

富 浦 町 全　　域 26・27・28 １・２・６ 19・20・21・22・23 31 １・２・３・４ 15・16・19・20・21
千 歳 町 ４～６丁目 20・21・22 ７・８ 26・27 11・12
幌 別 町 全　　域 ８・９・10 24・26・27 ５・７・８ 22・25・26
中 央 町 全　　域 ８・10・11 25・26・27 13・14・15 30・31 １
柏 木 町 全　　域 11・12・13 28・29 14・15・16 27・28
片 倉 町 全　　域 24・25 15・16・17 28・29 13・14
大 和 町 全　　域 ８・９・10 24・26・27 ４・５・７ 20・21・22
若 山 町 全　　域 11 28 ８ 25
富 岸 町 １～３丁目 １・３ 19・20・22 ６・７ 22・23

新 生 町 １～３丁目 13・14・15 １・２ 19・20 ２・４
４～６丁目 17・18 ３・５ 21・22 ５・６

栄　 町 全　　域 19・20 ６・７・８ 24・25 ７・８

鷲 別 町 １～３丁目 21・22・24・25 15・16・17・19 26・27・28・29 ９・11・12・13
４～６丁目 26・27・28 １・２・６ 20・21・22・23 31 １・２・３ 14・15・16・19

若 草 町 １～４丁目 12・13・15 29・30 １ 14・15・16 26・27・28
５・６丁目 16・17 ３・４ 17・18 29・30

美 園 町 １～４丁目 ４・５・６・７ 23・24・25・26 ８・10・11・12 24・25・26・28
５・６丁目 ８・10・11・12 27・29・30・31 13・14・15・18 29・30・31 １

上鷲別町 全　　域 18 ５ 19・21

◦�

収
集
に
立
ち
会
っ
て
、
収
集
量
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い

◦�

ク
リ
ー
ン
チ
ケ
ッ
ト
で
支
払
う
方

は
、
事
前
に
チ
ケ
ッ
ト
を
ご
用
意

く
だ
さ
い

◦�

収
集
日
は
、
天
候
な
ど
に
よ
り
前

後
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

◦�

臨
時
収
集
や
緊
急
で
収
集
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
お
早
め
に
申
し
込

み
く
だ
さ
い

◦�

転
居
・
転
出
さ
れ
る
方
は
、
必
ず

最
終
く
み
取
り
を
行
っ
て
く
だ
さ

い

　
株
式
会
社
東
洋
興
業

�

（
☎
�
２
９
３
５
）�

※�

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
８
月
10
日

㈭
～
13
日
㈰
を
除
く
９
時
～
16
時

　

�

環
境
対
策
Ｇ�（
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン

タ
ー
内
・
☎
�
２
９
５
８
）

し尿収集日のお知らせ 期間：４月～９月

収
集
の
と
き
は
、
次
の
こ
と

に
留
意
し
て
く
だ
さ
い

臨
時
収
集
・
最
終
く
み
取
り

の
申
し
込
み
、
収
集
に
関
す

る
問
い
合
わ
せ

◆臨時収集地域
カルルス町、上登別町、登別温泉町、中登別町、登別港町、札内町、
来馬町、鉱山町、川上町、新栄町、幸町、千歳町（１～３丁目）、
千歳町の一部、常盤町、富士町、新川町、桜木町、緑町、青葉町、
富岸町の一部
※�収集を希望する方は、５日程度の余裕をみて申し込みください。
※�６月10日㈯から14日㈬までは、し尿投入施設点検整備のため、収
集は行いません。

料
金
な
ど
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ

13 し尿収集日のお知らせ



１
月
１
日
㈰
、
登
別
温
泉
街
の
泉
源
公
園
で
行
わ
れ
た
『
元
旦
縁
起
も
ち
つ
き
』

の
場
に
お
い
て
、
『
ふ
る
さ
と
名
物
応
援
宣
言
』
（
市
主
催
）
を
行
い
、
小
笠
原
市

長
が
『
登
別
温
泉
』
、
『
カ
ル
ル
ス
温
泉
』
、
『
鬼
像
』
の
３
つ
を
『
ふ
る
さ
と
名

物
』
と
し
て
宣
言
し
ま
し
た
。

同
宣
言
は
、
経
済
産
業
省
中
小
企
業
庁
が
実
施
す
る
も
の
で
、
市
町
村
が
地
域
を

挙
げ
て
支
援
を
行
う
『
ふ
る
さ
と
名
物
』
を
位
置
付
け
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
育
成
・

強
化
を
図
り
、
売
上
や
雇
用
の
拡
大
、
地
域
経
済
の
好
循
環
に
つ
な
げ
る
制
度
で
す
。

今
回
の
宣
言
に
よ
り
、
市
内
中
小
企
業
が
『
ふ
る
さ
と
名
物
』
を
活
用
し
て
、
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
・
生
産
な
ど
に
取
り
組
む
際
に
、
ど
の
よ
う
に
行
う
か
を
定

め
る
『
地
域
資
源
活
用
事
業
計
画
』
へ
の
国
の
補
助
金
が
優
先
的
に
採
択
さ
れ
る
ほ

か
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
商
品
の
開
発
や
販
路
開
拓
、
ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど
の
取

り
組
み
を
進
め
る
人
材
を
育
成
す
る
研
修
へ
の
優
先
参
加
な
ど
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

市
は
今
後
、
市
内
企
業
者
に
対
し
て
『
ふ
る
さ
と
名
物
』
の
積
極
的
な
活
用
を
促

す
と
と
と
も
に
、
事
業
者
が
定
め
る
『
地
域
資
源
活
用
事
業
計
画
』
の
作
成
支
援
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
応
援
宣
言
の
後
に
行
わ
れ
た
『
元
旦
縁
起
も
ち
つ
き
』
（
登
別
観
光
協
会

主
催
）
で
は
、
勢
い
よ
く
き
ね
を
振
り
下
ろ
し
た
り
、
互
い
に
き
ね
を
放
っ
て
交
換

し
た
り
す
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
に
観
客
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

『
ふ
る
さ
と
名
物
応
援
宣
言
』
と
『
元
旦
縁
起
も
ち
つ
き
』

『
登
別
温
泉
』
・
『
カ
ル
ル
ス
温
泉
』
・

『
鬼
像
』
で
市
内
経
済
活
性
化

▲�訪れた観光客などの前で『ふ
るさと名物応援宣言』を行う
小笠原市長（中央奥）

▲�笛と太鼓の音色が響き渡る中
披露されたもちつき

１
� １

１2
� 20

平
成
28
年
12
月
20
日
㈫
、
市
役
所
に
地
域
医
療
機
能

推
進
機
構
（
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
）
の
役
員
の
方
な
ど
が
来
ら
れ
、

登
別
東
町
３
丁
目
に
移
転
・
新
築
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
登
別
新
病
院
の
基
本
構
想
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

基
本
構
想
で
は
、
新
病
院
が
備
え
る
診
療
科
や
主
な

機
能
な
ど
の
ほ
か
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
運
営

や
地
域
包
括
ケ
ア
の
構
築
へ
の
取
り
組
み
な
ど
に
よ
り
、

地
域
医
療
の
要
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
コ
ン
セ
プ
ト

が
示
さ
れ
ま
し
た
。

市
は
今
後
、
地
域
医
療
の
さ
ら
な
る
充
実
の
た
め
、

平
成
32
年
に
予
定
し
て
い
る
新
病
院
の
開
設
に
向
け
て
、

今
後
も
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
と
協
議
・
連
携
し
て
い
き
ま
す
。

Ｊジ
ェ
イ
コ
ー

Ｃ
Ｈ
Ｏ
登
別
新
病
院
の
基
本
構
想
の
提
出

新
病
院
の
方
向
性
を
提
示

▲�小笠原市長にＪＣＨＯ登別新病院の基本構想を提出するＪＣＨＯ
の宇

う

口
こう

理事

▲�「積極的に話しかけることが大切」と話す瀧澤さん

１
月
11
日
㈬
、
市
民
会
館
で
、
米
国
出
身
の
瀧た

き

澤ざ
わ

ジ
ェ
ー
ン
さ
ん
を
招
き
、
『
第
５
回
国
際
理
解
講
座
』

（
市
主
催
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
海
外
旅
行
先
の
ホ
テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、

空
港
な
ど
で
よ
く
使
う
英
会
話
を
学
ん
だ
ほ
か
、
ペ
ア

を
組
ん
で
お
互
い
に
英
語
を
使
っ
た
自
己
紹
介
を
行
い

ま
し
た
。

簡
単
な
英
語
で
も
積
極
的
に
会
話
を
す
る
こ
と
が
交

流
の
第
一
歩
で
あ
る
こ
と
を
学
び
、
参
加
者
に
と
っ
て
、

国
際
理
解
を
深
め
る
大
変
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し

た
。

第
５
回
国
際
理
解
講
座

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

広
が
る
国
際
理
解

１
� １１

14� 東　奔　西　走



１
� 8

１
月
８
日
㈰
、
市
民
会
館
で
、
20
歳
の
節
目
を
迎
え
た
１
９
９
６
（
平
成
８
）
年

４
月
２
日
～
１
９
９
７
（
平
成
９
）
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
新
成
人
を
祝
う
『
平
成

29
年
登
別
市
成
人
祭
』
（
同
実
行
委
員
会
・
市
教
育
委
員
会
主
催
）
を
開
催
し
ま
し

た
。今

年
は
、
男
性
164
人
、
女
性
197
人
の
計
361
人
が
出
席
。
新
成
人
代
表
の
小お

川が
わ

翔し
ょ
う

太た

郎ろ
う

さ
ん
と
松ま

つ

岡お
か

小こ

鳩ば
と

さ
ん
は
、
育
て
て
く
れ
た
家
族
や
支
え
て
く
れ
た
方
に
対
し
て

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
「
切
磋
琢
磨
し
、
何
事
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
」
、
「
勇

気
を
持
っ
て
何
事
に
も
挑
戦
す
る
」
と
力
強
く
20
歳
の
誓
い
を
述
べ
ま
し
た
。

式
典
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
中
学
校
時
代
の
恩
師
か
ら
の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー

上
映
や
卒
業
中
学
校
対
抗
ゲ
ー
ム
、
卒
業
中
学
校
別
の
記
念
撮
影
な
ど
が
行
わ
れ
、

参
加
者
は
、
旧
友
と
共
に
成
人
の
喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

平
成
２９
年
登
別
市
成
人
祭

輝
く
未
来
へ
進
も
う

君
た
ち
の
力
で
　

▲�スーツや色鮮やかな振り袖に身をまとった新成人

▲�20歳の誓いの言葉を述べる新成人代表の小川さん（中
央）と松岡さん（右）

１
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰
、
青
葉
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
で

『
初
心
者
ス
ケ
ー
ト
教
室
』
（
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興

財
団
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

青
葉
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
は
、
30
年
前
の
昭
和
62
年
に

開
設
。
住
民
や
保
護
者
、
学
校
な
ど
で
青
葉
ス
ケ
ー
ト

リ
ン
ク
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
当
番
制
で
水
ま
き

を
す
る
な
ど
管
理
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
は
暖
冬

が
続
き
、
リ
ン
ク
の
維
持
が
困
難
と
な
っ
て
き
た
こ
と

か
ら
、
今
季
を
最
後
に
閉
設
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
教
室
に
参
加
し
た
小
学
１
・
２
年
生
約
30
人

の
子
ど
も
た
ち
は
、
今
年
で
最
後
と
な
る
ス
ケ
ー
ト
教

室
を
心
か
ら
楽
し
み
ま
し
た
。

初
心
者
ス
ケ
ー
ト
教
室

今
年
で
最
後
の
ス
ケ
ー
ト

▲�今年で最後となる青葉スケートリンクでの滑りを楽しむ児童

１
� １4・１5

１
月
７
日
㈯
、
市
民
会
館
で
『
平
成
29
年
登
別
市
消

防
出
初
式
』
（
市
主
催
）
を
開
催
し
、
安
全
・
安
心
の

誓
い
を
新
た
に
、
平
穏
な
一
年
を
願
い
ま
し
た
。

関
係
者
約
140
人
が
集
ま
り
、
消
防
職
員
・
団
員
に
よ

る
力
強
い
分
列
行
進
を
行
っ
た
ほ
か
、
西
胆
振
鳶と

び

土
木

工
事
業
連
合
組
合
、
西
胆
振
若わ

か

鳶と
び

会
、
千
歳
鳶と

び

土
工
事

業
組
合
、
千
歳
若わ

か

鳶と
び

会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
『
纏ま

と
い
振
り
』

や
『
は
し
ご
乗
り
』
な
ど
の
伝
統
芸
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。江

戸
時
代
か
ら
伝
わ
る
『
は
し
ご
乗
り
』
で
は
、
高

さ
約
６
㍍
の
は
し
ご
の
上
か
ら
次
々
と
技
を
決
め
、
会

場
に
大
き
な
拍
手
が
湧
き
ま
し
た
。

平
成
２９
年
登
別
市
消
防
出で

初ぞ
め

式し
き

伝
統
の
演
技
で
安
全
な

一
年
を

▲�華麗な技で見る者を魅了した
とび職人たちによる『はしご
乗り』

▲�まといを力強く振り回し、仲
間たちの士気を高めた『纏振
り』

１
� 7
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人が輝き　まちがときめく

仲 間 た ち Group

屋外スピーカーの放送を聞き逃したら…確認用ダイヤル（☎�０１９３）

浮
うき

雲
ぐも

Ｒ
アール

．Ｄ
ディー

サークル（レクリエーションダンス）
『
浮
雲
Ｒ
．
Ｄ
サ
ー
ク
ル
』
は
平

成
25
年
に
発
足
し
た
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
の
サ
ー
ク
ル
で
す
。

現
在
、
会
員
は
50
代
か
ら
80
代
ま

で
の
女
性
13
人
。
毎
月
第
２
・
３
火

曜
日
の
12
時
30
分
か
ら
14
時
30
分
ま

で
、
若
草
つ
ど
い
セ
ン
タ
ー
で
活
動

し
て
い
ま
す
。

「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
は
、

は
や
り
の
音
楽
や
演
歌
、
ワ
ル
ツ
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
曲
に
合
わ
せ
て
踊

る
創
作
ダ
ン
ス
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な

ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん
で
踊
る
こ
と
が
で

き
、
場
所
を
選
ば
ず
、
い
つ
で
も
ど

こ
で
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
。

会
の
モ
ッ
ト
ー
は
『
無
理
を
せ
ず
、

み
ん
な
で
楽
し
く
踊
り
ま
し
ょ
う
』

で
す
」
と
話
す
の
は
、
同
サ
ー
ク
ル

代
表
の
山や

ま

本も
と

千ち

代よ

子こ

さ
ん
。

「
踊
る
こ
と
で
運
動
不
足
の
解
消

に
な
り
ま
す
し
、
そ
の
日
の
体
調
に

合
わ
せ
て
踊
れ
る
こ
と
も
魅
力
で
す
。

初
心
者
の
方
で
も
、
講
師
や
メ
ン

バ
ー
が
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
る
の
で
、

安
心
し
て
く
だ
さ
い
ね
」
と
山
本
さ

ん
は
活
動
の
様
子
を
語
り
ま
す
。

昨
年
の
11
月
か
ら
同
サ
ー
ク
ル
で

活
動
し
て
い
る
二に

階か
い

堂ど
う

さ
ん
は
、

「
若
草
つ
ど
い
セ
ン
タ
ー
で
会
員
募

集
の
チ
ラ
シ
を
見
て
入
会
し
ま
し
た
。

体
に
負
担
を
掛
け
る
こ
と
な
く
、
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
な
が
ら
踊
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

と
て
も
楽
し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

続
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

初
心
者
も
大
歓
迎
の
同
サ
ー
ク
ル
。

見
学
や
活
動
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

は
、
山
本
さ
ん
（
☎
�
２
４
０
８
）

ま
で
。

▲�曲に合わせてステップを踏み、ダンス
を楽しむメンバーの皆さん

和やかな雰囲気の中、み
んなで楽しく踊って運動
不足を解消しています

知
っ
て
備
え
る 

防
災
メ
モ
第
49
回

北
海
道
は
、
実
際
に
災
害
が
起
こ
っ
た

際
に
、
各
地
域
で
円
滑
な
避
難
所
運
営
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
防
災
教
育
用

教
材
『
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
北
海
道
版

（
愛
称
：
Ｄド

ゥｏ
は
ぐ
）
』
を
制
作
し
ま
し

た
。『

Ｄ
ｏ
は
ぐ
』
は
、
避
難
所
運
営
を

ゲ
ー
ム
形
式
で
体
験
す
る
も
の
で
、
４
人

か
ら
７
人
ま
で
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
た

参
加
者
が
、
カ
ー
ド
に
記
載
さ
れ
て
い
る

避
難
者
の
年
齢
、
性
別
、
国
籍
、
そ
れ
ぞ

れ
が
抱
え
る
事
情
や
避
難
所
内
外
で
起
こ

り
う
る
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
に
対
し
、
気

象
・
室
温
な
ど
の
環
境
や
時
間
の
変
化
を

考
慮
し
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て

い
く
か
を
グ
ル
ー
プ
内
で
協
議
・
検
討
し
、

地
域
の
災
害
対
応
能
力
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

市
は
、
町
内
会
な
ど
に
対
し
て
『
Ｄ
ｏ

は
ぐ
』
を
使
っ
た
防
災
研
修
を
行
っ
て
い

ま
す
。
開
催
を
希
望
す
る
場
合
は
、
総
務

グ
ル
ー
プ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

避
難
所
運
営
を
模
擬
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か

▼
問
い
合
わ
せ
　
総
務
グ
ル
ー
プ

�

（
☎
�
１
１
３
０
）

▲�カードを使って模擬体験を行い、
一人ひとりがどのように行動す
ると良いか話し合う参加者

▲�カードは『避難者カード』（左）、『情報提供カード』
（中央）、『イベントカード』（右）の３種類

16� 知って備える防災メモ・仲間たち



▲�市が実施する国際理解講座で南
極での体験について講演する酒
井さん（左）

「
子
ど
も
の
頃
に
南
極
を
舞
台
に
し

た
映
画
を
見
て
以
来
、
ず
っ
と
南
極
に

行
く
と
い
う
夢
を
持
ち
続
け
て
い
ま
し

た
」
と
話
す
酒
井
さ
ん
。

『
教
員
南
極
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
に

選
出
さ
れ
た
酒
井
さ
ん
は
、
平
成
22
年

11
月
に
日
本
を
た
ち
、
第
52
次
南
極
地

域
観
測
隊
に
同
行
。
南
極
で
は
、
衛
星

回
線
を
利
用
し
て
、
国
内
の
小
・
中
学

生
な
ど
に
『
南
極
授
業
』
を
行
っ
た
ほ

か
、
設
営
の
手
伝
い
、
南
極
で
の
研
究

を
担
当
し
て
い
る
隊
員
の
取
材
な
ど
を

行
い
ま
し
た
。

南
極
で
最
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
、
南
極
大
陸
で
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
し
た
こ
と
だ
と
言
う
酒
井
さ
ん
。

四
方
が
見
渡
す
限
り
岩
場
で
、
植
物
も

ほ
と
ん
ど
生
え
て
い
な
い
中
で
、
生
命

を
感
じ
さ
せ
な
い
環
境
を
歩
く
の
は
不

思
議
な
感
じ
が
し
た
そ
う
で
す
。

「
実
際
に
は
南
極
に
は
多
く
の
生
命

が
い
ま
す
。
南
極
は
紫
外
線
が
強
く
岩

場
の
表
面
で
は
植
物
が
育
ち
に
く
い
の

で
す
が
、
光
を
通
す
白
っ
ぽ
い
石
の
裏

に
は
藻
類
な
ど
が
生
息
し
て
い
る
そ
う

で
す
。
過
酷
な
環
境
で
も
生
き
る
生
命

の
た
く
ま
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
ね
」
。

南
極
に
行
く
前
、
ど
こ
と
な
く
南
極

を
遠
い
存
在
に
感
じ
て
い
た
酒
井
さ
ん

で
す
が
、
藻
類
の
よ
う
な
日
本
に
も
い

子
ど
も
の
頃
の
夢
を
叶
え
た
酒
井
さ

ん
は
、
子
ど
も
た
ち
に
夢
を
持
つ
こ
と

の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
話
し

ま
す
。

「
夢
は
ど
こ
で
ど
の
よ
う
に
叶
う
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
夢
を
叶

え
る
た
め
に
は
、
多
く
の
夢
を
持
つ
こ

と
が
大
切
で
す
。
子
ど
も
た
ち
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
興
味
を
持
ち
、
夢

を
抱
き
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、
充
実
し

た
人
生
を
送
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す

酒
井
さ
ん
は
、
今
日
も
子
ど
も
た
ち

に
夢
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
て

い
ま
す
。

」。

る
生
物
が
南
極
と
い
う
環
境
で
も
生
き

て
い
る
こ
と
を
知
り
、
初
め
て
同
じ
地

球
の
一
部
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
そ

う
で
す
。
酒
井
さ
ん
は
、
「
実
際
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
見
て
体
感
し
な
い
と

わ
か
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
ね
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
の
頃
の
夢

夢
を
叶
え
る
た
め
に

昭和44年、東京都世田谷区生まれ。47歳。
東京水産大学大学院を卒業後、平成７年に浦幌高校に着任し、
平成20年に北海道登別明日中等教育学校へ転勤。理科の教師
として教壇に立つほか、同校の演劇部の顧問として、３月に
実施予定の『あけびアートフェスタ』（年に１度の文化系部
活動の発表会）の準備など部活動にも尽力している。

酒
さか

井
い

誠
せい

至
じ

さん（片倉町）
　国立極地研究所と日本極地研究振興会が行
う『教員南極派遣プログラム』は、衛星回線
を利用して行う『南極授業』を行うほか、派
遣教員の知識の習得や自己研さんをしてもら
うため、平成21年度から実施しています。こ
の派遣プログラムに参加し、現在、北海道登
別明日中等教育学校で教師を務めている方が
います。
　同校で理科の教師をしている酒井さんは、
平成22年度に派遣プログラムに選出され、第
52次日本南極地域観測隊夏隊に同行。さまざ
まな体験をしてきました。帰国後は、南極で
の体験を生かし、市の『国際理解講座』や道
内の学校での講演などを十数回実施してきた
ほか、南極での経験を交え生徒を引き付ける
授業を行っています。
　今回は、南極での経験や酒井さんが子ども
たちに伝えていきたいことについて伺いまし
た。

夢を叶えるために色
んなことに興味を持
ってほしい17 きらり



く
ら
し
の
ガ
イ
ド

市
や
国
、
道
か
ら
の
お
知
ら
せ

く
ら
し
と

住
ま
い

く
ら
し
と

住
ま
い

３月の粗大ごみ収集

収集の申し込み
㈲登和清掃（☎�０２００）

※土・日曜日、祝日を除く９時～17時。
※�電話のかけ間違いに十分注意してくだ
さい。
　�その他の問い合わせ　環境対策グルー
プ（クリンクルセンター内・☎�２９
５８）

※�粗大ごみは、１品ごとに『ごみ処理券（１
枚１６０円）』を貼って出してください。
（１回につき５品まで）

　
新
築
や
改
築

を
し
た
方
、
表

示
板
を
紛
失
・

破
損
し
た
方
に
、

家
屋
な
ど
の
所

在
を
分
か
り
や

す
く
す
る
家
屋

表
示
板
を
無
償

で
配
布
し
ま
す
。

申�

し
込
み
　
２
月
28
日
㈫
ま
で
に
都

市
政
策
Ｇ
（
☎
�
３
２
３
０
）

　
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

い
る
世
帯
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
複
数
利

用
や
補
装
具
製
作
な
ど
に
よ
り
、
同

じ
月
で
基
準
を
超
え
る
自
己
負
担
額

を
負
担
し
た
場
合
、
申
請
に
よ
り
超

え
た
金
額
が
給
付
さ
れ
ま
す
。

◦�

路
上
駐
車
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◦�

道
路
へ
の
『
雪
出
し
』
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

◦�

除
雪
車
に
は
近
づ
か
な
い
で
く
だ

さ
い
。

◦�

急
な
坂
道
に
は
、
滑
り
止
め
用
の

砂
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、

散
布
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
土
木
・
公
園
Ｇ

�

（
☎
�
３
２
６
０
）

問
い
合
わ
せ
　
障
が
い
福
祉
Ｇ

�

（
☎
�
３
７
３
２
）

　
国
民
健
康
保
険
税
（
普
通
徴
収
第

９
期
）
、
介
護
保
険
料
（
普
通
徴
収

第
８
期
）
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
（
普
通
徴
収
第
８
期
）
の
納
期
限

は
２
月
28
日
㈫
で
す
。

　
納
付
に
は
口
座
振
替
や
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
払
い
が
便
利
で
す
。

事�

業
者
名
　
株
式
会
社
ア
ー
キ
テ
ク

ノ
◦�

変
更
前
　
苫
小
牧
市
字
錦
岡
83

－

　

２
問�

い
合
わ
せ
　
国
民
健
康
保
険
Ｇ

（
☎
�
１
７
７
１
）
、
高
齢
・
介

護
Ｇ
（
☎
�
５
７
２
０
）
、
年
金
・

長
寿
医
療
Ｇ
（
☎
�
２
１
３
７
）

◦�

変
更
後
　
苫
小
牧
市
有
珠
の
沢
町

４
丁
目
４

－

７

�

（
☎
０
１
４
４
�
４
４
７
７
）

問�

い
合
わ
せ
　
水
道
Ｇ
（
☎
�
５
５

１
０
）
、
下
水
道
Ｇ
（
☎
�
９
０

５
２
）

　
中ち

ゅ
う
皮ひ

腫し
ゅ

や
肺
が
ん
な
ど
を
発
症
し
、

そ
れ
が
労
働
者
と
し
て
石
綿
ば
く
露

作
業
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
が
原
因

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、

各
種
の
労
災
保
険
給
付
や
特
別
遺
族

給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
中
皮
腫
な
ど
で
亡
く
な
っ
た
方
が
、

過
去
に
石
綿
ば
く
露
作
業
に
従
事
し

て
い
た
場
合
に
は
、
支
給
対
象
と
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
北
海
道
労
働
局
労
働

基
準
部
労
災
補
償
課

�

（
☎
011

－

709

－

２
３
１
１
）

　
除
雪
機
械
で
、
効
率
よ
く
速
や
か

に
交
通
を
確
保
す
る
た
め
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦�

道
路
を
除
雪
し
た
後
に
玄
関
前
や

車
庫
前
に
た
ま
っ
た
雪
は
、
道
路

に
は
出
さ
ず
に
、
道
路
脇
や
各
家

庭
の
敷
地
内
で
の
処
理
を
お
願
い

し
ま
す
。

家
屋
表
示
板
を
配
布
し
ま
す

高
額
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等

の
給
付
に
つ
い
て

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

の
住
所
変
更
と
下
水
道
排
水

設
備
工
事
指
定
店
の
営
業
所

移
転
の
お
知
ら
せ

石せ
き

綿め
ん

に
よ
る
疾
病
の

補
償
・
救
済

除
雪
作
業
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

地　区 収集期間 申込期間

中央町 ３月６日㈪～
３月11日㈯　

２月20日㈪～
３月３日㈮　

千歳町 ３月13日㈪～
３月18日㈯　

２月27日㈪～
３月10日㈮　

自動車税を減免する申請期限
にご注意ください

　４月１日から身体などに障がいの
ある方のために使用する自動車税な
どの減免制度が変わり、申請期限が
設けられました。
　自動車を登録した日や障害者手帳
の交付日など減免要件を満たした日
から、２カ月以内に申請する必要が
あります。
　なお、自動車の入れ替え時におけ
る旧車の処理（１カ月以内の登録抹
消・名義変更）などの減免要件に変
更はありません。
問�い合わせ　北海道胆振総合振興局
納税課（☎㉔９５８５）
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



　
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
ご
遺

族
で
、
平
成
27
年
４
月
１
日
に
お
い

て
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
な
ど

を
受
け
る
方
が
い
な
い
場
合
に
、
第

10
回
特
別
弔
慰
金
と
し
て
額
面
25
万

円
、
５
年
償
還
の
記
名
国
債
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

請
求
期
限
　
平
成
30
年
４
月
２
日
㈪

対
象
　
次
の
順
位
で
ご
遺
族
１
人

①�

弔
慰
金
の
受
給
権
者

②�

戦
没
者
な
ど
の
子
ど
も

③�

戦
没
者
な
ど
と
生
計
関
係
を
有
し

て
い
た
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄

弟
姉
妹

④�

死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上

生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
戦
没
者

な
ど
の
三
親
等
内
の
親
族

問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉
Ｇ

�

（
☎
�
１
９
１
１
）

除
の
適
用
を
受
け
る
に
は
、
日
本
年

金
機
構
が
発
行
す
る
『
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
』

ま
た
は
『
領
収
書
』
の
添
付
が
必
要

で
す
。

○�

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
の
送
付
時
期

◦�

平
成
28
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30

日
ま
で
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
し
た
方
…
平
成
28
年
11
月
上
旬

に
日
本
年
金
機
構
か
ら
発
送
済
み

◦�
平
成
28
年
10
月
１
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
に
初
め
て
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
し
た
方
…
平
成
29
年
２

月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
発

送
※�

11
月
に
送
付
さ
れ
た
場
合
は
、
翌

年
２
月
に
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

○�

平
成
28
年
に
国
民
年
金
保
険
料
を

２
年
前
納
し
た
方
の
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
に
つ

い
て

　
２
年
前
納
に
よ
り
納
め
た
国
民
年

金
保
険
料
を
所
得
よ
り
控
除
す
る
場

合
、
次
の
方
法
の
い
ず
れ
か
の
み
を

選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◦�

全
額
を
納
め
た
年
に
控
除

◦�

各
年
分
の
保
険
料
に
相
当
す
る
額

を
各
年
に
控
除

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
室
蘭
年
金
事
務
所

�

（
☎
㉔
７
１
０
４
）

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し
た

全
額
が
所
得
税
・
市
町
村
民
税
の
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
確
定
申
告
な
ど
で
社
会
保
険
料
控

戦
没
者
な
ど
の
ご
遺
族

の
方
に
特
別
弔
慰
金
が

支
給
さ
れ
ま
す

国
民
年
金
保
険
料

控
除
証
明
書
に
つ
い
て

▶申告期間　２月16日㈭～３月15日㈬
▶受付場所・日時
・税務署受け付け（確定申告）

場　所 日　時
室蘭税務署

室蘭地方合同庁舎２階
２月16日㈭～３月15日㈬
（土・日曜日、祝日を除く） ９時～17時

・登別市受け付け（確定申告、市・道民税申告）
場　所 日　時

市役所本庁舎３階第１会議室 ３月15日㈬まで（土・日曜日を除く） ９時～11時30分
13時～16時30分
※�事業所得などの
確定申告は受け
付けしません。

市役所本庁舎１階６番窓口 ２月19日㈰・26日㈰（休日申告）
鷲別公民館 ２月20日㈪～22日㈬

登別温泉ふれあいセンター ２月24日㈮
婦人センター ２月27日㈪・28日㈫

▶�持ち物　印鑑（シャチハタ不可）、マイナンバーカード（個人番号カード）または番号確認書類と身元
確認書類、前年の収入金額を証明する書類（原本）、障害者手帳など
※マイナンバーカードをお持ちでない方は、次の番号確認書類と身元確認書類が１つずつ必要です。

※�マイナンバーカードをお持ちの方は表裏両面の写しを、お持ちでない方は番号確認書類と身元確認書類
それぞれの写しを事前にご用意ください。
※�納税者以外に、控除対象配偶者や扶養親族、事業専従者のマイナンバーについても記載が必要となるた
め、マイナンバーがわかるものを持参してください。
▶問い合わせ　税務グループ（☎�１１５５）、室蘭税務署（☎㉒４１５１）

所得税・復興特別所得税の確定申告、
市・道民税申告を忘れずに

＋
番号確認書類
◦�マイナンバー通知カード
◦�住民票の写しまたは住民票記載事項証明書
（マイナンバーの記載があるものに限る）

身元確認書類
◦運転免許証　◦公的医療保険の被保険者証
◦パスポート　◦障害者手帳　◦在留カード
� などのうちいずれか１つ
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ペ
ッ
ト
を
飼
う
前
に
、
最
後
ま
で

責
任
を
持
っ
て
管
理
で
き
る
か
考
え

ま
し
ょ
う
。

◦�

飼
い
た
い
ペ
ッ
ト
の
本
能
や
習
性

を
よ
く
理
解
し
て
い
ま
す
か

◦�

ペ
ッ
ト
が
死
ぬ
ま
で
か
わ
い
が
っ

て
飼
う
こ
と
が
で
き
ま
す
か

◦�

ペ
ッ
ト
の
毎
日
の
世
話
が
で
き
ま

す
か

◦�

ペ
ッ
ト
が
病
気
の
と
き
や
け
が
を

し
た
と
き
、
動
物
病
院
に
連
れ
て

行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
か

◦�

ペ
ッ
ト
が
隣
近
所
の
迷
惑
に
な
ら

な
い
よ
う
気
遣
っ
て
飼
え
ま
す
か

◦�

家
族
に
動
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
人
は

い
ま
せ
ん
か
。
家
族
は
み
ん
な
動

物
が
好
き
で
す
か

◦�

住
ん
で
い
る
ア
パ
ー
ト
、
マ
ン

シ
ョ
ン
で
動
物
の
飼
育
は
で
き
ま

す
か

◦�

ペ
ッ
ト
に
関
す
る
法
律
や
条
例
、

マ
ナ
ー
な
ど
を
知
っ
て
い
ま
す
か

◦�

ペ
ッ
ト
の
餌
代
に
い
く
ら
掛
か
る

か
知
っ
て
い
ま
す
か

◦�

ペ
ッ
ト
と
遊
ん
で
あ
げ
る
時
間
は

あ
り
ま
す
か

問�
い
合
わ
せ
　
環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ

ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
�
２
９

５
８
）

さ
れ
て
い
ま
す
。

◦�

住
宅
の
密
集
し
て
い
る
地
域
で
の

有
害
ガ
ス
や
悪
臭
な
ど
が
発
生
す

る
可
能
性
の
あ
る
物
の
燃
焼

◦�

使
用
基
準
や
処
理
方
法
を
遵
守
し

な
い
、
動
植
物
の
防
除
に
用
い
る

薬
剤
の
使
用

◦�

22
時
か
ら
翌
朝
６
時
ま
で
に
必
要

以
上
の
音
を
発
生
さ
せ
る
行
為

◦�

整
備
不
良
の
自
動
車
の
運
転

◦�

過
度
の
ア
イ
ド
リ
ン
グ
に
よ
っ
て

騒
音
を
発
し
、
付
近
の
静
穏
を
害

す
る
行
為

問�

い
合
わ
せ
　
環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ

ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
�
２
９

５
８
）

※�

鷲
別
小
学
校
、
富
岸
小
学
校
、
登

別
中
学
校
は
、
18
時
30
分
か
ら
21

時
ま
で
。

※�

カ
ン
ト
・
レ
ラ
は
、
11
月
30
日
㈭

ま
で
。

対
象
　
次
の
３
点
を
満
た
す
団
体

◦�

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
を
し
て

い
る
10
人
以
上
の
方
で
構
成
さ
れ

る
団
体
で
あ
る
こ
と

◦�

団
体
の
構
成
員
の
中
か
ら
責
任
者

と
代
理
責
任
者
を
１
人
ず
つ
明
確

に
す
る
こ
と

◦�

興
行
や
営
利
を
目
的
と
し
た
活
動

で
利
用
し
な
い
こ
と

利�

用
条
件
　
団
体
自
ら
、
施
設
の
開

錠
・
施
錠
や
電
灯
の
操
作
、
団
体

間
と
の
利
用
調
整
な
ど
を
行
う
と

と
も
に
、
施
設
の
備
品
以
外
は
団

体
が
準
備
す
る
こ
と

利�

用
料
　
１
回
に
つ
き
一
般
団
体
500

円
（
青
少
年
団
体
は
250
円
）

申�

し
込
み
　
２
月
15
日
㈬
ま
で
に
社

会
教
育
グ
ル
ー
プ
、
各
青
少
年
会

館
、
総
合
体
育
館
に
備
え
付
け
ま

た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

社
会
教
育
グ
ル
ー
プ
ま
で
持
参
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
（
思

�
９
７
４
４
、
Ｅ
メ
ー
ル
：sya�

kyou@
city.noboribetsu.lg.jp

）

※�

申
し
込
ん
だ
団
体
の
代
表
者
は
、

３
月
10
日
㈮
18
時
30
分
か
ら
市
民

会
館
中
ホ
ー
ル
で
行
う
『
利
用
調

整
会
議
』
に
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

２
月
24
日
㈮
か
ら
３
月
３
日
㈮
ま

で
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
市
民
会

館
に
お
い
て
申
請
状
況
を
公
開
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
Ｇ

�

（
☎
�
１
１
２
９
）

体�
育
館
開
放
施
設
　
鷲
別
小
学
校
、

若
草
小
学
校
、
富
岸
小
学
校
、
青

葉
小
学
校
、
幌
別
西
小
学
校
、
幌

別
小
学
校
、
幌
別
東
小
学
校
、
登

別
小
学
校
、
登
別
中
学
校
、
カ
ン

ト
・
レ
ラ

開�

放
日
時
　
４
月
３
日
㈪
～
平
成
30

年
２
月
28
日
㈬
18
時
～
21
時

※�

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

（
12
月
30
日
～
平
成
30
年
１
月
５

日
）
、
学
校
行
事
な
ど
で
使
用
す

る
日
を
除
く
。

　
次
の
よ
う
な
行
為
は
、
生
活
障
害

行
為
に
当
た
り
、
市
の
条
例
で
禁
止

ペ
ッ
ト
を
飼
う
前
に

市
内
の
小
・
中
学
校
な
ど
の

体
育
館
を
夜
間
開
放
し
ま
す

生
活
障
害
行
為
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

登別観光協会からのお知らせ
～登別市民の皆さんへ～

４月１日から『し尿処理手数料』と
『浄化槽汚でい処分手数料』が改定されます

　登別温泉旅館組合では、
毎年12月に広報紙の折り
込みなどで『登別市民宿
泊特別優待券』をプレゼ
ントしていましたが、よ
り多くの市民の皆さんに
利用していただけるよう、利用月を
平成29年度から４月に変更します。
　なお、利用できる旅館名や市民特
別優待料金などの詳細については、
改めてお知らせします。
問い合わせ　登別観光協会
� （☎�３３１１）

※�現行のクリーンチケットをお持ちの方
は、４月１日以降、手数料が不足にな
りますので、補助券を購入し、委託業
者へ渡してください。

▶�問い合わせ　環境対策グループ（クリ
ンクルセンター内・☎�２９５８）

▶改定額について� （40㍑につき）
項　目 現　行 改定後

し尿処理手数料 217円 309円
浄化槽汚でい　
処分手数料　　 23円 37円

▶クリーンチケットについて
区　分 現　行 変更後
 40㍑ 217円 309円
200㍑ 1,085円 1,545円
400㍑ 2,170円 3,090円
補助券 48円 92円
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



募
　
集

Q.

A.

Q.

A.

Q.

A.

　
市
の
下
水
道
事
業
は
、
将
来
の

経
営
見
通
し
と
安
定
経
営
に
必
要

な
取
り
組
み
を
『
下
水
道
事
業
経

営
戦
略
』
と
し
て
ま
と
め
、
広
報

の
ぼ
り
べ
つ
１
月
号
で
は
、
使
用

料
の
改
定
案
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を

参
考
に
方
針
を
決
定
し
て
い
く
た

め
、
昨
年
12
月
に
『
下
水
道
事
業

運
営
審
議
会
』
を
開
催
し
、
登
別

連
合
町
内
会
、
登
別
消
費
者
協
会

な
ど
の
市
内
各
団
体
や
有
識
者
で

あ
る
、
日
本
工
学
院
北
海
道
専
門

学
校
の
先
生
や
公
認
会
計
士
の
方

に
出
席
し
て
も
ら
い
、
話
し
合
い

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
審
議
に
先
立
ち
、
下
水
道
事
業

の
経
営
見
通
し
や
使
用
料
改
定
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
、

市
が
現
時
点
で
考
え
る
改
定
内
容

に
つ
い
て
説
明
し
、
使
用
料
改
定

の
必
要
性
な
ど
に
つ
い
て
審
議
を

お
願
い
し
ま
し
た
。

　
審
議
会
で
は
、
引
き
続
き
使
用

料
改
定
の
必
要
性
に
つ
い
て
審
議

を
行
い
、
平
成
29
年
２
月
を
め
ど

に
、
取
り
ま
と
め
た
意
見
を
市
に

提
出
す
る
予
定
で
す
。

　
３
月
以
降
も
、
広
報
の
ぼ
り
べ

つ
で
審
議
会
の
開
催
結
果
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
下
水
道
Ｇ

�

（
☎
�
９
０
５
２
）

　
皆
さ
ん
が
市
長
と
自
由
に
話
し
合

え
る
機
会
を
広
げ
る
た
め
、
『
市
長

日�

時
　
２
月
16
日
㈭
13
時
30
分
～
16

時
30
分

場
所
　
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

内�

容
　
履
歴
書
・
職
務
経
歴
書
作
成
、

個
人
面
談
な
ど

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

申�

し
込
み
　
２
月
13
日
㈪
ま
で
に
登

別
職
業
訓
練
協
会

�

（
☎
�
１
４
５
０
）

室
フ
リ
ー
タ
イ
ム
』
を
開
催
し
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
、
市

長
と
直
接
会
っ
て
話
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

日�

時
　
２
月
22
日
㈬
９
時
30
分
～
17

時
（
１
人
・
組
に
つ
き
30
分
程
度
）

場�

所
　
市
役
所
２
階
市
長
応
接
室
、

鷲
別
公
民
館
、
婦
人
セ
ン
タ
ー
、

登
別
温
泉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

※�

苦
情
や
要
望
、
提
案
、
個
人
的
な

問
題
の
相
談
な
ど
を
目
的
と
し
た

申
し
込
み
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

※�

申
し
込
み
の
と
き
に
、
参
加
者
全

員
の
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
、

話
し
た
い
内
容
を
必
ず
お
伝
え
く

だ
さ
い
。

※�

当
日
は
、
報
道
関
係
者
が
取
材
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申�

し
込
み
　
２
月
７
日
㈫
ま
で
に
企

画
調
整
Ｇ
（
☎
�
６
５
８
６
）

　
市
内
で
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を

指
導
し
て
い
る
団
体
や
個
人
、
会
員

を
募
集
し
て
い
る
団
体
の
情
報
を
ま

と
め
た
『
生
涯
学
習
人
材
バ
ン
ク
』

を
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
登
録
申
請
も
随
時
、
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

設�

置
施
設
　
市
役
所
、
各
支
所
、
市

民
会
館
、
市
民
プ
ー
ル
、
市
立
図

書
館
、
市
立
図
書
館
ア
ー
ニ
ス
分

館
、
各
青
少
年
会
館
、
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
、
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
、

若
草
つ
ど
い
セ
ン
タ
ー
、
総
合
体

育
館

※�

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
Ｇ

�

（
☎
�
１
１
２
９
）

市
長
室
フ
リ
ー
タ
イ
ム

就
職
セ
ミ
ナ
ー

生
涯
学
習
人
材
バ
ン
ク

を
ご
活
用
く
だ
さ
い

下水道使用料の改定について
～下水道事業運営審議会を開催しました～

審議会での主なＱ＆
アンド

Ａ

　景気低迷が長引く中、水道料金
の値上げと重ならないよう考えた
ほか、市民生活への影響に配慮な
どをした結果、約20年間、使用料
を据え置いてきました。

　約20年の間に、下水道管建設の
ための借金返済や施設維持費の高
まりなどにより、厳しい経営状況
が続きましたが、市からの補助や
国の制度に基づく借金の借換えな
どで、やり繰りしてきました。
　しかし、そのやり繰りも限界に
近づき、使用料改定を行わざるを
得ないと考えました。

　市の人口は、平成40年度までの
12年間に、約５千人減少すると見
込んでいます。人口減少は下水道
利用者の減少に直結することから、
これも使用料改定が必要となった
一因と考えています。

　平成10年度を最後に、約20年間、
使用料の改定が行われなかったの
はなぜですか？

　使用料改定が行われなかった約
20年間、下水道事業の経営は大丈
夫だったのですか？

　使用料改定を行わなければなら
ない背景には、人口減少も影響し
ているのですか？
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入
の
上
、
同
協
議
会
事
務
局
へ
提

出

　
介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
、
平

成
29
年
４
月
か
ら
、
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
の
一
部
が
、
市
の
『
介
護
予
防
・

日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
』
に
移
行

す
る
た
め
、
事
業
概
要
な
ど
に
つ
い

て
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
・
場
所
　

◦�

２
月
13
日
㈪
14
時
・
鷲
別
公
民
館

◦�

２
月
15
日
㈬
14
時
・
市
民
会
館

◦�

２
月
15
日
㈬
18
時
・
市
民
会
館

◦�

２
月
17
日
㈮
14
時
・
婦
人
セ
ン

タ
ー

※
時
間
は
そ
れ
ぞ
れ
１
時
間
程
度
。

問
い
合
わ
せ
　
高
齢
・
介
護
Ｇ

�

（
☎
�
５
７
２
０
）

　
内
閣
府
は
、
平
成
29
年
度
に
実
施

す
る
国
際
青
年
育
成
交
流
事
業
、
日

本
・
韓
国
青
年
親
善
交
流
事
業
、

『
東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船
』
事
業
、

次
世
代
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
事
業

『
シ
ッ
プ
・
フ
ォ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
・

ユ
ー
ス
・
リ
ー
ダ
ー
ズ
』
、
地
域
課

題
対
応
人
材
育
成
事
業
『
地
域
コ
ア

任�

期
　
平
成
29
年
４
月
１
日
～
平
成

31
年
３
月
31
日
（
２
年
間
）

リ
ー
ダ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
の
参
加
青

年
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

内
閣
府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
内
閣
府
青
年
国
際
交

流
担
当
室
（
☎
03

－

６
２
５
７

－

１
４
３
４
）
、
北
海
道
総
合
政
策

部
国
際
局
国
際
課
（
☎
011

－

204

－

５
０
９
１
）

対�

象
　
市
内
に
居
住
す
る
20
歳
以
上

で
、
男
女
共
同
参
画
に
関
心
の
あ

る
方

任�

期
　
平
成
29
年
４
月
～
平
成
31
年

３
月
（
２
年
間
）

活�

動
内
容
　
男
女
共
同
参
画
社
会
づ

く
り
の
た
め
の
提
案
や
事
業
計
画

の
策
定
な
ど
。
年
７
・
８
回
程
度

会
議
を
開
催

募
集
人
数
　
７
人

選
考
方
法
　
書
類
選
考

申�

し
込
み
　
２
月
17
日
㈮
ま
で
に
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
、
各
支

所
に
備
え
付
け
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
グ
ル
ー
プ
ま
で
持
参
ま
た
は
郵

送
、
Ｅ
メ
ー
ル
（
〒
059

－

８
７
０

活�

動
内
容
　
行
財
政
改
革
の
計
画
・

推
進
な
ど
に
関
す
る
事
項
の
調
査

や
審
議

募
集
人
数
　
４
人
以
内

選
考
方
法
　
書
類
選
考

※�

必
要
に
応
じ
面
接
を
実
施
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

申�
し
込
み
　
２
月
10
日
㈮
か
ら
３
月

10
日
㈮
ま
で
に
、
人
事
・
行
政
管

１
中
央
町
６
丁
目
11
、
☎
�
２
１

３
９
、
Ｅ
メ
ー
ル
：sim

in_dan�
jyo@

city.noboribetsu.lg.jp

）

理
グ
ル
ー
プ
に
備
え
付
け
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
人

事
・
行
政
管
理
グ
ル
ー
プ
ま
で
持

参
ま
た
は
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ

メ
ー
ル
（
☎
�
１
１
３
２
、
思
�

１
１
０
８
、
〒
059

－

８
７
０
１
中

央
町
６
丁
目
11
、
Ｅ
メ
ー
ル
：g�

youkan@
city.noboribetsu.lg.jp

）

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

総
合
事
業
の
住
民
説
明
会
を

開
催
し
ま
す

青
年
国
際
交
流
事
業
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

登
別
市
行
政
改
革
推
進

委
員
会
委
員
を
募
集
し
ま
す

登
別
市
男
女
共
同
参
画
社
会

づ
く
り
推
進
会
議
の
委
員
を

募
集
し
ま
す

新たな事業活動や販路拡大、サービス力向上
に向けた市の補助制度を活用ください

問い合わせ　商工労政グループ（☎�２１７１）

■事業所開設費補助金　　　　　募集期間：２月13日㈪～３月13日㈪
　新たな事業所を開設するために必要な建物の整備や、建物と一体と
なって機能する設備を設置するために必要な経費の一部を支援します。
▶補助額　補助対象経費の２分の１以内（補助上限額20万円）

■空き店舗活用事業補助金　　　募集期間：随時募集
　３カ月以上事業の用に供されていない市内の空き店舗を活用して、新
たに事業活動を行う方に対し、店舗の賃借料の一部を支援します。
▶�補助額　補助対象経費の２分の１以内（補助上限額60万円、補助上限
月額５万円、最大12カ月間交付）

■店舗リフォーム補助金　　　　募集期間：２月13日㈪～３月13日㈪
　市内において既に事業活動を行っている方に対し、店舗への集客力や
提供するサービス向上のために行う店舗の修繕、補修、模様替え、増改
築などに要する経費の一部を支援します。
▶補助額　補助対象経費の２分の１以内（補助上限額20万円）

■商談会等出展補助金　　　　　募集期間：２月13日㈪～３月13日㈪
　自社で開発または製造した製品、技術やサービスの販路拡大を図るた
めに商談会、展示会、見本市などに出展する市内事業者に対し、その出
展に必要な経費の一部を支援します。
▶補助額
◦�補助対象経費の２分の１以内（補助上限額20万円）
◦�登別ブランド推奨認定事業者の場合、補助対象経費の３分の２以内
（補助上限額20万円）
◦�市内事業者で構成される任意のグループの場合、補助対象経費の４分
の３以内（補助上限額20万円）
※�いずれの補助金も、予算がなくなり次第終了となります。
※�各制度の活用に当たっては、要件がありますので、詳しくは問い合わ
せください。
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



日
時
・
場
所
　

◦�

２
月
18
日
㈯
13
時
30
分
～
16
時
…

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

◦�

２
月
22
日
㈬
18
時
～
20
時
30
分
…

鷲
別
公
民
館

内�
容
　
起
業
・
創
業
に
向
け
た
心
構

え
、
事
業
の
安
定
化

講�
師
　
北
海
道
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
森も

り

永な
が

勉つ
と
む

さ

ん
（
中
小
企
業
診
断
士
）

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

申�

し
込
み
　
希
望
日
の
前
日
ま
で
に

氏
名
・
住
所
・
連
絡
先
を
商
工
労

政
グ
ル
ー
プ
へ
連
絡
す
る
か
、

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
連

絡
（
☎
�
２
１
７
１
、
思
�
５
３

０
２
、
Ｅ
メ
ー
ル
：shoko@

ci�
ty.noboribetsu.lg.jp

）

入
の
上
、
同
協
議
会
事
務
局
へ
提

出

　
高
齢
者
の
就
職
を
応
援
す
る
た
め
、

市
と
株
式
会
社
セ
ブ
ン
・
イ
レ
ブ
ン

ジ
ャ
パ
ン
が
共
同
で
、
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
の
仕
事
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

日
時
・
場
所
　

◦�

２
月
24
日
㈮
10
時
～
11
時
30
分
…

市
民
会
館

◦�
３
月
３
日
㈮
10
時
～
11
時
30
分
…

鷲
別
公
民
館

対�
象
　
市
内
に
居
住
し
、
仕
事
を
探

し
て
い
る
60
歳
以
上
の
方

定
員
　
各
30
人
（
申
し
込
み
順
）

申�

し
込
み
　
希
望
日
の
前
日
ま
で
に

商
工
労
政
Ｇ
（
☎
�
２
１
７
１
）

ま
す
。

日
時
　
２
月
23
日
㈭
10
時
～
12
時

場
所
　
婦
人
セ
ン
タ
ー

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

※�

託
児
が
希
望
な
方
は
、
申
し
込
み

時
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

申�

し
込
み
　
２
月
16
日
㈭
ま
で
に
商

工
労
政
Ｇ
（
☎
�
２
１
７
１
）

日�

時
　
２
月
26
日
㈰
９
時
30
分
～
12

時
30
分

場
所
　
市
民
プ
ー
ル
２
階
研
修
室

内�

容
　
止
血
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱

い
を
含
め
た
心
肺
蘇
生
法
な
ど

定
員
　
30
人
（
申
し
込
み
順
）

申�

し
込
み
　
２
月
16
日
㈭
ま
で
に
消

防
署
警
備
Ｇ
（
☎
�
２
５
５
１
）

　
登
別
ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
は
、

市
民
や
登
別
を
訪
れ
た
観
光
客
な
ど

に
向
け
、
市
内
事
業
者
な
ど
の
お
す

す
め
の
逸
品
と
そ
の
魅
力
を
広
く
発

信
し
販
売
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り

市
内
経
済
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
お
す
す
め
の
逸
品
を
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

応
募
要
件
　

◦�

市
内
で
販
売
さ
れ
て
い
る
食
品
以

外
の
商
品
で
あ
る
こ
と

◦�

市
内
の
事
業
者
な
ど
が
企
画
ま
た

は
製
造
、
加
工
を
行
っ
て
い
る
商

品
で
あ
る
こ
と

◦�

す
で
に
販
売
さ
れ
て
い
る
商
品
で

あ
る
こ
と

◦�

市
の
イ
メ
ー
ジ
向
上
に
つ
な
が
る

商
品
で
あ
る
こ
と

※�

事
業
者
や
個
人
、
団
体
に
よ
る
自

薦
と
な
り
ま
す
。

※�

１
申
請
者
に
つ
き
１
商
品
を
上
限

と
し
ま
す
。

申�

し
込
み
　
２
月
28
日
㈫
ま
で
に
同

協
議
会
事
務
局
（
〒
059

－

０
０
１

２
中
央
町
４
丁
目
11
商
工
労
政
Ｇ

内
、
☎
�
２
１
７
１
）
に
備
え
付

け
ま
た
は
同
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

　
子
育
て
中
の
女
性
の
方
を
対
象
に
、

就
職
を
支
援
す
る
た
め
の
各
種
制
度

の
紹
介
と
手
軽
に
始
め
る
こ
と
が
で

き
る
趣
味
の
講
座
『
ジ
ェ
ル
キ
ャ
ン

ド
ル
づ
く
り
体
験
』
な
ど
を
開
催
し

月
日
　
３
月
25
日
㈯

場
所
　
札
幌
市

月
日
　
３
月
25
日
㈯

場
所
　
札
幌
市

内�

容
　
乙
種
（
第
４
類
、
第
６
・
７

類
）

受
験
願
書
受
付
期
間
　

◦�

書
面
申
請
…
２
月
17
日
㈮
～
24
日

㈮
◦�

電
子
申
請
…
２
月
14
日
㈫
～
21
日

㈫
※�

願
書
は
、
消
防
本
部
や
消
防
署
、

各
消
防
支
署
に
備
え
付
け
て
い
ま

す
。

※�
電
子
申
請
に
つ
い
て
は
、
（
一
財
）

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー

内
容
　
乙
種
（
第
４
類
）
、
丙
種

受
験
願
書
受
付
期
間
　

◦�

書
面
申
請
…
２
月
17
日
㈮
～
24
日

㈮
◦�

電
子
申
請
…
２
月
14
日
㈫
～
21
日

㈫
※�

願
書
は
、
消
防
本
部
や
消
防
署
、

各
消
防
支
署
に
備
え
付
け
て
い
ま

す
。

※�

電
子
申
請
に
つ
い
て
は
、
（
一
財
）

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
総
務
Ｇ

�

（
☎
�
９
６
１
１
）

採
用
試
験
日
・
応
募
締
切
日
　

○�

２
月
18
日
㈯
（
男
子
）
・
２
月
16

日
㈭
（
必
着
）

○�

２
月
19
日
㈰
（
男
子
）
・
２
月
16

日
㈭
（
必
着
）

○�

３
月
11
日
㈯
（
男
子
）
・
２
月
27

日
㈪
（
必
着
）

○�

２
月
18
日
㈯
（
女
子
）
・
２
月
16

日
㈭
（
必
着
）

対
象
　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
方

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
自
衛
隊
札
幌
地
方
協

力
本
部
室
蘭
地
域
事
務
所

�

（
☎
㊹
９
５
３
３
）

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
総
務
Ｇ

�

（
☎
�
９
６
１
１
）

起
業
応
援
セ
ミ
ナ
ー

シ
ニ
ア
向
け
お
仕
事
説
明
会

救
急
救
命
講
習
会

お
す
す
め
の
逸
品

を
募
集
し
ま
す

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

実
践
講
座

平
成
28
年
度
第
６
回

危
険
物
取
扱
者
試
験

平
成
28
年
度
第
６
回

消
防
設
備
士
試
験

自
衛
官
採
用
試
験

～
自
衛
官
候
補
生
～
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創業支援対象者
創業者

登 別 市

全体像

協力
連携

・相談窓口
・創業関連
　補助金

登別商工
会議所
・ワンストップ
　相談窓口
・創業セミナー
・創業スクール
・チャレンジ
　ショップ
・創業関連
　助成金

北海道信用
保証協会

・情報提供

（公財）北海道中小企業
総合支援センター 支援

・情報提供、専門家派遣

地域金融
機関
・窓口相談

連絡会議

創業連携
ネットワーク

助言

相
談

支
援

　
日
本
に
お
け
る
開
業
率
は
欧
米
の

半
分
程
度
（
4
・
9
㌫
）
に
と
ど
ま

り
、
特
に
、
地
域
に
お
け
る
開
業
率

は
低
迷
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
中
小
企
業
数
も
平
成
11
年

の
484
万
社
か
ら
、
平
成
26
年
に
は
381

万
社
と
減
少
し
、
従
業
員
数
も
減
少

し
て
い
る
状
況
で
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
打
開
す
る
た
め

　
創
業
支
援
事
業
計
画
は
、
市
と
創

業
支
援
事
業
者
（
商
工
会
議
所
や
地

域
金
融
機
関
な
ど
）
が
連
携
し
、
創

業
を
目
指
す
方
に
対
す
る
継
続
的
な

支
援
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
地
域
に

お
け
る
創
業
を
促
進
し
、
地
域
経
済

の
活
性
化
、
雇
用
の
確
保
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

に
は
、
地
域
に
お
け
る
開
業
率
を
引

き
上
げ
、
雇
用
を
生
み
出
し
、
産
業

の
新
陳
代
謝
を
高
め
る
こ
と
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　
平
成
25
年
６
月
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
『
日
本
再
興
戦
略

－

Ｊジ

ャ

パ

ン

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

ｉイ

ズｓ
Ｂバ

ッ

ク

Ａ
Ｃ
Ｋ

－

』
に
お
い
て
も

『
開
業
率
・
廃
業
率
が
米
国
・
英
国

レ
ベ
ル
（
10
㌫
台
）
に
な
る
こ
と
を

目
指
す
』
と
し
、
産
業
競
争
力
強
化

法
に
お
い
て
、
創
業
支
援
の
取
り
組

み
を
応
援
す
る
機
運
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

　
市
に
お
い
て
も
、
国
か
ら
創
業
支

援
事
業
計
画
の
認
定
を
受
け
、
地
域

の
創
業
者
を
よ
り
一
層
支
援
し
て
い

く
た
め
、
創
業
支
援
事
業
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

　
市
と
登
別
商
工
会
議
所
、
地
域
金

融
機
関
が
連
携
を
深
め
、
創
業
支
援

対
象
者
へ
創
業
か
ら
創
業
後
ま
で
の

継
続
的
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
市
や
創
業
支
援
事
業
者
が
『
経
営

『
財
務
』
、
『
人
材
育
成
』
、
『
販

路
開
拓
』
な
ど
の
知
識
が
身
に
付
く

創
業
ス
ク
ー
ル
や
個
別
相
談
支
援
な

ど
を
実
施
し
、
創
業
支
援
対
象
者
が

本
計
画
に
基
づ
く
一
定
の
支
援
を
受

け
、
創
業
に
関
す
る
知
識
を
習
熟
し

て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、

市
よ
り
証
明
書
が
発
行
さ
れ
、
会
社

設
立
時
に
お
け
る
登
録
免
許
税
の
軽

減
措
置
や
信
用
保
証
枠
の
拡
充
な
ど

の
さ
ら
な
る
支
援
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

』、

　
市
は
、
平
成
26
年
１
月
に
施
行
さ
れ
た
『
産
業
競
争
力
強
化
法
』
に

基
づ
く
『
創
業
支
援
事
業
計
画
』
を
登
別
商
工
会
議
所
や
地
域
金
融
機

関
と
連
携
し
て
策
定
し
、
平
成
28
年
12
月
26
日
に
国
の
認
定
を
受
け
ま

し
た
。
創
業
を
お
考
え
の
方
は
、
ぜ
ひ
創
業
支
援
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

�
問
い
合
わ
せ
　
商
工
労
政
Ｇ
（
☎
�
２
１
７
１
）

▶実施期間
　�平成29年４月１日から平成32年３月31日まで
▶創業支援事業者
　登別商工会議所、日本政策金融公庫、
　北海道銀行、北洋銀行、室蘭信用金庫、
　伊達信用金庫

創
業
支
援
事
業
計
画
と
は

創
業
支
援
事
業
を

実
施
す
る
背
景

国
の
認
定
を
受
け

創
業
支
援
を
さ
ら
に
強
化

応
援
し
ま
す 

起
業
・
創
業

24� くらしのガイド　市や国、道からのお知らせ

くらしのガイド

『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



相談困った！ときにはまず
相談名 日時 場所 相談内容 申し込み・問い合わせ

※『Ｇ』はグループの略

無料法律相談 ３月18日㈯
９時30分～12時

鉄南ふれあい
センター

交通事故や金銭貸借、損害賠
償、離婚など
担当弁護士：八

や

木
ぎ

橋
はし

俊
しゅん

輔
すけ

さん
定員：６人（申し込み順）

３月10日㈮までに
市民サービスＧ
（☎�２１３９）

くらしの無料相談
北海道行政書士会室蘭支部

２月25日㈯
９時30分～12時

鉄南ふれあい
センター

相続や遺言、各種契約、官公
署に提出する書類など
定員：10人（申し込み順）

２月24日㈮までに
おおたに行政書士事務所
（☎�３３６０）

市民相談 随時 市民サービス
グループ

市民生活や多重債務、家庭内
暴力

市民サービスＧ
（☎�２１３９）

消費生活相談
随時
※�登別消費者協会は火～
金曜日の10時～16時。

消費生活センター（市
民サービスグループ内）
または登別消費者協会
（労働福祉センター内）

契約や解約に関するトラブル、
インターネットのトラブルな
ど

消費生活センター
（☎�３４９１）
登別消費者協会
（☎�８３０７）

人権相談所 月～金曜日
８時30分～17時15分

札幌法務局室
蘭支局
（室蘭市入江町）

人権問題や家族問題、金銭ト
ラブル、雇用や給与の問題、
いじめや体罰、差別など

札幌法務局室蘭支局
（☎㉒５１１１）

障がいのある方の
就労相談窓口

２月16日㈭
14時～17時

障がい福祉グ
ループ 障がいのある方の就労や雇用

２月９日㈭までに
障がい福祉Ｇ
（☎�３７３２）

夜間・土曜
納税相談窓口

２月23日㈭・24日㈮
17時30分～20時
２月25日㈯
９時～17時

税務グループ 市税や給食費、公営住宅料、
保育料などの納付（入）

税務Ｇ
（☎�１１５５）

成年後見制度に関
する定期巡回相談

２月14日㈫
10時30分～15時30分 市民会館 認知症や障がいなどで判断能

力が低下している方の財産管
理や契約手続きに関すること
など

室蘭成年後見支援
センター
（☎�５０６２）
※�月～土曜日の９時～
17時。

２月28日㈫
10時30分～15時30分 婦人センター

キャリアサポート
のぼりべつ

（市委託事業）

水・金曜日
８時30分～17時 職業訓練セン

ター（青葉町）就職活動などで抱える不安や
悩みなど

登別職業訓練協会
（☎�１４５０）

月～金曜日
17時以降（予約制）

土曜日
10時～17時

地域職業相談室
（アーニス内）

無料労働相談
（市支援事業）

月～金曜日
10時～16時（予約制）

登別労働会館
（千歳町３丁目）解雇や労働条件の引き下げ、

職場内のいじめ（パワーハラ
スメント）など

事前に連合登別
（☎�３３３７）

２月10日㈮・24日㈮
10時～16時（予約制）

鉄南ふれあい
センター

希望日の１週間前
までに連合登別
（☎�３３３７）

一日行政相談 ２月15日㈬
10時～12時

登別郵便局
（ＪＲ幌別駅西口前）

国や特殊法人、北海道、市の
業務の苦情や意見、要望

企画調整Ｇ
（☎�６５８６）

25 困った！ときにはまず相談



いきいき

すく
すく子

育
て
健 

康

子
育
て

す
く
す
く

日
時
・
場
所
　

◦�

２
月
６
日
㈪
10
時
～
15
時
…
若
草

つ
ど
い
セ
ン
タ
ー

◦�

２
月
８
日
㈬
10
時
～
12
時
…
鷲
別

公
民
館

◦�

２
月
15
日
㈬
10
時
～
12
時
…
若
草

児
童
ク
ラ
ブ
（
若
草
小
学
校
内
）

◦�

２
月
22
日
㈬
10
時
～
12
時
…
で
あ

え
ー
る
は
ま
な
す
団
地
集
会
所

日
時
　
２
月
22
日
㈬
10
時
～
12
時

場
所
　
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

内�

容
　
ひ
な
祭
り
製
作
、
自
由
遊
び
、

手
遊
び
な
ど

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�
い
合
わ
せ
　
登
別
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
２
７
７
２
）

※�

若
草
つ
ど
い
セ
ン
タ
ー
は
昼
食
の

持
ち
込
み
が
可
能
で
す
。

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

内�

容
　
遊
具
を
使
っ
た
自
由
遊
び
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

持
ち
物
　
上
靴

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

※�

で
あ
え
ー
る
は
ま
な
す
に
車
で
お

越
し
の
場
合
は
、
事
前
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

問�
い
合
わ
せ
　
中
央
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

日
時
　
２
月
18
日
㈯
10
時
～
12
時

場
所
　
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
お
父
さ
ん

内�

容
　
ひ
な
祭
り
製
作
、
手
遊
び
、

自
由
遊
び
、
天
気
が
良
け
れ
ば
雪

遊
び

持�

ち
物
　
防
寒
着
、
手
袋
、
帽
子
、

飲
み
物
、
着
替
え
な
ど

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
登
別
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
２
７
７
２
）

日
時
・
場
所
　

◦
２
月
７
日
㈫
…
登
別
保
育
所

◦�

２
月
９
日
㈭
…
幌
別
東
保
育
所
、

鷲
別
保
育
所

◦�

２
月
16
日
㈭
…
富
士
保
育
所
、
栄

町
保
育
所

※�

時
間
は
い
ず
れ
も
９
時
45
分
か
ら

11
時
ま
で
。

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

内
容
　
雪
遊
び

持�

ち
物
　
防
寒
着
、
防
寒
靴
、
帽
子
、

手
袋
、
着
替
え
、
上
靴
、
飲
み
物

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

移
動
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

保
育
所
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か

お
父
さ
ん
と
遊
ぼ
う

お
ひ
な
様
を
作
り
ま
し
ょ
う

～
お
楽
し
み
デ
ー
～

問�

い
合
わ
せ
　
中
央
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

問い合わせ　室蘭歯科医師会（☎㊸３５２２）

日時 診療所・住所・電話

２月５日㈰
９時～11時

松田歯科医院� （☎㊻６４８０）
室蘭市日の出町１丁目24－25
田中デンタルクリニック� （☎�２４７２）
登別市中央町１丁目３－13

２月11日㈯
９時～11時

ありじ歯科クリニック� （☎�５０４１）
室蘭市宮の森町４丁目22－39

２月12日㈰
９時～11時

岡田歯科医院� （☎㊹６６７７）
室蘭市中島町２丁目31－６
金本歯科医院� （☎０１４２㉕３８２２）
伊達市山下町55

２月19日㈰
９時～11時

高砂公園歯科� （☎㊸２１１８）
室蘭市高砂町２丁目１－21

２月26日㈰
９時～11時

本田歯科� （☎㉒３３２２）
室蘭市港南町１丁目９－19

２月の歯科救急医療

織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

１

８
９
０

－

０
８
６
５
）

26� すくすく子育て　いきいき健康

『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



と
ん
こ
フ
レ
ン
ズ
パ
ー
ク
の
日

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

お
楽
し
み
会

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

出
張
子
育
て
ひ
ろ
ば

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

子
育
て
ｃカ

フ

ェ

ａ
ｆ
ｅ
　

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

日�

時
　
２
月
16
日
㈭
14
時
30
分
～
16

時
場
所
　
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
生
後
３
カ
月
か
ら
８
カ
月
ま

で
の
第
一
子
と
そ
の
保
護
者

内
容
　
親
子
マ
ッ
サ
ー
ジ

持�

ち
物
　
着
替
え
、
お
む
つ
、
大
判

バ
ス
タ
オ
ル
、
飲
み
物

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
中
央
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

日
時
　
２
月
10
日
㈮
10
時
～
12
時

場
所
　
亀
田
記
念
公
園

対�

象
　
子
育
て
中
の
方
、
子
育
て
支

援
を
し
て
い
る
指
導
者

内�
容
　
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
を
活
用

し
た
子
育
て
に
つ
い
て
話
す
茶さ

話わ

会か
い

定
員
　
15
組
（
申
し
込
み
順
）

※�

託
児
を
希
望
す
る
方
は
、
申
し
込

み
時
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

申�

し
込
み
　
２
月
９
日
㈭
ま
で
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援
組

織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

１

８
９
０

－

０
８
６
５
）

日�

時
　
２
月
18
日
㈯
10
時
30
分
～
12

時
場
所
　
亀
田
記
念
公
園

対
象
　
親
子

内
容
　
大
き
な
か
ま
く
ら
作
り

定
員
　
15
組
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
１
人
100
円

持�

ち
物
　
動
き
や
す
い
防
寒
着
・
防

寒
靴
、
帽
子
、
着
替
え
、
水
筒
、

コ
ッ
プ
、
箸
な
ど

申�

し
込
み
　
２
月
17
日
㈮
ま
で
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援
組

織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－
１

８
９
０

－

０
８
６
５
）

場
所
　
亀
田
記
念
公
園

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

内
容
　
雪
遊
び
、
そ
り
遊
び

持
ち
物
　
動
き
や
す
い
防
寒
着
・
靴

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自

然
活
動
支
援
組
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら

ぶ
（
☎
080

－

１
８
９
０

－

０
８
６

５
）

あ
そ
び
の
広
場
０
歳
児

は
い
は
い
コ
ー
ス

日
時
　
２
月
21
日
㈫
11
時
～
12
時

織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

１

８
９
０

－

０
８
６
５
）

日
時
　
２
月
８
日
㈬
10
時
～
12
時

場
所
　
ふ
ぉ
れ
す
と
鉱
山

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

内�

容
　
そ
り
滑
り
台
や
ス
ケ
ー
ト
リ

ン
ク
な
ど
で
の
外
遊
び

※
寒
く
な
っ
た
ら
室
内
遊
び
。

定
員
　
15
組
（
申
し
込
み
順
）

持�

ち
物
　
動
き
や
す
い
防
寒
着
・
靴
、

手
袋
、
昼
食
、
飲
み
物
な
ど

申�

し
込
み
　
２
月
７
日
㈫
ま
で
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援
組

問い合わせ　健康推進グループ（しんた21内・☎�０１００）

診査・対象 日時 内　　容 持ち物 場所
４～５カ月児健康診査
（平成28年９月25日～
10月31日生まれ）

３月８日㈬
時間は個別通知

診察、身体計測、
栄養相談、育児相
談 母子健康手帳、

バスタオル、
替えオムツ

し
ん
た
21

１0カ月児健康相談
（平成28年５月11日～
５月31日生まれ）

３月１日㈬
時間は個別通知

身体計測、栄養相
談、育児相談、遊
びの紹介

１歳６カ月児健康診査
（平成27年８月生まれ）

３月22日㈬
時間は個別通知

診察、歯科検診、
身体計測、栄養相
談、歯科相談、育
児相談、フッ素塗
布（希望者800円）

母子健康手帳
３歳児健康診査

（平成26年２月生まれ）
３月２日㈭
時間は個別通知

診察、歯科検診、
尿検査、身体計測、
栄養相談、歯科相
談、育児相談

すくすく☆親子相談
（事前の申し込みが必要です）

３月23日㈭
９時20分～10時

発育・発達・育児・
栄養などの相談

乳幼児健康相談� 診査
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健

　康

い
き
い
き

日
時
　
２
月
25
日
㈯
14
時
30
分
～

場�

所
　
室
蘭
保
健
セ
ン
タ
ー
３
階

（
室
蘭
市
東
町
４
丁
目
20

－

６
）

内�

容
　
が
ん
の
予
防
に
関
す
る
講
演

演
題
　

①�

肝
細
胞
が
ん
と
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
②�

胃
が
ん
と
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
・
ピ

ロ
リ
菌

講
師
　

①�

市
立
室
蘭
総
合
病
院
・
金か

ね

戸と

宏ひ
ろ

行ゆ
き

院
長

②�
製
鉄
記
念
室
蘭
病
院
・
前ま

え

田だ

征ま
さ

洋ひ
ろ

病
院
長

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
室
蘭
市
医
師
会
事
務

局
（
☎
㊺
４
３
９
３
）

日
時
　

①�

３
月
４
日
㈯
13
時
30
分
～
15
時
30

分
②�

３
月
９
日
㈭
13
時
30
分
～
15
時
30

分
場
所
　
し
ん
た
21

対
象
　

①
妊
娠
さ
れ
て
い
る
方
と
そ
の
家
族

②
妊
娠
さ
れ
て
い
る
方

内
容
　

①�

沐
浴
・
抱
っ
こ
・
お
む
つ
交
換
の

体
験
実
習
な
ど

②�

交
流
会
、
妊
婦
体
操
、
妊
娠
期
の

食
生
活
の
お
話
な
ど

定
員
　

①
20
組
（
申
し
込
み
順
）

②
20
人
（
申
し
込
み
順
）

申�

し
込
み
　
２
月
24
日
㈮
ま
で
に
健

康
推
進
Ｇ
（
し
ん
た
21
内
・
☎
�

０
１
０
０
）

日�

時
　
２
月
15
日
㈬
10
時
30
分
～
11

時
場�

所
　
Ｊジ

ェ
イ
コ
ー

Ｃ
Ｈ
Ｏ
登
別
病
院
３
号
棟

２
階
集
団
指
導
教
室

内�

容
　
管
理
栄
養
士
に
よ
る
減
塩
生

活
に
関
す
る
講
話

演
題
　
減
塩
生
活
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
同
病
院
栄
養
管
理
室

�

（
☎
�
３
２
３
５
）

す
こ
や
か
マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室

生
活
習
慣
病
予
防
の

市
民
健
康
教
室

ミ
ニ
健
康
講
話
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

子育てに関する手当の制度を知っていますか

※申請の方法など、詳しくは問い合わせください。

問い合わせ　子育てグループ（☎�５６３４）

対　象 手当額

児童手当

・�中学校卒業前の子ども（15歳に到達し
た以降最初の３月31日までの間にある
子ども）を養育している方
※�児童福祉施設などに入所している子ど
もを除く。

・�３歳未満の子ども…１人につき月額15,000円
・�３歳以上で小学生までの第１子と第２子…１
人につき月額10,000円

・�３歳以上で小学生までの第３子以降…１人に
つき月額15,000円

・中学生…１人につき月額10,000円
※�養育者の前年所得が所得制限額以上の場合
は、子ども１人につき、月額5,000円。

児童扶養手当

・�18歳に到達した以降最初の３月31日ま
での間にある子どもを養育しているひ
とり親家庭の方など
・�ＤＶ被害者で、裁判所から『保護命
令』を受け、18歳に到達した以降最初
の３月31日までの間にある子どもを監
護している方
※�子どもが政令に定める程度の障がいが
ある場合は20歳未満の子ども。

月額42,330円
※�第２子は10,000円、第３子以降は6,000円を
加算。

※�養育者や同住所に居住する扶養義務者など
（養育者の父母、兄弟など）の前年所得が所
得制限額以上の場合は、手当の全額または一
部が支給停止となります。

特別児童扶養
手当

・�政令に定める程度の障がいがある20歳
未満の子どもを養育している方

・�重度の障がいのある子ども…１人につき月額
51,500円

・�中度の障がいのある子ども…１人につき月額
34,300円

※�養育者の所得が一定額以上の場合は、手当が
支給されません。

災害遺児手当

・�自然災害や交通事故により父や母を亡
くしている小学生または中学生を養育
している方
・�自然災害や交通事故により父や母が重
度の障がい状態にある小学生または中
学生を養育している方

児童１人につき月額10,000円
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



わ
く
わ
く

お
で
か
け
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
！

2
月
号

　
明
治
、
大
正
、
昭
和
の
三
時
代
の

ひ
な
人
形
を
展
示
し
ま
す
。
人
形
の

表
情
や
飾
り
な
ど
か
ら
、
時
代
の
移

り
変
わ
り
を
見
比
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
２
月
２
日
㈭
～
３
月
３
日
㈮

場
所
　
郷
土
資
料
館

入�
館
料
　
190
円
（
中
学
生
以
下
は
60

円
）

問
い
合
わ
せ
　
郷
土
資
料
館

�
（
☎
�
１
３
３
９
）

　
毎
月
最
終
金
曜
日
は
、
図
書
整
理

の
た
め
休
館
し
ま
す
（
今
月
は
２
月

24
日
㈮
）
。

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

問�

い
合
わ
せ
　
室
蘭
登
別
た
た
ら
の

会
・
石い

し

崎ざ
き

さ
ん

�

（
☎
�
１
１
７
９
）

日
時
・
内
容
　

①�

２
月
12
日
㈰
13
時
30
分
～
15
時
30

分
・
古
文
書
に
つ
い
て
の
講
演

②�

２
月
25
日
㈯
13
時
30
分
～
15
時
・

古
文
書
の
解
読

③�

３
月
５
日
㈰
13
時
30
分
～
15
時
・

古
文
書
の
解
読

④�

３
月
12
日
㈰
10
時
～
12
時
・
実
際

の
古
文
書
を
観
察

場�

所
　
市
民
会
館
大
会
議
室
（
④
の

み
郷
土
資
料
館
）

講
師
　

①�

仙
台
藩
白
老
元
陣
屋
資
料
館
学
芸

員
・
平ひ

ら

野の

敦あ
つ

史し

さ
ん

②
～
④
市
学
芸
員
・
平ひ

ら

塚つ
か

理み
ち

子こ

定�

員
　
①
50
人
、
②
・
③
各
30
人
、

④
20
人

※
い
ず
れ
も
申
し
込
み
順
。

申�
し
込
み
　
各
開
催
日
の
２
日
前
ま

で
に
社
会
教
育
Ｇ

�
（
☎
�
１
１
２
９
）

参
加
料
　
200
円

持�

ち
物
　
上
靴
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
手
拭
き
、
菓
子
持
ち
帰
り
用

の
容
器
、
ク
ッ
キ
ー
や
プ
リ
ン
の

型
（
お
持
ち
の
方
の
み
）

申�

し
込
み
　
２
月
３
日
㈮
か
ら
17
日

㈮
ま
で
に
郷
土
資
料
館

�

（
☎
�
１
３
３
９
）

日�

時
　
２
月
25
日
㈯

10
時
～
12
時

場
所
　
郷
土
資
料
館

対
象
　
小
学
生
以
上

日
時
　
２
月
２
日
㈭
～
４
日
㈯

場
所
　
市
立
図
書
館

日�

時
　
２
月
４
日
㈯
13
時
30
分
～
15

時
場
所
　
市
立
図
書
館

内�

容
　
日
本
古
来
の
製
鉄
法
『
た
た

ら
吹
き
製
鉄
』
の
歴
史
、
室
蘭
・

登
別
に
お
け
る
製
鉄
の
歴
史

講�

師
　
室
蘭
登
別
た
た
ら
の
会
・
石い

し

崎ざ
き

勝か
つ

男お

さ
ん

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

対�

象
　
幼
児
以
上
（
幼
児
は
保
護
者

同
伴
）

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

日
時
　
２
月
18
日
㈯
14
時

場
所
　
市
立
図
書
館

対�

象
　
幼
児
以
上
（
幼
児
は
保
護
者

同
伴
）

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

日
時
　
２
月
15
日
㈬
10
時
30
分

場
所
　
市
立
図
書
館

対
象
　
乳
幼
児
（
保
護
者
同
伴
）

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

日
時
　
２
月
25
日
㈯
13
時
30
分

場
所
　
市
立
図
書
館

お
ひ
な
さ
ま
人
形
展

市
立
図
書
館
休
館
情
報

古
文
書
教
室

『
ら
く
が
ん
』

和
菓
子
作
り
体
験

日
本
古
来
の
製
鉄
法

た
た
ら
製
鉄
展
示
会

『
た
た
ら
だ
・
鉧け

ら

だ
玉た

ま

鋼は
が
ね

だ
』

郷
土
文
化
講
座

『
日
本
古
来
の
製
鉄
法

た
た
ら
を
学
ぶ
』

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
紙
芝
居

～
え
ほ
ん
の
へ
や
の
お
は
な
し
会
～

わ
ら
べ
う
た
と
絵
本
の

読
み
語
り

～
お
は
な
し
く
れ
よ
ん
～

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
紙
芝
居

～
お
は
な
し
ぽ
け
っ
と
～
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日�
時
　
２
月
５
日
㈰
10
時
～
11
時
30

分
（
９
時
50
分
集
合
）

場
所
　
キ
ウ
シ
ト
湿
原

内�

容
　
雪
に
覆
わ
れ
た
湿
原
を
か
ん

じ
き
や
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
を
履
い
て

散
策

定
員
　
15
人
程
度
（
申
し
込
み
順
）

持�

ち
物
　
防
寒
着
、
か
ん
じ
き
・
ス

ノ
ー
シ
ュ
ー
（
お
持
ち
の
方
の
み
）

申�

し
込
み
　
２
月
４
日
㈯
ま
で
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
キ
ウ
シ
ト
湿
原
・
登
別
・

熊く
ま

谷が
い

さ
ん

　
（
☎
090

－

７
５
１
３

－

２
９
８
３
）

日
時
　
２
月
25
日
㈯
15
時
～
17
時

場
所
　
と
も
か
な

日
時
　
３
月
18
日
㈯
14
時
～
16
時

場�

所
　
労
働
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

ホ
ー
ル

講
演
・
講
師
　

○�

『
博
物
館
で
の
文
化
伝
承
の
取
り

組
み
と
歩
み
』
・
（
一
財
）
ア
イ

ヌ
民
族
博
物
館
専
務
理
事
・
村む

ら

木き

美み

幸ゆ
き

さ
ん

○�

『
文
化
伝
承
の
取
り
組
み
と
想

い
』
・
ア
イ
ヌ
文
化
伝
承
者
・
上う

え

日
時
　
２
月
23
日
㈭
19
時
～

場�

所
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｈハ

ナ

Ａ
Ｎ
Ａ
（
富

士
町
２
丁
目
11

－

７
ブ
テ
ィ
ッ
ク

花
２
階
）

内�

容
　
鹿か

野の

ケ
ン
ジ
と
久く

保ぼ

タ
ク
マ

に
よ
る
ラ
イ
ブ

定
員
　
30
人
（
申
し
込
み
順
）

入�

場
料
　
２
千
円
（
１
ド
リ
ン
ク
付

き
）

チ�

ケ
ッ
ト
販
売
場
所
　
ア
ー
ニ
ス
、

ブ
テ
ィ
ッ
ク
花
な
ど
で
販
売

問�
い
合
わ
せ
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｈ
Ａ
Ｎ

Ａ
・
藤
井
さ
ん

　
（
☎
090

－

７
５
１
１

－

０
２
３
４
）

日
時
　
２
月
18
日
㈯
14
時
～
16
時

場
所
　
と
も
か
な

内�

容
　
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
映
画

音
楽
や
ジ
ャ
ズ
の
鑑
賞

定
員
　
15
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
500
円
（
ド
リ
ン
ク
付
き
）

申�

し
込
み
　
２
月
16
日
㈭
ま
で
に
と

も
か
な
（
☎
�
７
１
３
３
）

武た
け

や
す
子こ

さ
ん

定
員
　
50
人
（
申
し
込
み
順
）

申�

し
込
み
　
３
月
３
日
㈮
ま
で
に
社

会
教
育
Ｇ
（
☎
�
１
１
２
９
）

日�

時
　
２
月
19
日
㈰
８
時
45
分
～
11

時
30
分

集�

合
場
所
　
白
鳥
テ
ラ
ス
（
胆
振
幌

別
川
）

参
加
料
　
100
円

申�

し
込
み
　
２
月
16
日
㈭
ま
で
に
井

上
さ
ん
（
☎
�
４
２
３
２
）

日�

時
　
２
月
13
日
㈪
19
時
～
20
時
30

分
、
18
日
㈯
10
時
～
11
時
30
分

場
所
　
と
も
か
な

内�

容
　
胃
と
小
腸
の
仕
組
み
に
つ
い

日�

時
　
２
月
４
日
㈯
13
時
30
分
～
15

時
場
所
　
と
も
か
な

内�

容
　
英
会
話
初
心
者
が
カ
フ
ェ
で

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
英
会
話
の
勉

強
参�

加
料
　
300
円
～
350
円
（
コ
ー
ヒ
ー

ま
た
は
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
付
き
）

問
い
合
わ
せ
　
と
も
か
な

�

（
☎
�
７
１
３
３
）

対
象
　
男
性

内�

容
　
料
理
の
基
本
を
学
び
、
夕
食

の
お
か
ず
１
品
と
酒
の
さ
か
な
作

り
定
員
　
６
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
１
千
500
円

持�

ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
持

ち
帰
り
容
器

申�

し
込
み
　
２
月
23
日
㈭
ま
で
に
と

も
か
な
（
☎
�
７
１
３
３
）

日�

時
　
２
月
16
日
㈭
13
時
30
分
～
15

時
場
所
　
し
ん
た
21

内
容
　
声
を
出
し
て
楽
し
く
朗
読

持
ち
物
　
筆
記
用
具
、
上
靴

申�

し
込
み
　
２
月
９
日
㈭
ま
で
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

�

（
☎
�
２
０
８
０
）

て
の
講
話

講�

師
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
リ
ン
パ
健
康
学

普
及
協
会
・
川か

わ

島し
ま

雅ま
さ

司し

さ
ん

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
１
千
500
円

申�

し
込
み
　
２
月
９
日
㈭
ま
で
に
と

も
か
な
（
☎
�
７
１
３
３
）

　
全
道
各
地
の
ス
キ
ー
場
で
、
パ
ト

ロ
ー
ル
活
動
に
従
事
し
て
い
る
方
を

対
象
と
し
た
競
技
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

　
登
別
市
の
ス
キ
ー
パ
ト
ロ
ー
ル
赤

十
字
奉
仕
団
も
参
加
し
ま
す
の
で
、

会
場
で
の
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

日�

時
　
２
月
26
日
㈰
９
時
30
分
～
13

時
30
分

場�

所
　
カ
ル
ル
ス
温
泉
サ
ン
ラ
イ
バ

ス
キ
ー
場

内�

容
　
救
急
法
実
技
競
技
、
ア
キ
ヤ

操
作
技
術
競
技
、
総
合
技
術
競
技

問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉
Ｇ

�

（
☎
�
１
９
１
１
）

冬
の
キ
ウ
シ
ト
湿
原
を
探
検

男
の
料
理
教
室

学
ん
で
わ
か
る
ア
イ
ヌ
文
化

フ
ォ
ー
ク
＆ア

ン
ド

ブ
ル
ー
ス
ラ
イ
ブ

レ
コ
ー
ド
を
楽
し
む
会

日
本
野
鳥
の
会

月
例
会
の
お
知
ら
せ

楽
し
く
学
ぶ
医
学
講
座

『
体
の
仕
組
み
を
知
る
』

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
カ
フ
ェ

『
ス
マ
イ
ル
』

朗
読
体
験
学
習

～
登
別
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
～

第
45
回
北
海
道
赤
十
字
ス
キ
ー

パ
ト
ロ
ー
ル
競
技
大
会

登別バドミントンスポーツ少年団
日時　毎週土曜日13時30分～17時
場所　総合体育館、富岸青少年会館
対象　小学３～５年生
会�費　月額1,000円（この他入団費、
親の会会費など）
申し込み　２月28日㈫までに丹

たん

羽
ば

さん
� （☎090－1381－0295）

団 員 募 集
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『第42回登別こいのぼりマラソン』一般エントリーのお知らせ
５月14日㈰開催

日�

時
　
２
月
26
日
㈰
10
時
30
分
～
12

時
、
14
時
～
16
時

場�

所
　
室
蘭
工
業
大
学
ロ
ボ
ッ
ト
ア

リ
ー
ナ

対�

象
　
小
学
１
～
６
年
生

内�

容
　
工
作
キ
ッ
ト
を
使
用
し
た
ロ

ボ
ッ
ト
作
り

※�

申
込
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、
室

蘭
工
業
大
学
ロ
ボ
ッ
ト
ア
リ
ー
ナ

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問�

い
合
わ
せ
　
室
蘭
工
業
大
学
ロ
ボ

ッ
ト
ア
リ
ー
ナ
（
☎
㊻
５
３
３
７
）

日
時
　
３
月
11
日
㈯
10
時
～
12
時

場
所
　
市
民
会
館
中
ホ
ー
ル

内�

容
　
受
講
生
の
称
号
授
与
式
終
了

後
、
胆
振
の
気
象
の
特
徴
と
テ
レ

ビ
で
は
見
え
な
い
天
気
予
報
の
裏

側
に
つ
い
て
講
演

講�

師
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
札
幌
放
送
局
気
象
予

報
士
・
防
災
士
・
浜は

ま

崎さ
き

慎し
ん

二じ

さ
ん

※
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
Ｇ

�

（
☎
�
１
１
２
９
）

ロ
ボ
ッ
ト
ア
リ
ー
ナ

２
月
体
験
教
室

登
別
と
き
め
き
大
学
公
開
講
座

と
称
号
授
与
式
の
お
知
ら
せ

　今大会では、話題を集めた『コスプレランナー』に特別賞を提供するほか、ランナー３人がチームを組
んで合計タイムを競う『団体戦』も導入するなど、大会の盛り上げに一層力を入れています。
　また、前回大会に引き続き、各種目８位まで表彰しますので、多くのランナーに入賞のチャンスがあり
ます。
▶種目・料金
距離 区分（５月14日時点での年齢や学年） 料金

10㌔㍍
高校生～39歳の部（男子の部・女子の部） 3,000円

高校生は2,000円
40歳～59歳の部（男子の部・女子の部）

3,000円
60歳以上の部（男子の部・女子の部）

５㌔㍍

中学生の部（男子の部・女子の部） 1,000円

高校生～39歳の部（男子の部・女子の部） 3,000円
高校生は2,000円

40歳～59歳の部（男子の部・女子の部）
3,000円

60歳以上の部（男子の部・女子の部）

３㌔㍍
小学生１～３年の部（男子の部・女子の部）

1,000円
小学生４～６年の部（男子の部・女子の部）
親子（小学生とその親一人） １組3,000円

※�参加特典として『登別石水亭　温泉日帰り入浴券』、『のぼりべつ牛乳プリン』、『オリジナルシュー
ズバッグ』をプレゼントするほか、完走者全員に『完走証』をお渡しします。
▶申込方法と申込期間

申込方法 申込期間

払込取扱票 市民会館、市役所、各支所、総合体育館、市民プールなどに備え付けのエントリー
用紙に必要事項を記入し、参加料を添えてゆうちょ銀行窓口で申し込み

２月20日㈪～
４月19日㈬　

インターネット Ｒ
ラ ン ネ ッ ト

ＵＮＮＥＴ、スポーツエントリー、スポーツナビD
ド ゥ

oのいずれかから申し込み ２月19日㈰～
４月23日㈰　電話 スポーツエントリー（0570-550-846）で申し込み（土・日曜日、祝日を除く）

※�２月15日㈬まで市民の方や市内に通勤・通学している方が、お得な料金でエントリーできる『期間限定
！お得な市民先行エントリー』を実施しています。申し込み方法などが異なりますので、詳しくは問い
合わせください。
▶問い合わせ　登別こいのぼりマラソン実行委員会（社会教育グループ内・☎�１１２９）

登別こいのぼり
マラソン公式
フェイスブック
ＵＲＬ：ｈｔｔｐs://ｗｗｗ．ｆａｃｅｂｏｏｋ．
ｃｏｍ/ｋｏｉｎｏｂｏｒｉｍａｒａsｏｎ/

最新の情報は
こちらから
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申し込み・問い合わせ　☎�６８６６

市民活動センター『のぼりん』からのお知らせ

申し込みは、基本的に開催日の３日前までです。
のぼりん文化講座

日時　２月20日㈪13時30分～15時30分
内容　楽しく粋な江戸芸です
定員　15人（申し込み順）
持ち物　動きやすい服装・日本手拭い

かっぽれ（櫻
さくら

川
が わ

　偲
し

有
ゆう

講師）

日時　毎週金曜日19時45分～20時30分
定員　10人（申し込み順）
参加料　500円
申し込み　希望日の前日までにのぼりん

ヨガ教室

　今年も市民活動センターに登録してい
る団体が一堂に集まり、ステージ発表や
体験・展示コーナーなどのイベントを行
います。
　皆さんのご来場をお待ちしています。
日時　２月26日㈰10時～15時
場所　市民会館中ホール

市民活動交流フェスタ2０1７

日時　２月24日㈮10時～12時
内�容　いろいろな葉で色紙大
の絵を描きます
定員　10人（申し込み順）
参加料　1,000円（材料代）

葉画教室（高
たか

野
の

　恵
けい

子
こ

講師）

日時　２月25日㈯10時～12時
内�容　粘土で花瓶やコップを
作ります
定員　20人（申し込み順）
参�加料　1,000円（粘土・上

うわ

薬
ぐすり

、焼き代）
持ち物　手拭い

陶芸教室（佐
さ

藤
とう

　彰
あきら

講師）

日時　２月25日㈯10時～12時
内容　桃の花を生けます
定員　10人（申し込み順）
参加料　1,500円（花代）
持�ち物　剣山、はさみ、花器
（ない方はどんぶりなどの
大きめの食器）
申�し込み　２月15日㈬までに
のぼりん

生け花教室（講師・登別華道連盟）

日時　２月22日㈬10時～12時
内容　楷書や行書を学びます
定員　10人（申し込み順）
持�ち物　硯

すずり

、墨
ぼく

液
えき

、筆（大小）、文
ぶん

鎮
ちん

、下敷き、
半紙、新聞紙

初心者書道教室（成
なり

田
た

　成
せい

峰
ほう

講師）

日時　２月１日㈬～28日㈫15時
内容　絵画・陶芸作品を約60点展示します

会員小品展（登別美術協会主催）

のぼりん展示コーナー

日�時　毎週月曜日19時30分～20時15分
内�容　骨盤を正しい位置に整
えながら行う美姿勢、美脚
を作る骨格バランストレー
ニング

定員　10人（申し込み順）
参加料　500円
申�し込み　希望日の前日まで
にのぼりん

女性のためのナイトリフレッシュ

のぼりんナイトカルチャー

日時　２月27日㈪13時～17時
※毎月最終月曜日に開催します。
対�象　遺言の書き方を学びたい方、書いた遺言書
に問題がないか不安の方

※専門家に相談している方は対象外です。
定員　７人（申し込み順）
参加料　500円（資料代）
申し込み　２月26日㈰までにのぼりん

遺言書作成講座（行政書士・安
あ

部
べ

　裕
ゆう

一
いち

講師）

のぼりんイベント
日時　２月13日㈪13時～15時
内容　現代名吟鑑賞会（ＤＶＤ）を行います
定員　10人（申し込み順）
持ち物　筆記用具（講座の録音可）

詩吟教室（竹
たけ

中
なか

　一
いっ

鵬
ぽう

講師、澤
さわ

井
い

　岳
がく

朋
ほう

講師、
　寺

てら

井
い

　岳
がく

涼
りょう

講師）
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ふぉれすと鉱山に遊びに行こう
申し込み・問い合わせ　☎� 2 5 6 9

　『ネイチャースキー』で冬の森を歩き、冬景色
を楽しみます。
日時　２月５日㈰10時～12時
対象　18歳以上の方
定員　10人（申し込み順）
参加料　700円
持ち物　野外で活動できる服装、防寒着など
申し込み　２月３日㈮までにふぉれすと鉱山

ちょこっとスノーハイク

　鉱山の森を歩いたり滑ったりして楽しみます。
日時　２月８日㈬・22日㈬10時～12時
対象　18歳以上の方
定員　各日10人（申し込み順）
参加料　各日700円
持ち物　野外で活動できる服装、防寒着など
申し込み　希望日の前日までにふぉれすと鉱山

ネイチャースキー

　雪の上から生き物たちの通り道を探します。
日程　２月16日㈭10時～12時
対象　18歳以上の方
定員　15人（申し込み順）
参加料　300円
持ち物　野外で活動できる服装、防寒着など
申し込み　２月15日㈬までにふぉれすと鉱山

ガイドウォーク

　鷲別岳で冬の登山を楽しみます。
日時　２月19日㈰９時～15時
対象　18歳以上の方で山道を歩ける方
定員　10人（申し込み順）
参加料　1,000円
持�ち物　野外で活動できる服装、防寒着、昼食、
飲み物など
申し込み　２月17日㈮までにふぉれすと鉱山

冬の登山会i
イン

n鷲別岳

　３㌔㍍、５㌔㍍（男女別）の歩くスキーのレー
スを行います。
日時　２月12日㈰（時間は申し込み後、別途案内）
対象　中学生以上の方
定員　30人（申し込み順）
参加料　1,200円
持�ち物　野外で活動できる服装、飲み物、防寒着、
歩くスキーセット（お持ちの方）

※�歩くスキーは、１時間100円でレンタルしてい
ます。

申し込み　２月５日㈰までにふぉれすと鉱山

コーザンホワイトレース

　雪遊びやご飯作りなどを楽しみ、夜は森の中で
テント泊をします。
日時　２月25日㈯10時～26日㈰12時
対象　小学４年生から中学３年生まで
定員　12人（申し込み順）
参加料　2,500円
持ち物　申込者に別途案内します
申し込み　２月23日㈭までにふぉれすと鉱山

わんぱくキャンプ・冬

　掛かり木の枝払いや里山周辺の点検を行います。
日時　２月25日㈯10時～12時
参加料　100円（18歳以上の方は200円）
持ち物　野外で活動できる服装、防寒着など
申し込み　２月24日㈮までにふぉれすと鉱山

里山づくりの日～伐採・間伐の日～

　記念撮影や物作り、おやつ作りなどが楽しめま
す。
日時　２月26日㈰13時～15時
参加料　実費
持ち物　汚れてもよい服装など
申し込み　２月25日㈯までにふぉれすと鉱山

ひなまつりイベント
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今月の新着図書
市立図書館
☎�4324

※�市立図書館では、毎月購入している本の全リス
トを差し上げています。ご利用ください。

不用品ダイヤル市 申し込み・問い合わせは
登別消費者協会（☎858307）

火～金曜日（祝日を除く）10時～16時

※申し込みは、市内に居住する方が対象で、登録期間は 6 カ月です。
　継続希望の場合は、再度申し込みください。
▶登録できないもの
　衣類、食料品、貴金属、美術品などの高価なもの、自動車、バイク、
　船、傷みの激しいものやあっせん品としてふさわしくないもの

若いチカラが登別の未来を創る

こどものほん

２
月
を
迎
え
、
２
・
３
年
生
は
卒

業
の
準
備
を
着
実
に
進
め
て
い
る
中
、

ゲ
ー
ム
ク
リ
エ
イ
タ
ー
科
・
Ｃ
Ｇ
デ

ザ
イ
ナ
ー
科
を
は
じ
め
と
す
る
学
科

で
は
、
卒
業
制
作
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
作
品
は
、
イ
オ
ン
モ
ー

ル
苫
小
牧
で
開
催
す
る
『
日
本
工
学

院
北
海
道
専
門
学
校
卒
業
・
修
了
制

作
展
』
で
一
般
の
方
へ
向
け
て
公
開

す
る
予
定
で
、
現
在
仕
上
げ
の
真
っ

最
中
で
す
。

苫
小
牧
に
お
出
掛
け
の
際
は
、
ぜ

ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

○�

日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学
校
卒

業
・
修
了
制
作
展

期
間
　
２
月
23
日
㈭
～
26
日
㈰

場
所
　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
苫
小
牧

た
く
さ
ん
の
高
校
生
・
保
護
者
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
２
月
４
日
㈯
・
11
日
㈯

　
10
時
30
分
～
14
時
30
分

問
い
合
わ
せ
　
入
学
広
報
室

�

（
☎
０
１
２
０

－

666

－

965
）

卒
業
・
修
了
制
作
展
開
催

２
月
の『
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
＋
体
験
入
学
』

▲�才能あふれる高校生の作品を募集中
（２月25日㈯まで）

▲�たくさんの方に足を止めてもらった展
示会場（昨年の様子）

ま
た
、
『
第
８
回
北
海
道
高
校
生

イ
ラ
ス
ト
コ
ン
テ
ス
ト
』
の
締
め
切

り
が
、
２
月
25
日
㈯
に
迫
っ
て
い
ま

す
。高

校
生
の
方
の
ご
応
募
を
引
き
続

き
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※�

詳
し
く
は
同
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://www.nkhs.ac.jp/cont�
est/illust/index.html

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

ゆずります（売ります）

●学習机（木製）●バスケットゴール（子ども用）●スキー用手袋
（Ｌサイズ）●ＬＰレコード（ジャズ）85枚●布団乾燥機●空気清
浄機●ホットカーペット（３畳用）●焼肉プレート●鍵盤ハーモニ
カ●ボウリング玉入れバッグ●レザー製事務用椅子（背もたれ付き）
●布張事務用椅子（背もたれ付き）●電気敷毛布●ウオーキングマ
シン（室内用）●プラスチック製収納ケース（66㌢×22㌢×42㌢）
●金属製ジッパー付き収納ケース（65㌢×24㌢×40㌢）●おひな様
（７段飾）

ゆずってください（買います）

●餅つき器（味噌羽根付き一升用）●スキー用バッグ●登別青嶺高
校男子制服（Ｍサイズ）●地球儀●ミキサー●小学１・２年生国語
教科書●ポータブル石油ストーブ

闇の平蔵
逢
おう

坂
さか

　　剛
ごう

�著
　悪党や手下たちさえ顔を知らな
い火

かとうあらため

盗改・長
は

谷
せ

川
がわ

平
へい

蔵
ぞう

。不届きに
も『闇の平蔵』を名乗る者が現れ
て…。鬼

おに

平
へい

ファンに捧ぐハードボ
イルド時代小説第３弾。

◇セイレーンの懺悔� 中
なか

山
やま

　七
しち

里
り

�著
◇浜の甚兵衛　� 熊

くま

谷
がい

　達
たつ

也
や

�著
◇独女日記 ３� 藤

とう

堂
どう

志
し

津
づ

子
こ

�著

ヨーレのクマー

　クマーは透
とう

明
めい

なかいじゅうです。
悪
わる

いかいじゅうからヨーレの街
まち

を
守
まも

っていましたが、ある日
ひ

大
たい

切
せつ

な
角
つの

が折
お

れてしまい…。『クマー』
をめぐる、やさしく悲

かな

しい物
もの

語
がたり

。
宮
みや

部
べ

みゆき『悲
ひ

嘆
たん

の門
もん

』幻
まぼろし

の作
さく

中
ちゅう

作
さく

を絵
え

本
ほん

化
か

。

佐
さ

竹
たけ

　美
み

保
ほ

�絵

◇ぜったいひとつだからね� ローレン・チャイルド�作
◇ハリー・ポッターと呪

のろ

いの子
こ

�� J．K．ローリングほか�著
◇みたい！しりたい！しらべたい！
　日

に

本
ほん

の占
うらな

い・まじない図
ず

鑑
かん

１� 中
なか

町
まち

　泰
やす

子
こ

�監修
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登別市連合町内会事務局
市民協働グループ内

☎� １ ０ ７ ９ 　思� ７ ６ ７ ４
地域だより

町内会の
いきいき実践活動を紹介

50
周
年
の
重
み
を
大
切
に

室
内
で
体
を
動
か
し
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

合
同
行
事
で
地
域
交
流

拍ひ
ょ
う

子し

木ぎ

で
戸
締
り
用
心
・
火
の
用
心

　
富
浜
町
内
会
は
昨
年
11
月
に
50
周

年
を
迎
え
、
老
人
憩
の
家
『
栄
楽
園
』

で
記
念
式
典
祝
賀
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
祝
賀
会
で
は
、
町
内
会
活
動
に
尽

力
さ
れ
た
10
人
の
功
労
者
を
表
彰
し

た
ほ
か
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
や
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
な
ど
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
を

振
り
返
り
、
50
周
年
の
重
み
を
大
切

に
し
な
が
ら
今
後
も
住
み
よ
い
地
域

づ
く
り
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　
旭
ヶ
丘
町
内
会
は
、
冬
の
健
康
維

持
と
地
域
住
民
の
親
睦
を
深
め
る
た

め
『
冬
季
室
内
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
』

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
町
内
会
の
集
会
施
設
で
、
卓
球
や

室
内
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
し
て
、
勝
敗

に
こ
だ
わ
ら
ず
心
地
よ
い
汗
を
流
し

て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
参
加
者
は
、
室
内
競
技
で
体
を
鍛

え
、
屋
外
で
ス
ポ
ー
ツ
の
で
き
る
季

節
を
待
ち
わ
び
て
い
ま
す
。

　
新
川
町
内
会
（
由ゆ

井い

武た
け

彦ひ
こ

会
長
）
・

プ
レ
ハ
ブ
町
内
会
（
岡お

か

田だ

敏と
し

治は
る

会

長
）
・
香
風
町
会
（
三み

浦う
ら

忠た
だ

夫お

会
長
）

は
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
昔
な
が

ら
の
正
月
の
風
景
を
楽
し
ん
で
も
ら

う
た
め
、
隣
接
す
る
３
つ
の
町
会
・

町
内
会
合
同
の
『
世
代
間
交
流
餅
つ

き
会
』
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
楽
し
み
な
が
ら

餅
を
つ
き
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
あ
ん

こ
餅
の
作
り
方
を
教
わ
り
ま
し
た
。

　
夏
に
も
合
同
で
、
盆
踊
り
大
会
を

実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
新
川
第
二
町
内
会
は
、
毎
年
年
末

に
犯
罪
や
火
災
・
交
通
事
故
防
止
を

呼
び
掛
け
る
『
町
内
会
歳
末
火
災
・

防
犯
予
防
パ
ト
ロ
―
ル
』
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
住
宅
街
や
街
灯
の
少
な
い
場
所
な

ど
で
、
昔
懐
か
し
い
拍
子
木
を
鳴
ら

し
て
「
戸
締
り
用
心
・
火
の
用
心
」

と
、
町
内
を
声
高
ら
か
に
響
き
渡
ら

せ
な
が
ら
、
夜
の
見
回
り
を
行
い
ま

し
た
。

富
浜
町
内
会

�

会
長
　
亀か

め

山や
ま

　
秀し

ゅ
う

一い
ち

　
　

旭
ヶ
丘
町
内
会

�

会
長
　
関せ

き

　
　
國く

に

男お

　
　

幌
別
鉄
南
地
区
連
合
町
内
会

�

会
長
　
森も

り

　
　
芳よ

し

昭あ
き

　
　

新
川
第
二
町
内
会

�

会
長
　
佐さ

藤と
う

　
好よ

し

正ま
さ
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開
か

れた
議会を目指し
て

85号
発行・登別市議会／編集・議会だより編集委員会／発行日・ 2017.2.1

登別市議会 で 検索 市議会ホームページで、本会議などの生中
継と過去の議会映像をご覧いただけます

松

山

哲

男

辻

　
弘

之

耐
震
改
修
新
補
助
制
度
活
用
の

�

必
然
性
は
？

認
知
症
に
よ
る
行
方
不
明
者
の

�

厳
し
い
実
態

一 般 質 問
議 員 1 1 名 が
市 政 を 問 う

平成２８年第４回定例会

　旅
館
・
ホ
テ
ル
な
ど
の

要
緊
急
安
全
確
認
大
規
模

建
築
物
の
耐
震
改
修
補
助

の
活
用
で
、
一
般
財
源
負

担
が
６
億
千
100
万
円
と
な

り
、
実
質
負
担
が
現
行
制
度
よ
り
８
千
万
円
の

増
額
と
な
り
ま
す
。
こ
の
金
額
は
福
祉
・
教
育
・

経
済
な
ど
各
方
面
の
事
業
に
活
用
で
き
る
こ
と

か
ら
、
他
事
業
へ
の
影
響
や
学
校
・
公
共
施
設

の
優
先
的
耐
震
化
の
必
要
性
な
ど
を
た
だ
し
ま

し
た
。

　ま
た
、
①
新
補
助
制
度
の
適
用
は
困
難
と
判

断
し
な
が
ら
方
針
転
換
し
た
理
由
。
②
新
補
助

制
度
活
用
に
当
た
り
「
全
市
観
光
を
推
進
す
る

こ
と
で
市
全
体
の
経
済
活
性
化
に
結
び
付
く
」

と
の
考
え
に
係
る
具
体
的
構
想
や
数
値
目
標
の

策
定
。
③
「
公
平
・
公
正
・
平
等
を
原
則
に
新

補
助
制
度
の
活
用
を
決
定
し
た
」
と
の
答
弁
に

対
し
、
耐
震
改
修
終
了
事
業
所
や
補
助
対
象
外

事
業
所
な
ど
へ
の
対
応
。
④
補
助
対
象
事
業
所

自
身
の
企
業
努
力
の
必
要
性
。
な
ど
の
視
点
か

ら
、
新
補
助
制
度
に
転
換
す
る
妥
当
性
・
必
然

性
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　全
体
的
に
不
明
解
な
答
弁
で
し
た
が
、
耐
震

改
修
の
補
助
と
観
光
産
業
を
柱
と
し
た
地
域
経

済
振
興
の
あ
り
方
を
再
度
整
理
・
検
討
す
べ
き

で
あ
り
、
今
後
も
新
補
助
制
度
活
用
を
注
視
し

て
い
く
と
述
べ
、
質
問
を
終
え
ま
し
た
。

　昨
年
、
認
知
症
を
原
因

と
し
た
徘は

い

徊か
い

に
よ
り
行
方

不
明
と
な
り
、
翌
日
亡
く

な
っ
て
発
見
さ
れ
る
と
い

う
死
亡
事
故
が
発
生
し
ま

し
た
。

　さ
ら
に
、
昨
年
度
か
ら
２
名
の
方
が
、
い
ま

だ
に
行
方
不
明
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。

　警
察
庁
発
表
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
昨
年
度

中
に
所
在
未
確
認
の
認
知
症
の
行
方
不
明
者
は

全
国
で
150
名
お
り
、
そ
の
う
ち
の
１
・
３
％
が

登
別
市
民
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
状
況
で
す
。

　行
方
不
明
者
が
続
い
た
段
階
で
、
も
っ
と
深

刻
に
課
題
を
認
識
す
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
を

指
摘
し
、
現
在
の
認
知
症
高
齢
者
へ
の
支
援
シ

ス
テ
ム
を
強
化
す
る
こ
と
を
提
言
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
ま
ず
は
現
在
の
シ
ス
テ
ム
を
見
直

し
、
よ
り
強
化
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
障
害
者
差
別
解
消
法
の
施
行
を
受
け

て
の
具
体
的
な
政
策
展
開
を
質
問
し
、
市
職
員

が
障
が
い
者
に
対
す
る
合
理
的
配
慮
を
行
う
た

め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
な
る
「
地
方
公
共
団
体
等

職
員
対
応
要
領
」
を
年
度
内
に
策
定
す
る
こ
と

が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　懸
案
事
項
と
し
て
実
現
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

「
福
祉
避
難
所
の
指
定
」
に
つ
い
て
も
、
本
年

度
中
に
実
現
す
る
意
向
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

米
　田
　登
美
子

佐
々
木
　久
美
子

二

瓶

秀

幸

千

田

文

孝

人
材
育
成
の
仕
組
み
づ
く
り

�

に
つ
い
て

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
設
置
と

�

児
童
虐
待
防
止
の
考
え

市
立
図
書
館
の

�
施
設
整
備
・
運
営
に
つ
い
て

　登
別
市
総
合
計
画
第
３

期
基
本
計
画
の
施
策
の
一

つ
で
あ
る
「
雇
用
の
安
定

と
快
適
な
就
業
環
境
づ
く

り
の
推
進
」
に
つ
い
て
、

若
年
者
、
女
性
、
高
年
齢
者
お
よ
び
障
が
い
者

そ
れ
ぞ
れ
の
就
職
支
援
の
状
況
や
、
登
別
職
業

訓
練
協
会
、
日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学
校
と

の
連
携
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　市
は
、
こ
の
地
域
に
就
業
し
て
も
ら
う
た
め
、

公
共
職
業
安
定
所
や
北
海
道
・
近
隣
市
町
と
連

携
し
、
高
校
卒
業
予
定
者
を
対
象
と
し
た
企
業

説
明
会
や
就
職
面
接
会
、
高
校
生
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
事
業
、
若
年
者
等
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市

民
の
就
業
や
快
適
な
就
業
環
境
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
公
共
職
業
安
定
所
と
連
携
し
、
雇

用
情
報
の
提
供
や
労
働
相
談
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　登
別
職
業
訓
練
協
会
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、

広
報
で
生
徒
募
集
記
事
を
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、

近
隣
市
の
企
業
か
ら
も
生
徒
を
募
集
す
る
た
め
、

市
と
協
会
職
員
が
関
係
機
関
や
企
業
を
訪
問
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
27
年
９
月
に
日
本
工

学
院
北
海
道
専
門
学
校
と
協
定
を
締
結
し
、
市

が
発
注
し
た
建
築
現
場
の
見
学
・
体
験
や
、
市

職
員
を
特
別
講
師
と
し
て
派
遣
し
て
い
ま
す
。

質
　バ
ス
路
線
の
課
題
と

利
用
状
況
の
推
移
、
今
後

の
展
望
に
つ
い
て
。

答
　市
内
に
あ
る
７
路
線

30
系
統
全
体
の
利
用
者
数

は
前
年
よ
り
４
％
減
少
し
て
い
る
。
今
後
は
、

乗
車
場
所
や
運
行
時
間
な
ど
、
利
便
性
が
良
く

な
る
こ
と
に
よ
り
、
利
用
す
る
よ
う
に
な
る
市

民
や
、
移
動
に
不
便
を
感
じ
て
い
る
高
齢
者
な

ど
の
利
用
を
促
進
す
る
こ
と
が
大
切
と
考
え
る
。

質
　住
民
・
利
用
者
の
意
見
や
市
民
ニ
ー
ズ
の

把
握
を
行
っ
て
い
る
か
。

答
　市
内
バ
ス
路
線
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
は
実
施
し
て
い
な
い
。
今
後
は
地
域
住
民
の

ニ
ー
ズ
調
査
や
意
見
交
換
の
場
な
ど
手
法
を
含

め
て
検
討
し
て
い
く
。

質
　今
後
の
地
域
公
共
交
通
の
考
え
方
は
。

答
　地
域
公
共
交
通
は
市
民
の
生
活
に
欠
か
せ

な
い
も
の
で
あ
り
、
路
線
や
運
行
時
間
、
乗
降

場
所
な
ど
利
便
性
の
向
上
に
よ
り
、
バ
ス
を
利

用
す
る
市
民
に
積
極
的
な
利
用
を
促
す
こ
と
に

よ
り
、
結
果
的
に
路
線
の
確
保
が
図
ら
れ
る
も

の
と
考
え
る
。
今
後
は
、
路
線
バ
ス
に
限
ら
ず
、

こ
れ
に
代
わ
る
交
通
手
法
な
ど
、
地
域
、
行
政
、

交
通
事
業
者
な
ど
が
協
働
し
て
、
公
共
交
通
の

あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

質
　平
成
27
年
度
、
外
国

人
観
光
客
数
が
大
幅
に
伸

び
た
一
方
、
国
内
観
光
客

は
宿
泊
予
約
が
取
り
づ
ら

い
傾
向
に
あ
り
、
せ
っ
か

く
の
交
流
人
口
増
や
経
済
効
果
の
機
会
を
逃
す

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　そ
こ
で
昨
今
、
全
国
的
に
ブ
ー
ム
と
な
っ
て

い
る
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
で
の
旅
行
者
を
呼
び

込
む
新
た
な
観
光
拠
点
と
し
て
オ
ー
ト
キ
ャ
ン

プ
場
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

答
　市
が
主
体
と
な
り
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
を

整
備
す
る
考
え
は
な
い
が
、
民
間
事
業
者
な
ど

で
経
営
す
る
場
合
は
事
業
者
と
協
議
の
上
、
市

と
し
て
で
き
る
こ
と
は
協
力
し
て
い
く
。

質
　児
童
虐
待
の
事
件
が
頻
繁
に
報
道
さ
れ
て

お
り
、
本
市
や
苫
小
牧
市
で
も
虐
待
死
の
事
件

が
起
こ
っ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。
最
近
の

心
理
的
虐
待
の
増
加
や
制
度
改
定
に
対
す
る
市

の
対
応
、
児
童
虐
待
ゼ
ロ
を
目
指
す
考
え
は
。

答
　子
ど
も
に
接
す
る
学
校
や
保
育
所
な
ど
で

は
子
ど
も
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
気
付
け
る
よ
う
日
ご
ろ

か
ら
信
頼
関
係
を
形
成
す
る
こ
と
が
重
要
。
４

月
か
ら
施
行
さ
れ
る
児
童
福
祉
法
な
ど
の
改
正

で
は
、
子
育
て
支
援
に
よ
り
対
応
す
べ
き
事
案

は
児
童
相
談
所
か
ら
市
へ
の
送
付
の
規
定
が
新

設
さ
れ
る
。

　市
立
図
書
館
は
、
昭
和

47
年
に
供
用
開
始
し
44
年

が
経
過
し
て
い
ま
す
。
狭

く
て
本
を
整
理
す
る
の
も

重
労
働
な
た
め
、
他
自
治

体
の
図
書
館
と
比
較
し
質
問
し
ま
し
た
。

質
　市
立
図
書
館
の
施
設
整
備
方
針
、
市
役
所

と
の
合
築
効
果
、
青
少
年
会
館
の
２
階
利
用
は
。

答
　図
書
館
の
増
改
築
は
、
公
共
施
設
整
備
方

針
に
お
い
て
隣
接
す
る
青
少
年
会
館
の
利
用
状

況
を
考
慮
し
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
市

役
所
と
合
築
し
た
場
合
、
駐
車
場
の
拡
大
や
市

政
資
料
の
充
実
、
市
の
事
業
と
一
体
と
な
っ
た

展
示
が
望
め
る
が
、
開
館
時
間
な
ど
の
施
設
管

理
が
課
題
で
あ
る
。
青
少
年
会
館
の
２
階
は
本

の
重
さ
に
耐
え
得
る
か
構
造
上
難
し
い
が
、
和

室
は
読
み
聞
か
せ
に
利
用
可
能
と
考
え
る
。

質
　レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
や
恵
庭
市
の
ま

ち
じ
ゅ
う
図
書
館
に
対
す
る
考
え
は
。

答
　レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、

図
書
館
の
Ｐ
Ｒ
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
検

討
し
て
い
く
。
ま
ち
じ
ゅ
う
図
書
館
に
つ
い
て

は
現
在
考
え
て
い
な
い
。

質
　新
た
な
登
別
市
が
望
む
図
書
館
像
の
検
討

は
。

答
　本
市
に
ふ
さ
わ
し
い
「
知
の
拠
点
」
と
な

る
図
書
館
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
を
目
指
し
、
各
種
懇

談
会
、
講
演
会
な
ど
で
市
民
の
声
を
集
め
た
い
。

※

※レファレンスサービス…図書館司書が調べものの参考になる本の紹介や、最適な情報を探し出す手伝いをするサービス。
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改
修
新
補
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度
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用
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然
性
は
？

認
知
症
に
よ
る
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方
不
明
者
の
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厳
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い
実
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　旅
館
・
ホ
テ
ル
な
ど
の

要
緊
急
安
全
確
認
大
規
模

建
築
物
の
耐
震
改
修
補
助

の
活
用
で
、
一
般
財
源
負

担
が
６
億
千
100
万
円
と
な

り
、
実
質
負
担
が
現
行
制
度
よ
り
８
千
万
円
の

増
額
と
な
り
ま
す
。
こ
の
金
額
は
福
祉
・
教
育
・

経
済
な
ど
各
方
面
の
事
業
に
活
用
で
き
る
こ
と

か
ら
、
他
事
業
へ
の
影
響
や
学
校
・
公
共
施
設

の
優
先
的
耐
震
化
の
必
要
性
な
ど
を
た
だ
し
ま

し
た
。

　ま
た
、
①
新
補
助
制
度
の
適
用
は
困
難
と
判

断
し
な
が
ら
方
針
転
換
し
た
理
由
。
②
新
補
助

制
度
活
用
に
当
た
り
「
全
市
観
光
を
推
進
す
る

こ
と
で
市
全
体
の
経
済
活
性
化
に
結
び
付
く
」

と
の
考
え
に
係
る
具
体
的
構
想
や
数
値
目
標
の

策
定
。
③
「
公
平
・
公
正
・
平
等
を
原
則
に
新

補
助
制
度
の
活
用
を
決
定
し
た
」
と
の
答
弁
に

対
し
、
耐
震
改
修
終
了
事
業
所
や
補
助
対
象
外

事
業
所
な
ど
へ
の
対
応
。
④
補
助
対
象
事
業
所

自
身
の
企
業
努
力
の
必
要
性
。
な
ど
の
視
点
か

ら
、
新
補
助
制
度
に
転
換
す
る
妥
当
性
・
必
然

性
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　全
体
的
に
不
明
解
な
答
弁
で
し
た
が
、
耐
震

改
修
の
補
助
と
観
光
産
業
を
柱
と
し
た
地
域
経

済
振
興
の
あ
り
方
を
再
度
整
理
・
検
討
す
べ
き

で
あ
り
、
今
後
も
新
補
助
制
度
活
用
を
注
視
し

て
い
く
と
述
べ
、
質
問
を
終
え
ま
し
た
。

　昨
年
、
認
知
症
を
原
因

と
し
た
徘は

い

徊か
い

に
よ
り
行
方

不
明
と
な
り
、
翌
日
亡
く

な
っ
て
発
見
さ
れ
る
と
い

う
死
亡
事
故
が
発
生
し
ま

し
た
。

　さ
ら
に
、
昨
年
度
か
ら
２
名
の
方
が
、
い
ま

だ
に
行
方
不
明
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。

　警
察
庁
発
表
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
昨
年
度

中
に
所
在
未
確
認
の
認
知
症
の
行
方
不
明
者
は

全
国
で
150
名
お
り
、
そ
の
う
ち
の
１
・
３
％
が

登
別
市
民
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
状
況
で
す
。

　行
方
不
明
者
が
続
い
た
段
階
で
、
も
っ
と
深

刻
に
課
題
を
認
識
す
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
を

指
摘
し
、
現
在
の
認
知
症
高
齢
者
へ
の
支
援
シ

ス
テ
ム
を
強
化
す
る
こ
と
を
提
言
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
ま
ず
は
現
在
の
シ
ス
テ
ム
を
見
直

し
、
よ
り
強
化
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
障
害
者
差
別
解
消
法
の
施
行
を
受
け

て
の
具
体
的
な
政
策
展
開
を
質
問
し
、
市
職
員

が
障
が
い
者
に
対
す
る
合
理
的
配
慮
を
行
う
た

め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
な
る
「
地
方
公
共
団
体
等

職
員
対
応
要
領
」
を
年
度
内
に
策
定
す
る
こ
と

が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　懸
案
事
項
と
し
て
実
現
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

「
福
祉
避
難
所
の
指
定
」
に
つ
い
て
も
、
本
年

度
中
に
実
現
す
る
意
向
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

米
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美
子

佐
々
木
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美
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瓶

秀

幸

千

田

文

孝

人
材
育
成
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仕
組
み
づ
く
り

�

に
つ
い
て

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
設
置
と

�

児
童
虐
待
防
止
の
考
え

市
立
図
書
館
の

�

施
設
整
備
・
運
営
に
つ
い
て

　登
別
市
総
合
計
画
第
３

期
基
本
計
画
の
施
策
の
一

つ
で
あ
る
「
雇
用
の
安
定

と
快
適
な
就
業
環
境
づ
く

り
の
推
進
」
に
つ
い
て
、

若
年
者
、
女
性
、
高
年
齢
者
お
よ
び
障
が
い
者

そ
れ
ぞ
れ
の
就
職
支
援
の
状
況
や
、
登
別
職
業

訓
練
協
会
、
日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学
校
と

の
連
携
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　市
は
、
こ
の
地
域
に
就
業
し
て
も
ら
う
た
め
、

公
共
職
業
安
定
所
や
北
海
道
・
近
隣
市
町
と
連

携
し
、
高
校
卒
業
予
定
者
を
対
象
と
し
た
企
業

説
明
会
や
就
職
面
接
会
、
高
校
生
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
事
業
、
若
年
者
等
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市

民
の
就
業
や
快
適
な
就
業
環
境
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
公
共
職
業
安
定
所
と
連
携
し
、
雇

用
情
報
の
提
供
や
労
働
相
談
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　登
別
職
業
訓
練
協
会
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、

広
報
で
生
徒
募
集
記
事
を
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、

近
隣
市
の
企
業
か
ら
も
生
徒
を
募
集
す
る
た
め
、

市
と
協
会
職
員
が
関
係
機
関
や
企
業
を
訪
問
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
27
年
９
月
に
日
本
工

学
院
北
海
道
専
門
学
校
と
協
定
を
締
結
し
、
市

が
発
注
し
た
建
築
現
場
の
見
学
・
体
験
や
、
市

職
員
を
特
別
講
師
と
し
て
派
遣
し
て
い
ま
す
。

質
　バ
ス
路
線
の
課
題
と

利
用
状
況
の
推
移
、
今
後

の
展
望
に
つ
い
て
。

答
　市
内
に
あ
る
７
路
線

30
系
統
全
体
の
利
用
者
数

は
前
年
よ
り
４
％
減
少
し
て
い
る
。
今
後
は
、

乗
車
場
所
や
運
行
時
間
な
ど
、
利
便
性
が
良
く

な
る
こ
と
に
よ
り
、
利
用
す
る
よ
う
に
な
る
市

民
や
、
移
動
に
不
便
を
感
じ
て
い
る
高
齢
者
な

ど
の
利
用
を
促
進
す
る
こ
と
が
大
切
と
考
え
る
。

質
　住
民
・
利
用
者
の
意
見
や
市
民
ニ
ー
ズ
の

把
握
を
行
っ
て
い
る
か
。

答
　市
内
バ
ス
路
線
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
は
実
施
し
て
い
な
い
。
今
後
は
地
域
住
民
の

ニ
ー
ズ
調
査
や
意
見
交
換
の
場
な
ど
手
法
を
含

め
て
検
討
し
て
い
く
。

質
　今
後
の
地
域
公
共
交
通
の
考
え
方
は
。

答
　地
域
公
共
交
通
は
市
民
の
生
活
に
欠
か
せ

な
い
も
の
で
あ
り
、
路
線
や
運
行
時
間
、
乗
降

場
所
な
ど
利
便
性
の
向
上
に
よ
り
、
バ
ス
を
利
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す
る
市
民
に
積
極
的
な
利
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を
促
す
こ
と
に

よ
り
、
結
果
的
に
路
線
の
確
保
が
図
ら
れ
る
も

の
と
考
え
る
。
今
後
は
、
路
線
バ
ス
に
限
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ず
、

こ
れ
に
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わ
る
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通
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な
ど
、
地
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、
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政
、

交
通
事
業
者
な
ど
が
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し
て
、
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の

あ
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方
に
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進
め
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

質
　平
成
27
年
度
、
外
国

人
観
光
客
数
が
大
幅
に
伸

び
た
一
方
、
国
内
観
光
客

は
宿
泊
予
約
が
取
り
づ
ら

い
傾
向
に
あ
り
、
せ
っ
か

く
の
交
流
人
口
増
や
経
済
効
果
の
機
会
を
逃
す

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　そ
こ
で
昨
今
、
全
国
的
に
ブ
ー
ム
と
な
っ
て

い
る
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
で
の
旅
行
者
を
呼
び

込
む
新
た
な
観
光
拠
点
と
し
て
オ
ー
ト
キ
ャ
ン

プ
場
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

答
　市
が
主
体
と
な
り
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
を

整
備
す
る
考
え
は
な
い
が
、
民
間
事
業
者
な
ど

で
経
営
す
る
場
合
は
事
業
者
と
協
議
の
上
、
市

と
し
て
で
き
る
こ
と
は
協
力
し
て
い
く
。

質
　児
童
虐
待
の
事
件
が
頻
繁
に
報
道
さ
れ
て

お
り
、
本
市
や
苫
小
牧
市
で
も
虐
待
死
の
事
件

が
起
こ
っ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。
最
近
の

心
理
的
虐
待
の
増
加
や
制
度
改
定
に
対
す
る
市

の
対
応
、
児
童
虐
待
ゼ
ロ
を
目
指
す
考
え
は
。

答
　子
ど
も
に
接
す
る
学
校
や
保
育
所
な
ど
で

は
子
ど
も
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
気
付
け
る
よ
う
日
ご
ろ

か
ら
信
頼
関
係
を
形
成
す
る
こ
と
が
重
要
。
４

月
か
ら
施
行
さ
れ
る
児
童
福
祉
法
な
ど
の
改
正

で
は
、
子
育
て
支
援
に
よ
り
対
応
す
べ
き
事
案

は
児
童
相
談
所
か
ら
市
へ
の
送
付
の
規
定
が
新

設
さ
れ
る
。

　市
立
図
書
館
は
、
昭
和

47
年
に
供
用
開
始
し
44
年

が
経
過
し
て
い
ま
す
。
狭

く
て
本
を
整
理
す
る
の
も

重
労
働
な
た
め
、
他
自
治

体
の
図
書
館
と
比
較
し
質
問
し
ま
し
た
。

質
　市
立
図
書
館
の
施
設
整
備
方
針
、
市
役
所

と
の
合
築
効
果
、
青
少
年
会
館
の
２
階
利
用
は
。

答
　図
書
館
の
増
改
築
は
、
公
共
施
設
整
備
方

針
に
お
い
て
隣
接
す
る
青
少
年
会
館
の
利
用
状

況
を
考
慮
し
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
市

役
所
と
合
築
し
た
場
合
、
駐
車
場
の
拡
大
や
市

政
資
料
の
充
実
、
市
の
事
業
と
一
体
と
な
っ
た

展
示
が
望
め
る
が
、
開
館
時
間
な
ど
の
施
設
管

理
が
課
題
で
あ
る
。
青
少
年
会
館
の
２
階
は
本

の
重
さ
に
耐
え
得
る
か
構
造
上
難
し
い
が
、
和

室
は
読
み
聞
か
せ
に
利
用
可
能
と
考
え
る
。

質
　レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
や
恵
庭
市
の
ま

ち
じ
ゅ
う
図
書
館
に
対
す
る
考
え
は
。

答
　レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、

図
書
館
の
Ｐ
Ｒ
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
検

討
し
て
い
く
。
ま
ち
じ
ゅ
う
図
書
館
に
つ
い
て

は
現
在
考
え
て
い
な
い
。

質
　新
た
な
登
別
市
が
望
む
図
書
館
像
の
検
討

は
。

答
　本
市
に
ふ
さ
わ
し
い
「
知
の
拠
点
」
と
な

る
図
書
館
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
を
目
指
し
、
各
種
懇

談
会
、
講
演
会
な
ど
で
市
民
の
声
を
集
め
た
い
。

※

※レファレンスサービス…図書館司書が調べものの参考になる本の紹介や、最適な情報を探し出す手伝いをするサービス。
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渡

辺

　
勉

若

木

康

夫

村

井

寿

行

工
　藤
　倶
二
雄

新
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

�

総
合
事
業
に
つ
い
て

サ
ン
ラ
イ
バ
ス
キ
ー
場
の

�

整
備
に
つ
い
て

防
災
対
策
に
つ
い
て

安
全
・
強
靭
・
持
続
可
能
な

�

水
道
供
給
を

　新
介
護
予
防
・
日
常
生

活
支
援
総
合
事
業
に
つ
い

て
、
近
隣
市
の
事
業
内
容

が
明
ら
か
に
な
る
中
、
本

市
の
取
り
組
み
が
一
行
に

見
え
ず
、
市
民
に
不
安
の
声
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

取
り
組
み
状
況
を
質
問
し
ま
し
た
。

　市
は
、
平
成
29
年
度
は
現
行
ど
お
り
「
訪
問

型
」
「
通
所
型
」
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

実
施
主
体
と
な
る
社
会
福
祉
協
議
会
・
事
業
所
・

連
合
町
内
会
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
と
の
意
見

交
換
会
を
重
ね
問
題
点
を
把
握
し
、
平
成
30
年

度
に
は
新
制
度
に
よ
る
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
す
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　ま
た
、
利
用
者
の
不
安
の
一
つ
で
あ
る
保
険

に
よ
る
予
防
給
付
か
ら
、
市
の
新
総
合
事
業
へ

の
移
行
に
よ
る
利
用
者
の
負
担
増
に
つ
い
て
は
、

市
か
ら
「
現
在
よ
り
利
用
者
負
担
が
増
え
る
こ

と
は
な
い
と
考
え
て
い
る
」
と
の
答
弁
で
し
た
。

　介
護
予
防
に
関
し
て
は
、
健
康
づ
く
り
と
し

て
、
ラ
ジ
オ
体
操
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
サ
ー
ク

ル
活
動
、
高
齢
者
遊
具
の
設
置
を
進
め
る
な
ど

市
の
横
断
的
な
取
り
組
み
を
奨
励
す
る
こ
と
を

提
言
し
、
介
護
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
市
民

に
知
ら
せ
る
こ
と
を
要
望
し
ま
し
た
。

質
　ス
キ
ー
場
事
業
の
運

営
に
当
た
り
、
顧
客
層
の

把
握
は
必
須
と
考
え
る
が
、

ス
キ
ー
場
利
用
者
の
分
析

は
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

答
　こ
れ
ま
で
、
利
用
人
数
や
売
上
に
つ
い
て

は
、
日
ご
と
の
集
計
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
が
、

今
後
は
委
託
先
と
協
議
し
、
利
用
実
態
の
把
握

に
努
め
て
い
き
た
い
。

質
　人
工
降
雪
機
の
再
稼
働
、
リ
フ
ト
、
コ
ー

ス
な
ど
の
拡
張
を
含
む
整
備
計
画
は
。

答
　人
工
降
雪
機
の
再
稼
働
に
関
し
て
は
修
理

費
用
、
運
用
費
用
な
ど
を
試
算
し
た
結
果
、
断

念
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
第
一
リ
フ
ト
に
つ
い
て

は
設
置
か
ら
30
年
が
経
過
し
、
修
繕
の
必
要
性

を
認
識
し
て
お
り
、
庁
内
で
協
議
し
て
い
る
。

沢
に
架
か
る
橋
と
連
絡
コ
ー
ス
は
、
今
後
改
修

と
拡
幅
を
検
討
し
た
い
。

質
　ス
キ
ー
場
が
陸
上
自
衛
隊
の
冬
期
訓
練
地

で
あ
る
こ
と
に
対
す
る
市
の
考
え
は
。

答
　例
年
、
延
べ
約
千
600
人
が
訓
練
で
ス
キ
ー

場
を
利
用
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
陸
上
自
衛

隊
の
訓
練
地
と
し
て
、
積
極
的
な
活
用
を
お
願

い
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
　休
止
中
の
第
二
リ
フ
ト
の
稼
働
と
併
せ
、

連
絡
コ
ー
ス
の
造
成
に
つ
い
て
。

答
　第
一
リ
フ
ト
の
延
長
案
や
費
用
対
効
果
を

考
慮
し
、
多
様
な
観
点
か
ら
検
討
し
た
い
。

質
　災
害
発
生
時
の
避
難

所
に
お
け
る
「
避
難
所
運

営
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
作
成
の

現
状
に
つ
い
て
、
大
規
模

な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、

特
に
避
難
所
生
活
が
長
期
間
と
な
れ
ば
、
そ
こ

が
一
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
な
り
、
避
難
者

の
自
主
的
な
運
営
が
求
め
ら
れ
る
が
、
市
の
見

解
は
。

答
　マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
は
、
一
部
着
手
し

て
い
る
も
の
の
完
成
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
避

難
者
が
良
好
な
運
営
を
行
う
に
は
必
要
な
も
の

で
あ
り
、
道
か
ら
示
さ
れ
た
基
本
手
順
書
を
参

考
に
、
今
後
作
成
を
進
め
た
い
。

質
　防
災
・
減
災
に
備
え
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
に

は
膨
大
な
予
算
が
必
要
と
な
る
が
、
長
期
的
に

事
前
の
修
繕
を
行
っ
て
い
く
こ
と
で
、
予
算
の

削
減
と
長
期
保
存
が
で
き
る
と
考
え
る
。
イ
ン

フ
ラ
整
備
に
お
け
る
新
た
な
手
法
と
し
て
、
公

共
事
業
に
お
け
る
「
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

の
導
入
に
つ
い
て
の
市
の
考
え
は
。

答
　土
木
（
道
路
・
橋
梁
な
ど
）
で
は
ア
セ
ッ

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
要
素
を
取
り
入
れ
計
画
を

し
て
お
り
、
今
後
水
道
事
業
で
は
そ
の
手
法
を

取
り
入
れ
た
更
新
を
実
施
し
て
い
く
。

　下
水
道
に
お
い
て
も
、
施
設
の
長
寿
命
化
を

図
り
な
が
ら
持
続
可
能
な
社
会
資
本
整
備
に
努

め
て
い
き
た
い
。

　給
水
人
口
が
減
る
中
、

老
朽
化
し
た
施
設
の
更
新

を
含
む
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
と
、

持
続
可
能
な
水
道
事
業
経

営
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　水
道
施
設
の
多
く
は
建
設
後
50
年
を
越
え
、

耐
用
年
数
を
迎
え
る
施
設
も
あ
り
ま
す
。

　近
年
の
自
然
災
害
で
、
導
水
管
の
露
出
に
よ

り
給
水
停
止
寸
前
に
至
っ
た
事
例
や
、
短
時
間

で
の
多
降
雨
や
台
風
な
ど
の
土
砂
流
入
に
よ
る

濁
水
、
給
水
停
止
の
判
断
を
迫
ら
れ
る
よ
う
な

状
況
下
に
お
い
て
も
、
市
内
で
は
蛇
口
を
ひ
ね

れ
ば
水
道
水
が
出
て
き
ま
す
が
、
そ
の
裏
で
は

職
員
の
大
変
な
努
力
に
よ
る
給
水
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。

　水
道
水
を
つ
く
る
工
程
で
は
、
濁
り
や
臭
気

な
ど
経
験
の
積
み
重
ね
が
な
い
と
判
断
で
き
な

い
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　ま
た
、
老
朽
管
や
施
設
維
持
の
た
め
に
汚
泥

や
取
水
口
を
ふ
さ
ぐ
落
ち
葉
な
ど
の
除
去
作
業

も
手
作
業
で
行
っ
て
お
り
、
そ
の
技
術
を
継
承

す
る
人
材
育
成
も
必
要
で
す
。

　水
道
施
設
も
予
算
が
な
く
応
急
処
置
だ
け
で

維
持
し
て
い
る
状
況
で
す
が
、
現
在
耐
震
性
に

乏
し
い
施
設
は
、
随
時
更
新
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
健
全
な
財
政
計

画
を
立
て
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

※

※アセットマネジメント…将来的な損傷・劣化などを予測・把握し、最も費用対効果の高い維持管理を行う考え方。
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戸

井

　
肇

土
日
は
中
学
校
の
部
活
動
も

�

休
み
に
し
て
は

質
　中
学
校
で
は
さ
ま
ざ

ま
な
部
活
動
が
行
わ
れ
て

お
り
、
生
徒
が
目
標
に
向

か
い
練
習
に
汗
す
る
姿
は

素
晴
ら
し
い
も
の
で
あ
り
、

異
年
齢
の
交
流
な
ど
、
通
常
の
学
級
活
動
で
得

る
こ
と
の
で
き
な
い
教
育
的
効
果
が
あ
る
。

　部
活
動
に
つ
い
て
は
、
教
員
の
時
間
外
勤
務

の
縮
減
を
目
的
と
し
て
、
道
教
委
か
ら
週
一
日

程
度
は
休
養
日
を
設
け
る
こ
と
と
の
方
針
が
示

さ
れ
て
い
る
。

　し
か
し
な
が
ら
、
多
く
の
部
活
動
で
は
休
日

に
練
習
を
行
い
、
平
日
に
休
養
日
を
設
け
て
い

る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　部
活
動
の
顧
問
と
な
っ
て
い
る
教
員
は
、
休

養
や
授
業
の
研
究
に
充
て
る
時
間
の
確
保
が
難

し
い
こ
と
、
ま
た
生
徒
に
お
い
て
も
、
家
族
と

過
ご
す
時
間
が
確
保
で
き
な
い
現
状
で
あ
る
。

　最
低
で
も
土
曜
ま
た
は
日
曜
の
い
ず
れ
か
一

日
を
部
活
動
の
休
養
日
と
す
る
よ
う
教
育
委
員

会
か
ら
学
校
に
提
案
で
き
な
い
か
。

答
　部
活
動
の
顧
問
は
生
徒
の
状
況
を
見
て
適

時
休
養
日
を
設
定
し
て
い
る
。
ま
た
施
設
の
割

り
当
て
な
ど
も
あ
り
、
休
養
日
を
土
曜
・
日
曜

に
設
定
し
て
し
ま
う
と
、
か
え
っ
て
活
動
し
に

く
く
な
る
こ
と
か
ら
、
週
一
日
程
度
の
休
養
と

い
う
現
状
の
指
導
を
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

　農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律

の
改
正
に
よ
り
、
委
員
の
公
選
制

を
廃
止
し
市
長
が
議
会
の
同
意
を

得
て
任
命
す
る
こ
と
や
委
員
の
定

数
を
条
例
で
定
め
る
こ
と
と
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
「
登
別
市
農
業
委

員
会
の
委
員
の
定
数
に
関
す
る
条

例
」
を
制
定
す
る
議
案
が
上
程
さ

れ
ま
し
た
。

　本
委
員
会
で
は
、
過
去
の
農
業

委
員
会
委
員
選
挙
の
状
況
、
委
員

の
条
件
と
し
て
盛
り
込
ま
れ
た

「
農
業
者
以
外
の
中
立
公
正
な
判

　災
害
遺
児
手
当
支
給
条
例
に
つ

い
て
、
条
例
制
定
当
時
と
比
べ
災

害
事
故
に
よ
る
死
亡
者
数
が
大
幅

に
減
少
し
て
い
る
こ
と
や
、
年
金

制
度
な
ら
び
に
児
童
扶
養
手
当
の

拡
充
な
ど
他
法
・
他
施
策
に
よ
る

社
会
保
障
制
度
が
充
実
し
て
き
て

い
る
こ
と
を
理
由
に
、
市
は
条
例

の
廃
止
を
提
案
し
ま
し
た
。

　そ
れ
に
対
し
て
本
委
員
会
の
委

員
か
ら
は
、
①
住
民
に
対
し
て
細

や
か
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の

構
築
を
課
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

断
が
で
き
る
者
」
の
選
任
基
準
な

ど
に
つ
い
て
質
疑
を
行
い
、
審
査

の
結
果
、
全
会
一
致
で
本
議
案
を

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　な
お
、
附
帯
決
議
と
し
て
「
改

正
後
の
農
業
委
員
会
制
度
に
お
け

る
農
業
委
員
の
選
出
に
当
た
っ
て

は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

に
向
け
、
女
性
の
登
用
を
積
極
的

に
図
る
こ
と
を
望
む
」
と
付
す
こ

と
を
全
会
一
致
で
決
定
し
ま
し
た
。

�

（
米
田
）

②
条
例
を
廃
止
す
る
必
然
性
が
認

め
ら
れ
な
い
。
③
条
例
の
施
行
規

則
に
お
い
て
、
ほ
か
の
法
律
や
制

度
で
補
償
内
容
が
全
て
補
わ
れ
て

い
る
と
す
る
具
体
的
な
説
明
が
不

足
し
て
い
る
。
④
行
財
政
改
革
の

効
果
に
乏
し
い
。
な
ど
の
意
見
が

出
さ
れ
、
全
会
一
致
で
提
案
を
否

決
し
ま
し
た
。

　今
後
、
本
委
員
会
で
は
、
本
条

例
に
つ
い
て
詳
細
な
検
証
を
行
う

予
定
で
す
。

�

（
渡
辺
）

市からの提案議案を13年ぶりに否決
生活・福祉委員会　付託案件審査

農業委員への女性登用を求め議案を可決
観光・経済委員会　付託案件審査

平成28年第４回定例会における議案の賛否状況（挙手採決議案のみ掲載）

議　案 賛成議員 反対議員 結果

平成27年度登別市一般
会計歳入歳出決算の認
定について 井野、小栗

木村、工藤
杉尾、千田
　辻、戸井
成田、二瓶
松山、宮武
村井、米田
若木　　　

渡辺、佐々木 認定
平成27年度登別市国民
健康保険特別会計歳入
歳出決算の認定につい
て

平成27年度登別市介護
保険特別会計歳入歳出
決算の認定について

議　案 賛成議員 反対議員 結果

登別市廃棄物
の再利用及び
処理に関する
条例の一部改
正について

井野、小栗、木村
工藤、杉尾、千田
　辻、戸井、成田
二瓶、松山、宮武
村井、米田、若木

渡辺、佐々木 可決

登別市災害遺
児手当支給条
例の廃止につ
いて

なし

井野、小栗、木村
工藤、佐々木　　
杉尾、千田、辻　
戸井、成田、二瓶
松山、宮武、村井
米田、若木、渡辺

否決

※セーフティーネット…万一の事態に備えて網の目のように救済策を張り、安全や安心を提供する社会保障などの仕組み。

※

38� 議会だより　でぃすかす



渡

辺

　
勉

若

木

康

夫

村

井

寿

行

工
　藤
　倶
二
雄

新
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

�

総
合
事
業
に
つ
い
て

サ
ン
ラ
イ
バ
ス
キ
ー
場
の

�

整
備
に
つ
い
て

防
災
対
策
に
つ
い
て

安
全
・
強
靭
・
持
続
可
能
な

�

水
道
供
給
を

　新
介
護
予
防
・
日
常
生

活
支
援
総
合
事
業
に
つ
い

て
、
近
隣
市
の
事
業
内
容

が
明
ら
か
に
な
る
中
、
本

市
の
取
り
組
み
が
一
行
に

見
え
ず
、
市
民
に
不
安
の
声
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

取
り
組
み
状
況
を
質
問
し
ま
し
た
。

　市
は
、
平
成
29
年
度
は
現
行
ど
お
り
「
訪
問

型
」
「
通
所
型
」
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

実
施
主
体
と
な
る
社
会
福
祉
協
議
会
・
事
業
所
・

連
合
町
内
会
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
と
の
意
見

交
換
会
を
重
ね
問
題
点
を
把
握
し
、
平
成
30
年

度
に
は
新
制
度
に
よ
る
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
す
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　ま
た
、
利
用
者
の
不
安
の
一
つ
で
あ
る
保
険

に
よ
る
予
防
給
付
か
ら
、
市
の
新
総
合
事
業
へ

の
移
行
に
よ
る
利
用
者
の
負
担
増
に
つ
い
て
は
、

市
か
ら
「
現
在
よ
り
利
用
者
負
担
が
増
え
る
こ

と
は
な
い
と
考
え
て
い
る
」
と
の
答
弁
で
し
た
。

　介
護
予
防
に
関
し
て
は
、
健
康
づ
く
り
と
し

て
、
ラ
ジ
オ
体
操
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
サ
ー
ク

ル
活
動
、
高
齢
者
遊
具
の
設
置
を
進
め
る
な
ど

市
の
横
断
的
な
取
り
組
み
を
奨
励
す
る
こ
と
を

提
言
し
、
介
護
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
市
民

に
知
ら
せ
る
こ
と
を
要
望
し
ま
し
た
。

質
　ス
キ
ー
場
事
業
の
運

営
に
当
た
り
、
顧
客
層
の

把
握
は
必
須
と
考
え
る
が
、

ス
キ
ー
場
利
用
者
の
分
析

は
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

答
　こ
れ
ま
で
、
利
用
人
数
や
売
上
に
つ
い
て

は
、
日
ご
と
の
集
計
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
が
、

今
後
は
委
託
先
と
協
議
し
、
利
用
実
態
の
把
握

に
努
め
て
い
き
た
い
。

質
　人
工
降
雪
機
の
再
稼
働
、
リ
フ
ト
、
コ
ー

ス
な
ど
の
拡
張
を
含
む
整
備
計
画
は
。

答
　人
工
降
雪
機
の
再
稼
働
に
関
し
て
は
修
理

費
用
、
運
用
費
用
な
ど
を
試
算
し
た
結
果
、
断

念
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
第
一
リ
フ
ト
に
つ
い
て

は
設
置
か
ら
30
年
が
経
過
し
、
修
繕
の
必
要
性

を
認
識
し
て
お
り
、
庁
内
で
協
議
し
て
い
る
。

沢
に
架
か
る
橋
と
連
絡
コ
ー
ス
は
、
今
後
改
修

と
拡
幅
を
検
討
し
た
い
。

質
　ス
キ
ー
場
が
陸
上
自
衛
隊
の
冬
期
訓
練
地

で
あ
る
こ
と
に
対
す
る
市
の
考
え
は
。

答
　例
年
、
延
べ
約
千
600
人
が
訓
練
で
ス
キ
ー

場
を
利
用
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
陸
上
自
衛

隊
の
訓
練
地
と
し
て
、
積
極
的
な
活
用
を
お
願

い
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
　休
止
中
の
第
二
リ
フ
ト
の
稼
働
と
併
せ
、

連
絡
コ
ー
ス
の
造
成
に
つ
い
て
。

答
　第
一
リ
フ
ト
の
延
長
案
や
費
用
対
効
果
を

考
慮
し
、
多
様
な
観
点
か
ら
検
討
し
た
い
。

質
　災
害
発
生
時
の
避
難

所
に
お
け
る
「
避
難
所
運

営
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
作
成
の

現
状
に
つ
い
て
、
大
規
模

な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、

特
に
避
難
所
生
活
が
長
期
間
と
な
れ
ば
、
そ
こ

が
一
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
な
り
、
避
難
者

の
自
主
的
な
運
営
が
求
め
ら
れ
る
が
、
市
の
見

解
は
。

答
　マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
は
、
一
部
着
手
し

て
い
る
も
の
の
完
成
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
避

難
者
が
良
好
な
運
営
を
行
う
に
は
必
要
な
も
の

で
あ
り
、
道
か
ら
示
さ
れ
た
基
本
手
順
書
を
参

考
に
、
今
後
作
成
を
進
め
た
い
。

質
　防
災
・
減
災
に
備
え
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
に

は
膨
大
な
予
算
が
必
要
と
な
る
が
、
長
期
的
に

事
前
の
修
繕
を
行
っ
て
い
く
こ
と
で
、
予
算
の

削
減
と
長
期
保
存
が
で
き
る
と
考
え
る
。
イ
ン

フ
ラ
整
備
に
お
け
る
新
た
な
手
法
と
し
て
、
公

共
事
業
に
お
け
る
「
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

の
導
入
に
つ
い
て
の
市
の
考
え
は
。

答
　土
木
（
道
路
・
橋
梁
な
ど
）
で
は
ア
セ
ッ

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
要
素
を
取
り
入
れ
計
画
を

し
て
お
り
、
今
後
水
道
事
業
で
は
そ
の
手
法
を

取
り
入
れ
た
更
新
を
実
施
し
て
い
く
。

　下
水
道
に
お
い
て
も
、
施
設
の
長
寿
命
化
を

図
り
な
が
ら
持
続
可
能
な
社
会
資
本
整
備
に
努

め
て
い
き
た
い
。

　給
水
人
口
が
減
る
中
、

老
朽
化
し
た
施
設
の
更
新

を
含
む
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
と
、

持
続
可
能
な
水
道
事
業
経

営
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　水
道
施
設
の
多
く
は
建
設
後
50
年
を
越
え
、

耐
用
年
数
を
迎
え
る
施
設
も
あ
り
ま
す
。

　近
年
の
自
然
災
害
で
、
導
水
管
の
露
出
に
よ

り
給
水
停
止
寸
前
に
至
っ
た
事
例
や
、
短
時
間

で
の
多
降
雨
や
台
風
な
ど
の
土
砂
流
入
に
よ
る

濁
水
、
給
水
停
止
の
判
断
を
迫
ら
れ
る
よ
う
な

状
況
下
に
お
い
て
も
、
市
内
で
は
蛇
口
を
ひ
ね

れ
ば
水
道
水
が
出
て
き
ま
す
が
、
そ
の
裏
で
は

職
員
の
大
変
な
努
力
に
よ
る
給
水
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。

　水
道
水
を
つ
く
る
工
程
で
は
、
濁
り
や
臭
気

な
ど
経
験
の
積
み
重
ね
が
な
い
と
判
断
で
き
な

い
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　ま
た
、
老
朽
管
や
施
設
維
持
の
た
め
に
汚
泥

や
取
水
口
を
ふ
さ
ぐ
落
ち
葉
な
ど
の
除
去
作
業

も
手
作
業
で
行
っ
て
お
り
、
そ
の
技
術
を
継
承

す
る
人
材
育
成
も
必
要
で
す
。

　水
道
施
設
も
予
算
が
な
く
応
急
処
置
だ
け
で

維
持
し
て
い
る
状
況
で
す
が
、
現
在
耐
震
性
に

乏
し
い
施
設
は
、
随
時
更
新
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
も
健
全
な
財
政
計

画
を
立
て
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

※

※アセットマネジメント…将来的な損傷・劣化などを予測・把握し、最も費用対効果の高い維持管理を行う考え方。

一 般 質 問

戸

井

　
肇

土
日
は
中
学
校
の
部
活
動
も

�

休
み
に
し
て
は

質
　中
学
校
で
は
さ
ま
ざ

ま
な
部
活
動
が
行
わ
れ
て

お
り
、
生
徒
が
目
標
に
向

か
い
練
習
に
汗
す
る
姿
は

素
晴
ら
し
い
も
の
で
あ
り
、

異
年
齢
の
交
流
な
ど
、
通
常
の
学
級
活
動
で
得

る
こ
と
の
で
き
な
い
教
育
的
効
果
が
あ
る
。

　部
活
動
に
つ
い
て
は
、
教
員
の
時
間
外
勤
務

の
縮
減
を
目
的
と
し
て
、
道
教
委
か
ら
週
一
日

程
度
は
休
養
日
を
設
け
る
こ
と
と
の
方
針
が
示

さ
れ
て
い
る
。

　し
か
し
な
が
ら
、
多
く
の
部
活
動
で
は
休
日

に
練
習
を
行
い
、
平
日
に
休
養
日
を
設
け
て
い

る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　部
活
動
の
顧
問
と
な
っ
て
い
る
教
員
は
、
休

養
や
授
業
の
研
究
に
充
て
る
時
間
の
確
保
が
難

し
い
こ
と
、
ま
た
生
徒
に
お
い
て
も
、
家
族
と

過
ご
す
時
間
が
確
保
で
き
な
い
現
状
で
あ
る
。

　最
低
で
も
土
曜
ま
た
は
日
曜
の
い
ず
れ
か
一

日
を
部
活
動
の
休
養
日
と
す
る
よ
う
教
育
委
員

会
か
ら
学
校
に
提
案
で
き
な
い
か
。

答
　部
活
動
の
顧
問
は
生
徒
の
状
況
を
見
て
適

時
休
養
日
を
設
定
し
て
い
る
。
ま
た
施
設
の
割

り
当
て
な
ど
も
あ
り
、
休
養
日
を
土
曜
・
日
曜

に
設
定
し
て
し
ま
う
と
、
か
え
っ
て
活
動
し
に

く
く
な
る
こ
と
か
ら
、
週
一
日
程
度
の
休
養
と

い
う
現
状
の
指
導
を
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

　農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律

の
改
正
に
よ
り
、
委
員
の
公
選
制

を
廃
止
し
市
長
が
議
会
の
同
意
を

得
て
任
命
す
る
こ
と
や
委
員
の
定

数
を
条
例
で
定
め
る
こ
と
と
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
「
登
別
市
農
業
委

員
会
の
委
員
の
定
数
に
関
す
る
条

例
」
を
制
定
す
る
議
案
が
上
程
さ

れ
ま
し
た
。

　本
委
員
会
で
は
、
過
去
の
農
業

委
員
会
委
員
選
挙
の
状
況
、
委
員

の
条
件
と
し
て
盛
り
込
ま
れ
た

「
農
業
者
以
外
の
中
立
公
正
な
判

　災
害
遺
児
手
当
支
給
条
例
に
つ

い
て
、
条
例
制
定
当
時
と
比
べ
災

害
事
故
に
よ
る
死
亡
者
数
が
大
幅

に
減
少
し
て
い
る
こ
と
や
、
年
金

制
度
な
ら
び
に
児
童
扶
養
手
当
の

拡
充
な
ど
他
法
・
他
施
策
に
よ
る

社
会
保
障
制
度
が
充
実
し
て
き
て

い
る
こ
と
を
理
由
に
、
市
は
条
例

の
廃
止
を
提
案
し
ま
し
た
。

　そ
れ
に
対
し
て
本
委
員
会
の
委

員
か
ら
は
、
①
住
民
に
対
し
て
細

や
か
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の

構
築
を
課
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

断
が
で
き
る
者
」
の
選
任
基
準
な

ど
に
つ
い
て
質
疑
を
行
い
、
審
査

の
結
果
、
全
会
一
致
で
本
議
案
を

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　な
お
、
附
帯
決
議
と
し
て
「
改

正
後
の
農
業
委
員
会
制
度
に
お
け

る
農
業
委
員
の
選
出
に
当
た
っ
て

は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

に
向
け
、
女
性
の
登
用
を
積
極
的

に
図
る
こ
と
を
望
む
」
と
付
す
こ

と
を
全
会
一
致
で
決
定
し
ま
し
た
。

�
（
米
田
）

②
条
例
を
廃
止
す
る
必
然
性
が
認

め
ら
れ
な
い
。
③
条
例
の
施
行
規

則
に
お
い
て
、
ほ
か
の
法
律
や
制

度
で
補
償
内
容
が
全
て
補
わ
れ
て

い
る
と
す
る
具
体
的
な
説
明
が
不

足
し
て
い
る
。
④
行
財
政
改
革
の

効
果
に
乏
し
い
。
な
ど
の
意
見
が

出
さ
れ
、
全
会
一
致
で
提
案
を
否

決
し
ま
し
た
。

　今
後
、
本
委
員
会
で
は
、
本
条

例
に
つ
い
て
詳
細
な
検
証
を
行
う

予
定
で
す
。

�

（
渡
辺
）

市からの提案議案を13年ぶりに否決
生活・福祉委員会　付託案件審査

農業委員への女性登用を求め議案を可決
観光・経済委員会　付託案件審査

平成28年第４回定例会における議案の賛否状況（挙手採決議案のみ掲載）

議　案 賛成議員 反対議員 結果

平成27年度登別市一般
会計歳入歳出決算の認
定について 井野、小栗

木村、工藤
杉尾、千田
　辻、戸井
成田、二瓶
松山、宮武
村井、米田
若木　　　

渡辺、佐々木 認定
平成27年度登別市国民
健康保険特別会計歳入
歳出決算の認定につい
て

平成27年度登別市介護
保険特別会計歳入歳出
決算の認定について

議　案 賛成議員 反対議員 結果

登別市廃棄物
の再利用及び
処理に関する
条例の一部改
正について

井野、小栗、木村
工藤、杉尾、千田
　辻、戸井、成田
二瓶、松山、宮武
村井、米田、若木

渡辺、佐々木 可決

登別市災害遺
児手当支給条
例の廃止につ
いて

なし

井野、小栗、木村
工藤、佐々木　　
杉尾、千田、辻　
戸井、成田、二瓶
松山、宮武、村井
米田、若木、渡辺

否決

※セーフティーネット…万一の事態に備えて網の目のように救済策を張り、安全や安心を提供する社会保障などの仕組み。

※
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質
　地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
維
持
管
理
経
費

の
ケ
ー
ブ
ル
架
け
替
え
費
用
は
年
度
当
初
に

予
算
化
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

答
　電
柱
所
有
者
の
事
業
方
針
で
更
新
す
る

電
柱
の
対
象
を
決
定
す
る
こ
と
か
ら
、
予
算

作
成
時
は
対
象
数
が
わ
か
ら
ず
、
年
度
当
初

で
の
予
算
化
は
難
し
い
。

質
　通
信
事
業
者
専
用
線
へ
の
切
り
替
え
は
。

答
　比
較
検
討
し
た
が
、
現
状
の
方
が
安
価

で
あ
っ
た
。

戸

　井

　
　
　肇

　地
域
介
護
・
福
祉
空
間
整
備
等
施
設
整
備

補
助
金
に
お
い
て
、
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
は
、
今
回
で
未
設

置
の
１
施
設
が
完
了
し
ま
す
。

　ま
た
、
防
犯
カ
メ
ラ
も
併
せ
て
設
置
し
ま

し
た
が
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
義
務
は
な
く
、

市
は
設
置
状
況
を
把
握
し
て
い
な
い
た
め
、

今
後
は
把
握
と
補
助
金
制
度
を
他
事
業
主
に

も
推
奨
す
る
よ
う
提
案
し
ま
し
た
。

千

　田

　文

　孝

　登
別
中
学
校
便
所
洋
式
化
事
業
費
に
つ
い

て
、
夏
休
み
中
に
工
事
し
、
２
階
便
所
は
２

学
期
か
ら
使
用
で
き
る
予
定
で
す
が
、
１
階

便
所
は
完
成
で
き
な
い
可
能
性
が
あ
る
た
め

仮
設
便
所
を
設
置
し
ま
す
。

　ま
た
、
洋
式
化
さ
れ
て
い
な
い
幌
別
中
学

校
は
、
平
成
32
年
の
耐
震
化
工
事
に
併
せ
て

洋
式
化
さ
れ
ま
す
。

井

　野

　正

　臣

　毎
年
恒
例
の
白
老
町
議
会

と
の
議
員
研
修
会
を
昨
年
11

月
17
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　初
め
に
、
青
森
中
央
学
院

大
学
よ
り
佐
藤
淳
准
教
授
を

講
師
に
お
招
き
し
、
「
対
話

で
創
る
議
会
か
ら
の
地
方
創

生
～
議
会
改
革
第
２
ス
テ
ー

ジ
に
向
け
て
～
」
と
題
し
、

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　そ
の
後
、
「
白
老
・
登
別

へ
の
誘
客
大
作
戦
！
～
２
０

２
０
年

　国
立
ア
イ
ヌ
民
族

博
物
館
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て

～
」
を
テ
ー
マ
に
、
ワ
ー
ル

ド
・
カ
フ
ェ
の
実
践
を
行
い

ま
し
た
。

　登
別
市
議
会
で
は
、
議
会

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
な
ど
を

通
じ
て
、
市
民
と
の
対
話
を

よ
り
重
視
し
た
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

　平
成
28
年
10
月
25
日
か
ら
27
日
の
３
日
間

の
日
程
で
予
算
・
決
算
委
員
会
を
開
催
し
、

平
成
27
年
度
の
各
会
計
決
算
に
係
る
議
案
す

べ
て
を
原
案
の
と
お
り
認
定
し
ま
し
た
。

　議
会
は
、
前
年
度
の
予
算
が
適
正
に
執
行

さ
れ
た
か
を
審
査
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
行

政
効
果
や
経
済
効
果
を
審
査
し
、
市
民
の
代

弁
者
と
し
て
執
行
状
況
を
評
価
し
ま
す
。

　決
算
の
審
査
結
果
は
、
後
年
度
の
予
算
編

成
や
行
財
政
運
営
の
改
善
に
役
立
て
る
た
め
、

極
め
て
重
要
な
意
義
が
あ
り
ま
す
。

　41
～
42
ペ
ー
ジ
に
各
委
員
の
質
疑
の
内
容

の
一
部
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　今
回
、
住
民
と
の
「
会
話
」

と
「
対
話
」
、
「
議
論
」
の

違
い
を
理
解
し
、
対
話
の
重

要
性
を
再
認
識
で
き
た
こ
と

は
非
常
に
有
益
で
し
た
。

　ま
た
、
対
話
手
法
の
一
つ

で
あ
る
「
ワ
ー
ル
ド
・
カ

フ
ェ
」
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
学
習

し
ま
し
た
の
で
、
今
後
の
意

見
交
換
な
ど
で
そ
れ
ら
を
活

用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
市

民
と
の
協
働
を
よ
り
一
層
深

め
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

�
（
松
山
）

有益だった「対話」を学ぶ合同研修会
平成28年度白老町議会・登別市議会議員研修会

予算・決算委員会（平成27年度決算審査）

　「
言
語
障
が
い
教
育
」
を
中
心
と
し
た
役

割
を
持
つ
「
こ
と
ば
の
教
室
」
に
お
い
て
、

現
在
の
人
員
配
置
で
は
保
護
者
な
ど
へ
の
相

談
支
援
に
十
分
に
対
応
し
き
れ
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
小
学
生
は
通
っ
て
い
る
学
校
の
授
業

を
抜
け
て
、
幌
別
小
学
校
ま
で
移
動
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
負
担
感
が
大

き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　平
成
30
年
度
を
目
標
に
、
鷲
別
小
学
校
に

も
教
室
を
追
加
開
設
で
き
る
よ
う
、
北
海
道

に
教
員
配
置
を
要
請
し
て
い
く
意
向
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

　国
民
健
康
保
険
税
の
収
納
率
が
全
道
34
市

中
32
位
の
実
情
と
そ
の
改
善
の
取
り
組
み
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
ル
ー
ル
の
確
認
、

特
定
健
康
診
査
以
外
の
保
険
事
業
や
各
種
健

康
診
査
、
予
防
接
種
な
ど
の
さ
ら
な
る
改
善

を
要
望
し
ま
し
た
。

　防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業
は
６
年
間
の
時

限
事
業
で
、
終
了
時
に
は
普
及
率
52
・
１
％

と
な
り
ま
す
。
温
暖
化
防
止
や
電
気
料
金
軽

減
、
防
犯
対
策
の
市
民
負
担
の
公
平
性
な
ど

を
考
慮
す
る
と
、
事
業
の
継
続
を
検
討
す
べ

き
と
提
案
し
ま
し
た
。

質
　観
光
施
設
維
持
管
理
経
費
に
つ
い
て
、

新
登
別
大
橋
は
、
登
別
温
泉
と
札
内
地
区
を

経
て
、
幌
別
地
区
へ
と
結
ぶ
重
要
な
幹
線
で

あ
る
。
大
橋
か
ら
の
北
海
道
ら
し
い
眺
め
は
、

登
別
が
誇
る
景
勝
地
で
も
あ
る
。
し
か
し
、

周
辺
は
荒
れ
放
題
で
ト
イ
レ
は
故
障
中
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
周
辺
整
備
を
北
海
道
へ
強
く

要
望
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
　以
前
か
ら
の
要
望
が
実
り
、
来
年
度
一

部
で
は
あ
る
が
草
刈
り
な
ど
を
行
う
旨
の
連

絡
を
北
海
道
か
ら
い
た
だ
い
た
。

　本
市
に
お
け
る
除
雪
体
制
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。
業
者
数
や
除
雪
機
械
の
台
数
に

つ
い
て
は
大
き
な
変
動
は
な
い
も
の
の
、
今

後
は
運
転
手
不
足
や
機
械
の
老
朽
化
な
ど
に

よ
り
、
業
者
数
の
減
少
が
考
え
ら
れ
る
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　運
転
手
の
確
保
に
つ
い
て
、
以
前
除
雪
作

業
に
従
事
し
、
現
在
は
現
役
を
引
退
さ
れ
た

方
の
中
に
、
「
除
雪
作
業
の
お
手
伝
い
を
し

た
い
」
と
の
声
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
検
討
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
要
望
し
ま
し
た
。

　複
数
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
た
中
で
、

特
に
注
目
し
た
の
は
、
「
児
童
生
徒
ス
ポ
ー

ツ
振
興
助
成
金
」
に
つ
い
て
で
し
た
。
こ
の

制
度
は
ス
ポ
ー
ツ
選
手
育
成
を
目
的
に
、
全

道
・
全
国
大
会
出
場
に
向
け
、
活
動
費
の
一

部
を
負
担
す
る
制
度
で
す
。

　今
後
も
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
育
成
・
強
化
に

向
け
、
さ
ら
な
る
内
容
や
環
境
の
充
実
化
と
、

制
度
を
広
く
普
及
さ
せ
て
、
多
く
の
子
ど
も

た
ち
が
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
み
や
す
い
環
境

づ
く
り
を
行
う
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

質
　文
化
財
を
紹
介
す
る
看
板
の
数
は
。

答
　登
別
温
泉
地
区
が
３
カ
所
、
登
別
地
区

が
６
カ
所
、
幌
別
地
区
が
７
カ
所
、
鷲
別
地

区
が
３
カ
所
と
な
っ
て
い
る
。

質
　市
内
に
文
化
財
を
紹
介
す
る
看
板
が
19

カ
所
と
い
う
こ
と
だ
が
、
劣
化
な
ど
に
よ
り

文
字
が
見
え
に
く
い
も
の
は
な
い
の
か
。

答
　老
朽
化
が
進
ん
だ
看
板
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
修
繕
の
必
要
性
を
判
断
し
、
既
設
看
板

の
修
繕
を
行
っ
て
い
く
。
本
市
の
歴
史
を
知

り
、
触
れ
る
機
会
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　学
校
給
食
事
業
特
別
会
計
に
つ
い
て
、
平

成
27
年
度
給
食
費
の
収
納
率
は
現
年
分
が

98
・
83
％
で
対
前
年
度
比
０
・
38
ポ
イ
ン
ト

増
加
し
ま
し
た
。
滞
納
繰
越
分
も
28
・
73
％

で
対
前
年
度
比
０
・
９
ポ
イ
ン
ト
の
増
加
と

な
り
ま
し
た
。

　私
は
、
毎
年
増
え
続
け
る
滞
納
繰
越
分
と

と
も
に
、
現
年
分
未
納
額
に
つ
い
て
も
初
期

か
ら
の
収
納
対
応
の
取
り
組
み
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。
未
納
と
な
る
原
因
を
把
握

し
、
早
期
解
決
に
向
け
た
収
納
対
策
の
強
化

を
要
望
し
ま
し
た
。

　ス
キ
ー
場
事
業
費
全
般
、
北
海
道
日
本
ハ

ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
応
援
大
使
事
業
費
、
防
災

対
策
強
化
事
業
費
、
地
域
生
活
支
援
事
業
費
、

リ
サ
イ
ク
ル
・
啓
発
経
費
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
普
及
促
進
事
業
費
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
発
行
事
業
費
、
公
園
維
持
管
理
経
費
、

図
書
館
運
営
管
理
経
費
な
ど
、
幅
広
く
追
及

し
ま
し
た
。

　ま
た
、
歳
出
の
決
算
額
が
約
200
億
円
に
も

上
る
こ
と
か
ら
、
各
事
業
が
適
正
に
運
営
さ

れ
て
い
る
か
、
成
果
や
対
応
策
も
併
せ
て
質

問
し
ま
し
た
。

辻

　
弘

之

千

田

文

孝

渡

辺

　
勉

小

栗

義

朗

宮

武

祥

子

佐
々
木

　久
美
子

村

井

寿

行

工
　藤
　倶
二
雄

こ
と
ば
の
教
室
の
追
加
開
設
に

�

向
け
て

国
保
税
収
納
率
改
善
、

�

防
犯
灯
事
業
継
続
を

新
登
別
大
橋
展
望
台
・

�

駐
車
場
周
辺
の
整
備
を

本
市
の
除
雪
体
制
に
つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ
選
手
を
取
り
巻
く

�

環
境
の
充
実
を
！

文
化
財
保
護
経
費
に
つ
い
て

給
食
費
の
収
納
対
策
に
つ
い
て

年
々
増
加
傾
向
の
あ
る
決
算

40� 議会だより　でぃすかす
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の
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ル
架
け
替
え
費
用
は
年
度
当
初
に

予
算
化
で
き
な
か
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た
の
か
。
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柱
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有
者
の
事
業
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針
で
更
新
す
る

電
柱
の
対
象
を
決
定
す
る
こ
と
か
ら
、
予
算

作
成
時
は
対
象
数
が
わ
か
ら
ず
、
年
度
当
初

で
の
予
算
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は
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し
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。

質
　通
信
事
業
者
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え
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答
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が
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現
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の
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が
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で
あ
っ
た
。

戸

　井

　
　
　肇

　地
域
介
護
・
福
祉
空
間
整
備
等
施
設
整
備

補
助
金
に
お
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て
、
設
置
が
義
務
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け
ら
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て
い
る
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
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は
、
今
回
で
未
設

置
の
１
施
設
が
完
了
し
ま
す
。

　ま
た
、
防
犯
カ
メ
ラ
も
併
せ
て
設
置
し
ま

し
た
が
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
義
務
は
な
く
、

市
は
設
置
状
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を
把
握
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て
い
な
い
た
め
、

今
後
は
把
握
と
補
助
金
制
度
を
他
事
業
主
に

も
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す
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よ
う
提
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し
ま
し
た
。

千
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　文
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別
中
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所
洋
式
化
事
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費
に
つ
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て
、
夏
休
み
中
に
工
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し
、
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便
所
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学
期
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で
き
る
予
定
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す
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所
は
完
成
で
き
な
い
可
能
性
が
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た
め
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な
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学
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は
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成
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の
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化
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事
に
併
せ
て

洋
式
化
さ
れ
ま
す
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　臣

　毎
年
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の
白
老
町
議
会

と
の
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員
研
修
会
を
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年
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月
17
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　初
め
に
、
青
森
中
央
学
院

大
学
よ
り
佐
藤
淳
准
教
授
を

講
師
に
お
招
き
し
、
「
対
話

で
創
る
議
会
か
ら
の
地
方
創

生
～
議
会
改
革
第
２
ス
テ
ー

ジ
に
向
け
て
～
」
と
題
し
、

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　そ
の
後
、
「
白
老
・
登
別

へ
の
誘
客
大
作
戦
！
～
２
０

２
０
年

　国
立
ア
イ
ヌ
民
族

博
物
館
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て

～
」
を
テ
ー
マ
に
、
ワ
ー
ル

ド
・
カ
フ
ェ
の
実
践
を
行
い

ま
し
た
。

　登
別
市
議
会
で
は
、
議
会

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
な
ど
を

通
じ
て
、
市
民
と
の
対
話
を

よ
り
重
視
し
た
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

　平
成
28
年
10
月
25
日
か
ら
27
日
の
３
日
間

の
日
程
で
予
算
・
決
算
委
員
会
を
開
催
し
、

平
成
27
年
度
の
各
会
計
決
算
に
係
る
議
案
す

べ
て
を
原
案
の
と
お
り
認
定
し
ま
し
た
。

　議
会
は
、
前
年
度
の
予
算
が
適
正
に
執
行

さ
れ
た
か
を
審
査
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
行

政
効
果
や
経
済
効
果
を
審
査
し
、
市
民
の
代

弁
者
と
し
て
執
行
状
況
を
評
価
し
ま
す
。

　決
算
の
審
査
結
果
は
、
後
年
度
の
予
算
編

成
や
行
財
政
運
営
の
改
善
に
役
立
て
る
た
め
、

極
め
て
重
要
な
意
義
が
あ
り
ま
す
。

　41
～
42
ペ
ー
ジ
に
各
委
員
の
質
疑
の
内
容

の
一
部
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　今
回
、
住
民
と
の
「
会
話
」

と
「
対
話
」
、
「
議
論
」
の

違
い
を
理
解
し
、
対
話
の
重

要
性
を
再
認
識
で
き
た
こ
と

は
非
常
に
有
益
で
し
た
。

　ま
た
、
対
話
手
法
の
一
つ

で
あ
る
「
ワ
ー
ル
ド
・
カ

フ
ェ
」
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
学
習

し
ま
し
た
の
で
、
今
後
の
意

見
交
換
な
ど
で
そ
れ
ら
を
活

用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
市

民
と
の
協
働
を
よ
り
一
層
深

め
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

�

（
松
山
）

有益だった「対話」を学ぶ合同研修会
平成28年度白老町議会・登別市議会議員研修会

予算・決算委員会（平成27年度決算審査）

　「
言
語
障
が
い
教
育
」
を
中
心
と
し
た
役

割
を
持
つ
「
こ
と
ば
の
教
室
」
に
お
い
て
、

現
在
の
人
員
配
置
で
は
保
護
者
な
ど
へ
の
相

談
支
援
に
十
分
に
対
応
し
き
れ
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
小
学
生
は
通
っ
て
い
る
学
校
の
授
業

を
抜
け
て
、
幌
別
小
学
校
ま
で
移
動
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
負
担
感
が
大

き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　平
成
30
年
度
を
目
標
に
、
鷲
別
小
学
校
に

も
教
室
を
追
加
開
設
で
き
る
よ
う
、
北
海
道

に
教
員
配
置
を
要
請
し
て
い
く
意
向
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

　国
民
健
康
保
険
税
の
収
納
率
が
全
道
34
市

中
32
位
の
実
情
と
そ
の
改
善
の
取
り
組
み
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
ル
ー
ル
の
確
認
、

特
定
健
康
診
査
以
外
の
保
険
事
業
や
各
種
健

康
診
査
、
予
防
接
種
な
ど
の
さ
ら
な
る
改
善

を
要
望
し
ま
し
た
。

　防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業
は
６
年
間
の
時

限
事
業
で
、
終
了
時
に
は
普
及
率
52
・
１
％

と
な
り
ま
す
。
温
暖
化
防
止
や
電
気
料
金
軽

減
、
防
犯
対
策
の
市
民
負
担
の
公
平
性
な
ど

を
考
慮
す
る
と
、
事
業
の
継
続
を
検
討
す
べ

き
と
提
案
し
ま
し
た
。

質
　観
光
施
設
維
持
管
理
経
費
に
つ
い
て
、

新
登
別
大
橋
は
、
登
別
温
泉
と
札
内
地
区
を

経
て
、
幌
別
地
区
へ
と
結
ぶ
重
要
な
幹
線
で

あ
る
。
大
橋
か
ら
の
北
海
道
ら
し
い
眺
め
は
、

登
別
が
誇
る
景
勝
地
で
も
あ
る
。
し
か
し
、

周
辺
は
荒
れ
放
題
で
ト
イ
レ
は
故
障
中
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
周
辺
整
備
を
北
海
道
へ
強
く

要
望
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
　以
前
か
ら
の
要
望
が
実
り
、
来
年
度
一

部
で
は
あ
る
が
草
刈
り
な
ど
を
行
う
旨
の
連

絡
を
北
海
道
か
ら
い
た
だ
い
た
。

　本
市
に
お
け
る
除
雪
体
制
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。
業
者
数
や
除
雪
機
械
の
台
数
に

つ
い
て
は
大
き
な
変
動
は
な
い
も
の
の
、
今

後
は
運
転
手
不
足
や
機
械
の
老
朽
化
な
ど
に

よ
り
、
業
者
数
の
減
少
が
考
え
ら
れ
る
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　運
転
手
の
確
保
に
つ
い
て
、
以
前
除
雪
作

業
に
従
事
し
、
現
在
は
現
役
を
引
退
さ
れ
た

方
の
中
に
、
「
除
雪
作
業
の
お
手
伝
い
を
し

た
い
」
と
の
声
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
検
討
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
要
望
し
ま
し
た
。

　複
数
の
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
た
中
で
、

特
に
注
目
し
た
の
は
、
「
児
童
生
徒
ス
ポ
ー

ツ
振
興
助
成
金
」
に
つ
い
て
で
し
た
。
こ
の

制
度
は
ス
ポ
ー
ツ
選
手
育
成
を
目
的
に
、
全

道
・
全
国
大
会
出
場
に
向
け
、
活
動
費
の
一

部
を
負
担
す
る
制
度
で
す
。

　今
後
も
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
育
成
・
強
化
に

向
け
、
さ
ら
な
る
内
容
や
環
境
の
充
実
化
と
、

制
度
を
広
く
普
及
さ
せ
て
、
多
く
の
子
ど
も

た
ち
が
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
み
や
す
い
環
境

づ
く
り
を
行
う
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

質
　文
化
財
を
紹
介
す
る
看
板
の
数
は
。

答
　登
別
温
泉
地
区
が
３
カ
所
、
登
別
地
区

が
６
カ
所
、
幌
別
地
区
が
７
カ
所
、
鷲
別
地

区
が
３
カ
所
と
な
っ
て
い
る
。

質
　市
内
に
文
化
財
を
紹
介
す
る
看
板
が
19

カ
所
と
い
う
こ
と
だ
が
、
劣
化
な
ど
に
よ
り

文
字
が
見
え
に
く
い
も
の
は
な
い
の
か
。

答
　老
朽
化
が
進
ん
だ
看
板
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
修
繕
の
必
要
性
を
判
断
し
、
既
設
看
板

の
修
繕
を
行
っ
て
い
く
。
本
市
の
歴
史
を
知

り
、
触
れ
る
機
会
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　学
校
給
食
事
業
特
別
会
計
に
つ
い
て
、
平

成
27
年
度
給
食
費
の
収
納
率
は
現
年
分
が

98
・
83
％
で
対
前
年
度
比
０
・
38
ポ
イ
ン
ト

増
加
し
ま
し
た
。
滞
納
繰
越
分
も
28
・
73
％

で
対
前
年
度
比
０
・
９
ポ
イ
ン
ト
の
増
加
と

な
り
ま
し
た
。

　私
は
、
毎
年
増
え
続
け
る
滞
納
繰
越
分
と

と
も
に
、
現
年
分
未
納
額
に
つ
い
て
も
初
期

か
ら
の
収
納
対
応
の
取
り
組
み
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。
未
納
と
な
る
原
因
を
把
握

し
、
早
期
解
決
に
向
け
た
収
納
対
策
の
強
化

を
要
望
し
ま
し
た
。

　ス
キ
ー
場
事
業
費
全
般
、
北
海
道
日
本
ハ

ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
応
援
大
使
事
業
費
、
防
災

対
策
強
化
事
業
費
、
地
域
生
活
支
援
事
業
費
、

リ
サ
イ
ク
ル
・
啓
発
経
費
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
普
及
促
進
事
業
費
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
発
行
事
業
費
、
公
園
維
持
管
理
経
費
、

図
書
館
運
営
管
理
経
費
な
ど
、
幅
広
く
追
及

し
ま
し
た
。

　ま
た
、
歳
出
の
決
算
額
が
約
200
億
円
に
も

上
る
こ
と
か
ら
、
各
事
業
が
適
正
に
運
営
さ

れ
て
い
る
か
、
成
果
や
対
応
策
も
併
せ
て
質

問
し
ま
し
た
。

辻

　
弘

之

千

田

文

孝

渡

辺

　
勉

小

栗

義

朗

宮

武

祥

子

佐
々
木
　久
美
子

村

井

寿

行

工
　藤
　倶
二
雄

こ
と
ば
の
教
室
の
追
加
開
設
に

�

向
け
て

国
保
税
収
納
率
改
善
、

�

防
犯
灯
事
業
継
続
を

新
登
別
大
橋
展
望
台
・

�

駐
車
場
周
辺
の
整
備
を

本
市
の
除
雪
体
制
に
つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ
選
手
を
取
り
巻
く

�

環
境
の
充
実
を
！

文
化
財
保
護
経
費
に
つ
い
て

給
食
費
の
収
納
対
策
に
つ
い
て

年
々
増
加
傾
向
の
あ
る
決
算

41 議会だより　でぃすかす



予算・決算委員会（平成27年度決算審査）

　こ
の
補
助
制
度
は
、
学
校
の
統
廃
合
に
お

け
る
経
済
負
担
の
激
変
を
緩
和
す
る
こ
と
を

主
な
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　本
市
で
は
、
平
成
27
年
度
に
小
学
生
４
名
、

中
学
生
74
名
が
こ
の
補
助
制
度
を
活
用
し
通

学
し
て
い
ま
す
。

　義
務
教
育
に
お
け
る
教
育
の
無
償
化
と
い

う
の
は
あ
く
ま
で
授
業
料
に
対
す
る
も
の
で

す
が
、
教
育
の
機
会
均
等
な
ら
び
に
子
ど
も

の
学
ぶ
権
利
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
こ
の

補
助
金
に
つ
い
て
見
直
す
べ
き
と
指
摘
し
ま

し
た
。

　各
主
要
施
策
に
つ
い
て
、
全
体
と
し
て
及

第
点
の
事
業
成
果
で
し
た
。
し
か
し
、
本
市

も
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
、
各
種
施
設
の

老
朽
化
の
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
今
後
は

明
ら
か
に
歳
入
の
減
少
や
医
療
費
負
担
に
加

え
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
費
の
増
額
が
想
定
さ
れ

ま
す
。

　以
上
の
こ
と
か
ら
、
市
の
将
来
に
向
け
て

継
続
事
業
の
内
容
や
予
算
の
見
直
し
は
も
ち

ろ
ん
、
早
期
の
工
事
発
注
や
新
た
な
観
光
施

策
の
推
進
が
必
要
だ
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　各
事
業
が
今
後
の
進
む
べ
き
方
向
の
一
手

段
で
あ
る
と
の
共
通
認
識
を
持
ち
、
将
来
展

望
や
大
目
標
に
向
か
っ
た
取
り
組
み
だ
っ
た

の
か
と
い
う
視
点
で
庁
舎
等
改
修
経
費
、
地

域
医
療
対
策
等
経
費
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ

ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
、
北
海
道
新
幹
線
開
業
観

光
誘
客
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
費
な
ど
へ
の

質
問
と
提
起
を
し
ま
し
た
。

　ま
た
「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
」
や
「
重
要

業
績
評
価
指
標
」
な
ど
を
理
解
し
、
論
理
的

思
考
に
よ
る
戦
略
戦
術
に
取
り
組
む
必
要
性

を
求
め
ま
し
た
。

　現
在
、
放
課
後
に
児
童
が
過
ご
す
仕
組
み

に
は
多
様
な
形
態
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
安
全

確
保
や
老
朽
施
設
へ
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

　市
は
、
課
題
を
一
つ
一
つ
整
理
し
、
実
現

に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
の
答
弁
で

し
た
。

　ま
た
、
青
葉
児
童
館
が
先
行
実
施
し
て
い

る
学
校
か
ら
の
直
接
来
館
方
式
に
つ
い
て
は
、

保
護
者
に
好
評
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
平
成
28

年
５
月
に
本
格
実
施
し
、
常
盤
児
童
館
と
登

別
児
童
館
で
も
試
行
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
促
進
事
業
費

に
つ
い
て
、
30
万
７
千
円
の
予
算
額
の
と
こ

ろ
、
決
算
額
は
８
万
９
千
円
で
し
た
。
事
業

実
績
は
小
学
校
で
の
パ
ネ
ル
展
４
回
、
講
演

会
１
回
の
開
催
、
職
員
の
研
修
会
出
席
に
と

ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

　こ
の
こ
と
か
ら
本
市
の
地
域
特
性
で
あ
り
、

優
位
点
で
あ
る
地
熱
・
温
泉
排
熱
を
含
め
た

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
な
ど
を
市
民

に
対
し
よ
り
積
極
的
に
啓
発
、
促
進
を
行
う

よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

　年
間
１
千
100
万
円
も
の
維
持
経
費
を
か
け

て
事
業
を
継
続
し
た
効
果
や
事
業
の
積
極
的

活
用
の
考
え
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　市
は
、
移
住
定
住
の
居
住
地
に
充
て
る
の

が
理
想
的
で
す
が
、
市
と
し
て
紹
介
で
き
る

土
地
が
な
い
の
が
課
題
で
、
老
朽
化
対
策
と

温
泉
の
安
定
供
給
の
た
め
継
続
し
て
い
る
現

状
と
の
答
弁
で
し
た
。

　ま
た
、
魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
と
積
極

的
な
活
用
の
た
め
、
全
庁
的
協
議
や
外
部
機

関
と
の
議
論
の
場
を
創
出
す
べ
き
と
指
摘
し

ま
し
た
。

　戦
没
者
追
悼
式
に
関
し
て
、
歳
月
の
経
過

に
よ
り
遺
族
も
高
齢
化
し
、
参
加
が
今
後
難

し
く
な
っ
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
式
典
を
行
う
目
的
の
一
つ
で
あ
る
平

和
祈
念
と
い
う
趣
旨
を
前
面
に
出
し
、
若
い

世
代
も
積
極
的
に
参
加
で
き
る
よ
う
、
現
在

の
方
式
を
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は

と
指
摘
し
ま
し
た
。

　ま
た
エ
ゾ
シ
カ
肉
普
及
に
関
し
て
、
レ
シ

ピ
紹
介
な
ど
消
費
者
が
シ
カ
肉
を
手
に
取
り

た
く
な
る
よ
う
な
方
策
が
必
要
で
は
と
指
摘

し
ま
し
た
。
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肇

児
童
生
徒
遠
距
離
通
学
費

�

補
助
金
の
見
直
し
を

歳
入
減
少
を
踏
ま
え

�

既
存
施
策
の
見
直
し
を
！

将
来
に
つ
な
が
る
事
業
で

�

あ
っ
た
の
か
？

放
課
後
、
児
童
が
過
ご
す

�

環
境
の
整
備
を

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

�

普
及
促
進
に
つ
い
て

温
泉
供
給
施
設
維
持
管
理
経
費

�

に
つ
い
て

戦
没
者
追
悼
式
、

�

エ
ゾ
シ
カ
肉
普
及
に
つ
い
て
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※

登
別
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
と

�

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た

行
事
に
参
加
し

　触
れ
合
い

　

�

理
解
を
！

議
会
サ
ポ
ー
タ
ー
と

�

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た

総
務
・
教
育
委
員
会

生
活
・
福
祉
委
員
会

観
光
・
経
済
委
員
会

　昨
年
11
月
１
日
に
、
登
別
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
よ
り
13

名
の
正
副
会
長
・
理
事
・
事
務
局
の
皆
様
に
出
席
い
た

だ
き
、
本
委
員
会
の
重
点
活
動
テ
ー
マ
で
あ
る
「
小
中

一
貫
教
育
へ
の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
意
見
交
換
会
を

行
い
ま
し
た
。

　そ
の
中
で
、
小
学
校
か
ら
中
学
校
へ
進
学
し
て
い
く

段
階
で
問
題
と
な
る
「
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
」
に
つ
い
て
は
、

実
際
に
３
年
間
引
き
こ
も
り
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
子
が

い
た
と
の
お
話
や
、
子
ど
も
に
対
し
て
過
保
護
に
な
っ

て
い
な
い
か
、
社
会
に
出
て
い
く
上
で
ギ
ャ
ッ
プ
に
対

応
す
る
力
が
必
要
で
あ
る
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。　ま

た
、
「
学
校
区
で
の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
は
、

小
中
間
の
交
流
が
行
わ
れ
て
お
り
ス
ム
ー
ズ
に
つ
な
が

る
こ
と
が
で
き
て
い
る
こ
と
や
、
小
中
連
携
と
小
中
一

貫
の
違
い
を
明
確
に
す
べ
き
で
あ
る
と
い
っ
た
意
見
や
、

ふ
れ
あ
い
活
動
に
よ
り
他
校
の
子
ど
も
同
士
、
親
同
士

が
顔
見
知
り
に
な
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
を
お
話
し
い
た

だ
き
、
大
変
参
考
に
な
る

有
意
義
な
意
見
交
換
会
と

な
り
ま
し
た
。

　委
員
会
と
し
て
も
、
こ

れ
ま
で
い
た
だ
い
た
意
見

を
参
考
に
し
、
政
策
提
言

と
し
て
市
へ
提
出
し
て
い

き
ま
す
。

�

（
村
井
）

　昨
年
11
月
22
日
に
登
別
市
障
害
者
福
祉
関
係
団
体
連

絡
協
議
会
（
以
下
略
称
障
団
連
）
と
の
意
見
交
換
会
を

行
い
ま
し
た
。

　本
年
度
は
、
障
団
連
か
ら
い
た
だ
い
た
テ
ー
マ
に

沿
っ
て
問
題
提
起
を
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

　初
め
に
、
障
団
連
の
一
年
間
の
活
動
報
告
を
い
た
だ

き
、
障
団
連
と
し
て
の
願
い
を
受
け
止
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　ま
た
、
次
の
３
点
に
つ
い
て
、
活
発
な
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

①
「
障
害
者
週
間
」
記
念
事
業
の
ね
ら
い
と
取
り
組
み

に
つ
い
て
。
幌
別
西
小
学
校
の
児
童
や
明
日
中
等
教
育

学
校
の
生
徒
の
応
援
参
加
や
製
鉄
記
念
室
蘭
病
院
の
林

先
生
の
講
演
な
ど
工
夫
を
凝
ら
し
た
取
り
組
み
を
行
い
、

参
加
者
を
増
や
す
努
力
を
し
て
い
る
。

②
新
法
で
あ
る
「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
に
対
す
る
考

え
方
に
つ
い
て
。
日
常
生
活
や
行
事
を
通
じ
て
障
が
い

者
と
話
し
、
触
れ
合
い
、

障
が
い
者
を
理
解
し
て
ほ

し
い
。

③
福
祉
避
難
所
へ
の
対
応

に
つ
い
て
。
観
光
都
市
登

別
と
し
て
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
な
ど
、
施
設
・
設

備
面
で
の
現
状
と
そ
の
対

応
。�

（
渡
辺
）

　昨
年
11
月
15
日
、
議
会
サ
ポ
ー
タ
ー
を
招
き
、
重
点

活
動
テ
ー
マ
で
あ
る
「
北
海
道
新
幹
線
延
伸
に
よ
る
観

光
産
業
の
発
展
や
経
済
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
」
に
対

す
る
委
員
会
活
動
の
報
告
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　初
め
に
、
議
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
市
民
か
ら
い
た
だ
い

た
意
見
と
、
行
政
視
察
に
つ
い
て
各
委
員
か
ら
報
告
を

行
い
ま
し
た
。

　サ
ポ
ー
タ
ー
か
ら
は
、
市
内
経
済
界
で
は
雇
用
と
求

職
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
生
じ
て
お
り
、
一
部
の
業
種
で
し

か
経
済
活
性
化
の
効
果
を
感
じ
ら
れ
て
い
な
い
、
労
働

者
不
足
の
危
機
感
か
ら
外
国
人
の
雇
用
も
視
野
に
入
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
の
現
状
を
伺
い
ま
し
た
。
外

国
人
の
雇
用
に
つ
い
て
は
、
言
語
の
問
題
が
解
消
さ
れ

れ
ば
、
文
化
や
習
慣
な
ど
の
違
い
は
社
内
教
育
や
ほ
か

の
従
業
員
の
配
慮
で
解
決
で
き
る
と
い
う
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　北
海
道
新
幹
線
の
札
幌
延
伸
ま
で
に
、
本
市
を
含
め

た
南
周
り
ル
ー
ト
に
あ

る
市
町
村
で
は
、
観
光

客
の
受
け
入
れ
に
支
障

が
な
い
よ
う
積
極
的
な

取
り
組
み
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
共
通
認

識
を
持
ち
ま
し
た
。

�

（
米
田
）

委 員 会 だ よ り

42� 議会だより　でぃすかす



予算・決算委員会（平成27年度決算審査）

　こ
の
補
助
制
度
は
、
学
校
の
統
廃
合
に
お

け
る
経
済
負
担
の
激
変
を
緩
和
す
る
こ
と
を

主
な
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　本
市
で
は
、
平
成
27
年
度
に
小
学
生
４
名
、

中
学
生
74
名
が
こ
の
補
助
制
度
を
活
用
し
通

学
し
て
い
ま
す
。

　義
務
教
育
に
お
け
る
教
育
の
無
償
化
と
い

う
の
は
あ
く
ま
で
授
業
料
に
対
す
る
も
の
で

す
が
、
教
育
の
機
会
均
等
な
ら
び
に
子
ど
も

の
学
ぶ
権
利
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
こ
の

補
助
金
に
つ
い
て
見
直
す
べ
き
と
指
摘
し
ま

し
た
。

　各
主
要
施
策
に
つ
い
て
、
全
体
と
し
て
及

第
点
の
事
業
成
果
で
し
た
。
し
か
し
、
本
市

も
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
、
各
種
施
設
の

老
朽
化
の
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
今
後
は

明
ら
か
に
歳
入
の
減
少
や
医
療
費
負
担
に
加

え
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
費
の
増
額
が
想
定
さ
れ

ま
す
。

　以
上
の
こ
と
か
ら
、
市
の
将
来
に
向
け
て

継
続
事
業
の
内
容
や
予
算
の
見
直
し
は
も
ち

ろ
ん
、
早
期
の
工
事
発
注
や
新
た
な
観
光
施

策
の
推
進
が
必
要
だ
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　各
事
業
が
今
後
の
進
む
べ
き
方
向
の
一
手

段
で
あ
る
と
の
共
通
認
識
を
持
ち
、
将
来
展

望
や
大
目
標
に
向
か
っ
た
取
り
組
み
だ
っ
た

の
か
と
い
う
視
点
で
庁
舎
等
改
修
経
費
、
地

域
医
療
対
策
等
経
費
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ

ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
、
北
海
道
新
幹
線
開
業
観

光
誘
客
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
費
な
ど
へ
の

質
問
と
提
起
を
し
ま
し
た
。

　ま
た
「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
」
や
「
重
要

業
績
評
価
指
標
」
な
ど
を
理
解
し
、
論
理
的

思
考
に
よ
る
戦
略
戦
術
に
取
り
組
む
必
要
性

を
求
め
ま
し
た
。

　現
在
、
放
課
後
に
児
童
が
過
ご
す
仕
組
み

に
は
多
様
な
形
態
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
安
全

確
保
や
老
朽
施
設
へ
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

　市
は
、
課
題
を
一
つ
一
つ
整
理
し
、
実
現

に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
の
答
弁
で

し
た
。

　ま
た
、
青
葉
児
童
館
が
先
行
実
施
し
て
い

る
学
校
か
ら
の
直
接
来
館
方
式
に
つ
い
て
は
、

保
護
者
に
好
評
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
平
成
28

年
５
月
に
本
格
実
施
し
、
常
盤
児
童
館
と
登

別
児
童
館
で
も
試
行
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
促
進
事
業
費

に
つ
い
て
、
30
万
７
千
円
の
予
算
額
の
と
こ

ろ
、
決
算
額
は
８
万
９
千
円
で
し
た
。
事
業

実
績
は
小
学
校
で
の
パ
ネ
ル
展
４
回
、
講
演

会
１
回
の
開
催
、
職
員
の
研
修
会
出
席
に
と

ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

　こ
の
こ
と
か
ら
本
市
の
地
域
特
性
で
あ
り
、

優
位
点
で
あ
る
地
熱
・
温
泉
排
熱
を
含
め
た

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
な
ど
を
市
民

に
対
し
よ
り
積
極
的
に
啓
発
、
促
進
を
行
う

よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

　年
間
１
千
100
万
円
も
の
維
持
経
費
を
か
け

て
事
業
を
継
続
し
た
効
果
や
事
業
の
積
極
的

活
用
の
考
え
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　市
は
、
移
住
定
住
の
居
住
地
に
充
て
る
の

が
理
想
的
で
す
が
、
市
と
し
て
紹
介
で
き
る

土
地
が
な
い
の
が
課
題
で
、
老
朽
化
対
策
と

温
泉
の
安
定
供
給
の
た
め
継
続
し
て
い
る
現

状
と
の
答
弁
で
し
た
。

　ま
た
、
魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
と
積
極

的
な
活
用
の
た
め
、
全
庁
的
協
議
や
外
部
機

関
と
の
議
論
の
場
を
創
出
す
べ
き
と
指
摘
し

ま
し
た
。

　戦
没
者
追
悼
式
に
関
し
て
、
歳
月
の
経
過

に
よ
り
遺
族
も
高
齢
化
し
、
参
加
が
今
後
難

し
く
な
っ
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
式
典
を
行
う
目
的
の
一
つ
で
あ
る
平

和
祈
念
と
い
う
趣
旨
を
前
面
に
出
し
、
若
い

世
代
も
積
極
的
に
参
加
で
き
る
よ
う
、
現
在

の
方
式
を
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は

と
指
摘
し
ま
し
た
。

　ま
た
エ
ゾ
シ
カ
肉
普
及
に
関
し
て
、
レ
シ

ピ
紹
介
な
ど
消
費
者
が
シ
カ
肉
を
手
に
取
り

た
く
な
る
よ
う
な
方
策
が
必
要
で
は
と
指
摘

し
ま
し
た
。
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換
会
と

な
り
ま
し
た
。

　委
員
会
と
し
て
も
、
こ

れ
ま
で
い
た
だ
い
た
意
見

を
参
考
に
し
、
政
策
提
言

と
し
て
市
へ
提
出
し
て
い

き
ま
す
。

�

（
村
井
）

　昨
年
11
月
22
日
に
登
別
市
障
害
者
福
祉
関
係
団
体
連

絡
協
議
会
（
以
下
略
称
障
団
連
）
と
の
意
見
交
換
会
を

行
い
ま
し
た
。

　本
年
度
は
、
障
団
連
か
ら
い
た
だ
い
た
テ
ー
マ
に

沿
っ
て
問
題
提
起
を
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

　初
め
に
、
障
団
連
の
一
年
間
の
活
動
報
告
を
い
た
だ

き
、
障
団
連
と
し
て
の
願
い
を
受
け
止
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　ま
た
、
次
の
３
点
に
つ
い
て
、
活
発
な
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

①
「
障
害
者
週
間
」
記
念
事
業
の
ね
ら
い
と
取
り
組
み

に
つ
い
て
。
幌
別
西
小
学
校
の
児
童
や
明
日
中
等
教
育

学
校
の
生
徒
の
応
援
参
加
や
製
鉄
記
念
室
蘭
病
院
の
林

先
生
の
講
演
な
ど
工
夫
を
凝
ら
し
た
取
り
組
み
を
行
い
、

参
加
者
を
増
や
す
努
力
を
し
て
い
る
。

②
新
法
で
あ
る
「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
に
対
す
る
考

え
方
に
つ
い
て
。
日
常
生
活
や
行
事
を
通
じ
て
障
が
い

者
と
話
し
、
触
れ
合
い
、

障
が
い
者
を
理
解
し
て
ほ

し
い
。

③
福
祉
避
難
所
へ
の
対
応

に
つ
い
て
。
観
光
都
市
登

別
と
し
て
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
な
ど
、
施
設
・
設

備
面
で
の
現
状
と
そ
の
対

応
。�

（
渡
辺
）

　昨
年
11
月
15
日
、
議
会
サ
ポ
ー
タ
ー
を
招
き
、
重
点

活
動
テ
ー
マ
で
あ
る
「
北
海
道
新
幹
線
延
伸
に
よ
る
観

光
産
業
の
発
展
や
経
済
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
」
に
対

す
る
委
員
会
活
動
の
報
告
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　初
め
に
、
議
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
市
民
か
ら
い
た
だ
い

た
意
見
と
、
行
政
視
察
に
つ
い
て
各
委
員
か
ら
報
告
を

行
い
ま
し
た
。

　サ
ポ
ー
タ
ー
か
ら
は
、
市
内
経
済
界
で
は
雇
用
と
求

職
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
生
じ
て
お
り
、
一
部
の
業
種
で
し

か
経
済
活
性
化
の
効
果
を
感
じ
ら
れ
て
い
な
い
、
労
働

者
不
足
の
危
機
感
か
ら
外
国
人
の
雇
用
も
視
野
に
入
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
の
現
状
を
伺
い
ま
し
た
。
外

国
人
の
雇
用
に
つ
い
て
は
、
言
語
の
問
題
が
解
消
さ
れ

れ
ば
、
文
化
や
習
慣
な
ど
の
違
い
は
社
内
教
育
や
ほ
か

の
従
業
員
の
配
慮
で
解
決
で
き
る
と
い
う
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　北
海
道
新
幹
線
の
札
幌
延
伸
ま
で
に
、
本
市
を
含
め

た
南
周
り
ル
ー
ト
に
あ

る
市
町
村
で
は
、
観
光

客
の
受
け
入
れ
に
支
障

が
な
い
よ
う
積
極
的
な

取
り
組
み
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
共
通
認

識
を
持
ち
ま
し
た
。

�

（
米
田
）

委 員 会 だ よ り

43 議会だより　でぃすかす
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人のうごき（平成28年12月末日現在）／人口49,440（－46）世帯24,940（－26）（　）は前月比

カルルス温泉冬まつり
３月５日㈰９時～
カルルス温泉サンライバスキー場

～プログラム～

問い合わせ　同まつり実行委員会（登別観光協会内・☎84３３１１）

　サンライバスキー場で寒さを吹き飛ばすイベントを開催します。雪と
親しむゲームやおいしい振る舞いをたくさん用意していますので、ぜひ
親子でお越しください。

午前の部（９時開始）
•雪中みかん拾い
•登別市長杯・アルファスポーツ賞少年スキー大会
　（事前申込制、午後から表彰式）
•親子ボブスレー（２人１組、当日受付で100組ま
で）

•ストライクワン（景品が無くなり次第終了）
•ホールインワン（景品が無くなり次第終了）
•オロフレ雪原宝さがし
午後の部（13時開始）
•雪上もちまき
•シチューの振る舞い（サケのクリームシチュー・
ディア（鹿肉）シチューを各200食）

※各イベントの開始時間など、詳しくは問い合わせ
ください。

▶日時　２月５日㈰10時～15時
▶場所　総合公園だて歴史の杜
▶内容
◦�屋外広場…特設すべり台、働く車
展示会、もちまき、チャンバラ
Ｋ
カ ッ セ ン

ＡＳＳＥＮ、伊達春いちばん福
こども競争、雪だまストラックア
ウト、飲食ブースなど

◦�屋内会場…昔の伊達『街角写真
館』、フラワーアレンジメント

▶�問い合わせ　同実行委員会（伊達
青年会議所内・☎０１４２㉓４０
５３）

冬のポロトの森を学習しよう 第八戦伊達雪まつり冬の陣むろらん冬まつり

　バナナボートやもちまき、大じゃ
んけん大会などのほか、温かい飲み
物やエゾ鹿肉焼きの振る舞いを行い
ます。冬ならではのさまざまなイベ
ントを楽しみましょう。
▶日時　２月19日㈰10時
▶内容
◦�10時20分…スダレの滝見学ツアー
◦�10時30分…市民スキー大会
◦�14時…雪山の宝さがし
※それぞれ事前に会場で受け付け。
▶問い合わせ　だんパラスキー場
� （☎㊸５６００）

　冬のポロトの森でカンジキを履き、
望岳台を目指してウオーキングをし
ます。午後はポロトの森や樹木につ
いて学習します。
▶�日時　２月26日㈰10時（受け付け
は９時10分～９時30分）
▶�集合場所　ポロト自然休養林ビジ
ターセンター
▶�定員　30人（申し込み順）
▶�参加料　300円
▶�申し込み　２月16日㈭までに白老
ノルディックウォーキング愛好会・
堀川さん（☎０１４４�３１５２）


